
市町村職員
フォトグラフ

﹇
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
﹈
自
治
体
職
員
の
た
め
の
政
策
情
報
誌 

2
0
2
1  

A
u
t
u
m
n  

N
o. 

36
　
公
益
財
団
法
人
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会  

〒
0
6
0
–
0
0
0
4  

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
4
条
西
6
丁
目  

北
海
道
自
治
会
館
6
階  

T
E
L 

0
1
1（
2
3
2
）0
2
8
1

こ の 大 地 に 生 き て

国内有数の大観覧車がある北海道グリーンランド

秋の風物詩「いわみざわ百餅祭り」（本年は中止）

　石狩平野のほぼ真ん中に位置する岩見沢市は、水
田を中心とした農業地帯です。近年では観光振興に
力を入れており、国内最大級のログで建てられた「ロ
グホテル メープルロッジ」や、大観覧車がある遊園
地を有している「いわみざわ公園」を中心として、
誘客促進のためのプロモーションを展開しています。
　映画撮影のロケ地にもなったワイナリーや、いわ
みざわ公園のバラ園は道内でも有名で、世界最大の
臼と杵を使って 200 人の参加者が餅をつく「いわみ
ざわ百餅祭り」は、毎年３万人以上の来場者が訪れ
ています。
　豪雪の町でもある岩見沢は、四季折々の景観を楽
しむことが出来ます。ぜひ岩見沢市へお越しくださ
い。
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（ながさか・ともゆき）昭和 37 年岩見沢市生まれ。平成３年に市の
社会教育主事に採用。若い時からカメラを趣味としていたが、空撮
に興味を持ち、近年はドローン数機を所有し、地域でドローンのク
ラブを立ち上げ、地域のプロモーションも併せて観光事業にその撮
影した動画や、画像を活用して発信している。

岩見沢市経済部観光物産振興課　主幹　長坂　智幸さん

ログホテル「メープルロッジ」
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気候変動時代
─「緩和」と「適応」の取組─

【特集】

No.36PRPRAACTICECTICE
自治体職員のための政策情報誌［プラクティス］

2021 Autumn

公益財団法人 北海道市町村振興協会
HP ▶ https://www.do-shinko.or.jp/



気候変動─これから何が起こるのか

　「北極の氷が融けてシロクマが危機に」� �

　「熱波のオーストラリアで大規模な山火事が続いている」� �

　「南太平洋のツバルでは海面が上昇して住民が避難した…」

　「気候変動」や「温暖化」と言えば─どこか訪れたこともない遠い国

で起こっている出来事─と感じていたのではないだろうか。

　この夏も日本全国で豪雨災害が相次いだ。「観測史上初めて」「過去に

経験したことがない」「ただちに命を守る行動を」。身に迫る危機の切迫

を訴えるフレーズを耳にしなかった日の方が少ないのではないか。

　秋の食卓を彩ったサケやサンマが姿を消し、食べ慣れないブリやサワ

ラが店先に並ぶ。北海道で丸々としたサツマイモが育っている。極端な

豪雪あるいは少雪で、北海道らしい冬の暮らしも様変わりしてきた。

　気候変動は、もはや遠い国の出来事ではなく、日々の暮らしのさまざ

まな場面で感じる時代になった。この先に何が起こるのか。何に備える

べきなのか。市町村が果たすことができる役割は何かを考えてみよう。

（写真はイメージです）
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お詫びと訂正
　市町村政策情報誌プラクティス第 35 号 32 ページ「現場からの報告５　空き家の
活用術を探る」の１段目「移住体験住宅に─斜里町」の記事について、見出し及び
記事中にある「斜里町」は「美幌町」の誤りでした。
　記事中にある取組内容等は美幌町が行っているものであり、斜里町では実施して
いません。取材記者による出稿時の原稿確認、校正時における事実関係の確認が不
十分でした。両町の関係者並びに読者の皆様にお詫びして訂正します。

編集担当○○×余録
▼ 気象予報士は命を守る仕事─某連続テレビ小説が放送中の今日この頃。本号の特
集テーマと重なる部分もあるなあ。夜に録画を見ていると、昼間に手掛けた原稿と
ドラマのセリフに共通するフレーズがいくつも。放送のタイミングを狙ったわけで
はありませんが、多発する豪雨や農林水産業の活性化など、地域課題に向き合う異
色のストーリー展開は、終盤まで要注目です。まさかドラマの世界に森林組合が登
場するとは。波に乗り遅れることなく、森林や林業の特集を組んでみましょう。
▼ この夏も全国各地で豪雨に伴う災害が相次いでいます。私事となりますが、某市
内で予期せぬゲリラ豪雨に見舞われ、車の電気系統が逝ってしまいました。停電時
の電源として電気自動車やハイブリッド車を活用しようとの動きもありますが、水
害時は万全の防水対策が必要との認識を新たにした次第であります。ネット上でま
ことしやかに流布されている「ハイブリッド車で浸水すると感電死する」というの
は嘘でしたが、財政的にはショック死しそうだ…。ここは９月 22 日発売のハロ
ウィンジャンボ宝くじ（右ページを見よ）に運命を賭けるしかない！〈ま〉

日時● 令和３年 10 月 22 日（金）　13 時 30 分～16 時 40 分
会場● ホテルポールスター札幌 ２階「ポールスターホール」（札幌市中央区北４条西６丁目）
対象● 北海道内の市町村職員等、地方自治関係団体の職員

令和３年度 市町村職員政策研修会

　道内市町村の概要や基礎的なデータを取りまとめた「北海道市町村要覧 2021」（編集・北海道総合政策部地域行政局
行政連携課）を９月末に刊行します。
　道内 179 市町村の人口や産業構造、歳入・歳出の状況、税収、公共施設等のデータのほか、市町村長、副市町村
長、市議会正副議長の氏名等を一覧形式で収録しています。また、広域連携の状況や広域連合・一部事務組合の設置
状況を資料編として収録しました。道内市町村には 10 月上旬に配布を予定しています。なお、ＰＤＦ化した冊子を当
協会ホームページで提供しますのでご活用ください。

「北海道市町村要覧 2021」を刊行します

市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー
Information

小磯　修二氏

片田　敏孝氏

講演Ⅰ　［13：30～15：00］
•講師：小　磯　修　二　氏　 北海道大学公共政策大学院客員教授 

公益社団法人北海道観光振興機構会長 
一般社団法人地域研究工房代表理事

•演題：「地方の論理」

講演Ⅱ　［15：10～16：40］
•講師：片　田　敏　孝　氏　東京大学大学院情報学環特任教授　群馬大学名誉教授
•演題： 「ウィズコロナ時代における危機管理」

※参加申込書は、協会ホームページに掲載しています。
※新型コロナウイルス感染症の流行状況により、研修会の中止や規模の縮小、オンライン開催等に変更する
場合もありますので、あらかじめご了承ください。
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特集 気候変動時代 ─ 「緩和」と「適応」の取組─
  【リレーインタビュー】地球温暖化と北海道
04 ●1   気候変動への適応策を考える 影響の連鎖を可視化する対策を

─地方独立行政法人北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所　環境保全部長　野口　泉さん

07 ●2   懸念強まる海洋酸性化 中長期的な視点で緩和と適応を
─北海道大学大学院地球環境科学研究院　准教授　藤井　賢彦さん

10 ●3   本道農業の新たな可能性と課題 ブランド化＋地域の魅力化を
─特定非営利活動法人グリーンテクノバンク　専務理事　下小路　英男さん

13 ●4   激甚化・頻発化する豪雨災害 流域治水でまちの未来を支える　
─室蘭工業大学大学院工学研究科　教授　中津川　誠さん

  【現場からの報告】
16 Report ●1   養殖漁業へのチャレンジ

─気候変動に翻弄される北海道漁業 サケ・マス類の海面養殖を新たな活路に
20 Report ●2   温暖化時代の北海道農業

─気候変動がもたらすリスクとメリット 温暖化に適応する北海道農業の将来像は
24 Report ●3   気候変動と自然災害

─激甚化・頻発化する豪雨災害への備え 住民の生命を守るためにできることとは
28 Report ●4   市町村による脱炭素の取組

─バイオガス電力は次のステップへ 省エネ効率の高いＺＥＢ庁舎も続々完成
32 Report ●5   北海道の優位性を高めるために

─積雪寒冷地のメリットを最大限に活用 温暖化時代を迎えた北海道の可能性とは
36  ［NEWS TOPIC］　道内における５Ｇの活用と今後の展望
38   ［道総研コラム］　 地域と共に歩む道総研　第１回　持続可能な北海道の未来を目指して【新連載】

─地方独立行政法人 北海道立総合研究機構　理事長　田中　義克氏

40  ［健康コラム］　飲食と感染の関係　─札幌医科大学教授　當瀬　規嗣氏
42 野菜ソムリエのベジフルランド 北海道！！ 羊牧場のキャンプ場「士別市 しずお農場」編
 ─野菜ソムリエ上級Pro・北海道６次産業化プランナー　萬谷　利久子氏

44  ［弁護士コラム］　融雪期の道路損傷に伴う 道路管理者の賠償責任について　─弁護士　佐々木　泉顕氏／下矢　洋貴氏
46  ［市町村の動き］　 新十津川町／ニセコ町／登別市／函館市／木古内町／鷹栖町

豊富町・天塩町・遠別町・中川町・幌延町／北見市
網走市・斜里町・清里町・小清水町・大空町／鹿追町／浜中町／標津町・羅臼町・斜里町

52  令和 2年度 先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告 
 • ソーシャル・キャピタルの醸成と介護予防効果調査研究〈栗山町〉　
 • 沼田町地域資源を活用した健康ブランドづくり調査研究事業〈沼田町〉
 • モバイルワーク環境の実証実験事業〈北広島市〉　 • 余市・仁木スマート農業実証プロジェクト〈余市町・仁木町〉
 • 東川町行政情報等通信技術実証実験事業〈東川町〉 • デマンドバス運行実証実験事業〈網走市〉
58  ［協会 Information］　 「ハロウィンジャンボ」と「ハロウィンジャンボミニ」９月 22 日発売

令和３年度 市町村職員政策研修会／「北海道市町村要覧 2021」刊行
 ［市町村職員フォトグラフ］　この大地に生きて　─岩見沢市経済部観光物産振興課　主幹　長坂　智幸さん

本誌名「プラクティス」の由来
「プラクティス」＝「実行」の意味。自治体職員が業務で直接活用
できる実践的な情報誌という趣旨で名づけました。
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、
ワ
イ
ン
用

の
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
な
ど
の
栽
培
適
地
が

広
が
り
ま
す
。
果
樹
は
収
穫
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
た
め
、
将
来
的
な
気
候
変
動
を

見
越
し
て
、
地
域
に
適
し
た
品
種
に
植
え

替
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
気
候
変

動
の
状
況
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
こ
と
を

想
定
し
て
、
複
数
の
品
種
を
植
え
る
こ
と

で
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
た
め
の
取
組
が
、

既
に
道
内
で
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
観
光
資
源
に
危
機
が

　

北
海
道
の
観
光
は
温
泉
、
食
、
自
然
の

三
本
柱
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
自

然
の
景
観
が
見
せ
る
四
季
折
々
の
姿
は
大

き
な
魅
力
で
す
。
し
か
し
、
樹
氷
や
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
の

流
氷
、
結
氷
し
た
湖
で
見
ら
れ
る
フ
ロ
ス

ト
フ
ラ
ワ
ー
や
ア
イ
ス
バ
ブ
ル
な
ど
、
冬

特
有
の
自
然
現
象
が
い
つ
ま
で
見
ら
れ
る

の
か
。
当
た
り
前
の
存
在
だ
っ
た
観
光
資

源
が
将
来
、
気
候
変
動
の
影
響
で
見
ら
れ

な
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
良
質
な
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
が
減
る
だ
け
で
な
く
、
降

雪
量
の
減
少
で
ス
キ
ー
場
が
営
業
で
き
な

く
な
っ
た
り
、
雪
ま
つ
り
や
氷
上
の
ワ
カ

サ
ギ
釣
り
な
ど
、
冬
の
魅
力
を
活
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
な
く
な
っ
た
り
す

る
影
響
が
広
が
り
、
観
光
産
業
も
変
化
を

迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
自
然
景
観
や
多
様
な
自

然
現
象
が
気
候
変
動
の
影
響
で
失
わ
れ
る

前
に
、
少
し
で
も
長
く
活
用
す
る
た
め
に

は
適
切
な
保
全
策
が
必
要
で
す
。
当
研
究

所
は
、
失
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

冬
の
観
光
資
源
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て

お
り
、
来
年
度
中
に
は
成
果
を
公
表
で
き

る
見
込
み
で
す
。
観
光
資
源
の
再
発
見
や

活
用
方
法
の
検
討
、
記
録
の
保
存
な
ど
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
夏
場
に
は
、
災
害
級
の
豪
雨
が

増
え
、
湖
沼
や
湿
地
に
多
量
の
土
砂
が
流

入
し
、
貴
重
な
生
態
系
が
損
な
わ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
水
温
の
上
昇
に
伴
い
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
殖
し
、
水
質
の
悪
化
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
世
界
自
然
遺
産
の
知

床
で
も
、
貴
重
な
植
物
群
落
な
ど
独
自
の

生
態
系
に
影
響
が
生
じ
、
観
光
資
源
と
し

て
活
用
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
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ゼ
ロ
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
と
は
？

　

1
〜
2
月
の
北
海
道
の
気
象
が
ど
う
変

化
し
て
き
て
い
る
の
か
─
。
気
象
官
署
な

ど
が
あ
る
道
内
14
地
点
の
気
温
を
過
去
60

年
間
に
わ
た
り
追
跡
し
、
5
年
間
の
移
動

平
均
を
見
て
い
く
と
、
全
地
点
で
上
昇
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
零
度
を
境
に
プ
ラ
ス
と

マ
イ
ナ
ス
の
気
温
が
あ
る
日
を
「
ゼ
ロ
ク

ロ
ッ
シ
ン
グ
」
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
日

数
が
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ゼ
ロ
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
は
、
舗
装
道
路
の

表
面
が
は
が
れ
、
円
形
の
穴
が
開
く
ポ
ッ

ト
ホ
ー
ル
が
生
じ
る
原
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
気
温
が
プ
ラ
ス
に
な
り
、
路
面
の

雪
や
氷
が
解
け
る
と
、
水
に
な
っ
て
舗
装

の
隙
間
に
染
み
込
み
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
の

気
温
に
な
っ
て
再
び
凍
結
す
る
と
、
体
積

が
膨
張
し
て
隙
間
を
押
し
広
げ
、
舗
装
を

破
壊
し
て
い
き
ま
す
。
ゼ
ロ
ク
ロ
ッ
シ
ン

グ
が
増
加
す
る
こ
と
で
道
路
の
ポ
ッ
ト

ホ
ー
ル
も
増
え
、
道
路
補
修
費
の
増
大
を

招
く
と
い
う
連
鎖
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
融
解
と
凍
結
を
繰
り
返
す
こ
と

で
ツ
ル
ツ
ル
路
面
が
頻
繁
に
発
生
し
、
転

倒
事
故
な
ど
の
人
身
被
害
が
増
え
る
要
因

に
な
り
ま
す
。
住
宅
な
ど
の
屋
根
に
積

も
っ
た
雪
は
、
凍
結
と
融
解
を
繰
り
返
し

て
い
る
う
ち
に
荷
重
に
偏
り
が
生
じ
る
こ

と
で
、
雪
下
ろ
し
を
し
て
い
な
い
空
き
家

な
ど
が
倒
壊
す
る
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。

重
た
い
濡
れ
た
雪
が
増
え
る

　

空
気
中
に
含
ま
れ
る
水
分
の
量
を
示
す

指
標
に
は
、
相
対
湿
度
（
％
）
と
、
絶
対

湿
度
（
ｇ
／
㎥
）
が
あ
り
ま
す
。
相
対
湿

度
は
、
天
気
予
報
な
ど
で
一
般
的
に
使
わ

れ
て
い
る
「
湿
度
」
で
す
。
空
気
中
に
含

む
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
水
蒸
気
量
に
対

し
て
、
現
在
の
水
蒸
気
量
は
ど
の
く
ら
い

な
の
か
を
表
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
絶
対

湿
度
は
1
立
方
㍍
の
空
気
中
に
何
㌘
の
水

分
が
含
ま
れ
る
の
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

道
内
の
多
く
の
地
点
で
は
近
年
、
冬
季

の
相
対
湿
度
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
た
め

で
す
。
絶
対
湿
度
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

大
気
中
の
水
分
が
増
え
て
い
ま
す
。
冬
で

も
傘
が
必
要
に
な
る
よ
う
な
雨
や
み
ぞ

れ
、
湿
っ
た
雪
が
降
る
日
数
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
逆
に
水
分
が
少
な
く
、
粉
の
よ

う
に
柔
ら
か
い
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
が
降
る

日
は
減
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

道
内
で
は
近
年
、
雪
の
量
が
増
え
て
い

る
地
域
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
1
立
方

㍍
当
た
り
の
雪
の
重
さ
（
降
雪
密
度
、
㎏

／
㎥
）
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
重

　
道
内
で
も
気
候
変
動
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
う
気
候
変
動
へ
の
適
応
策
は
、
幅
広
い
知
見
を
集
め
、
利
害
得

失
を
明
ら
か
に
し
て
合
意
形
成
を
図
り
、
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

地
方
独
立
行
政
法
人
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
地
質
研
究
所
　
環
境
保
全
部
長

野の

口ぐ
ち 

泉い
ず
み 

さ
ん

地
球
温
暖
化
と
北
海
道
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❶

気
候
変
動への
適
応
策
を
考
え
る

影
響
の
連
鎖
を
可
視
化
す
る
対
策
を

旭
川
市
出
身
。
昭
和
60
年
北
海
道
大
学
工
学
部
衛
生
工
学
科
卒
。
道
立
総
合
研
究
機
構
環
境
・
地
質
研

究
本
部
企
画
調
整
部
企
画
課
長
な
ど
を
経
て
、
令
和
2
年
4
月
か
ら
現
職
。
気
候
変
動
研
究
チ
ー
ム
の

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
。
58
歳
。
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海
洋
酸
性
化
が
及
ぼ
す
影
響

　

人
為
起
源
の
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2

）

排
出
に
伴
う
海
洋
酸
性
化
や
貧
酸
素
化
が

本
道
沿
岸
の
水
産
業
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
6
月
に
国
立

環
境
研
究
所
、
海
洋
研
究
開
発
機
構
、
水

産
研
究
・
教
育
機
構
の
研
究
員
と
共
同
研

究
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
大
気
中
に

お
け
る
C
O
2

の
増
加
に
伴
い
、
海
水
中

に
溶
け
込
む
C
O
2

が
増
え
、
弱
ア
ル
カ

リ
性
の
海
水
の
性
質
が
弱
ま
る
の
が
海
洋

酸
性
化
、
こ
れ
に
伴
い
海
水
中
の
酸
素
濃

度
が
低
下
す
る
現
象
が
貧
酸
素
化
で
す
。

　

海
は
人
為
起
源
の
C
O
2

の
3
割
を
吸

収
し
、
大
気
中
の
濃
度
上
昇
を
緩
和
し
て

い
ま
す
が
、
人
間
の
活
動
に
伴
い
C
O
2

が
増
え
た
分
だ
け
海
水
中
の
濃
度
が
高
く

な
り
、
海
が
酸
性
化
し
て
い
き
ま
す
。
水

素
イ
オ
ン
濃
度
（
㏗
）
は
、
7
よ
り
小
さ

い
と
酸
性
、
大
き
い
と
ア
ル
カ
リ
性
に
な

り
ま
す
。
18
世
紀
後
半
の
産
業
革
命
以

前
、
海
水
の
㏗
は
8
・
17
程
度
で
し
た

が
、
現
在
は
8
・
06
程
度
ま
で
低
下
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

海
を
起
源
に
進
化
し
て
き
た
多
く
の
生

物
は
㏗
8
前
後
の
環
境
に
適
応
し
て
い
る

た
め
、
海
洋
に
お
け
る
極
端
な
㏗
の
変
動

は
、
生
態
系
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
サ
ン
ゴ
や
貝
類
、
ウ
ニ
類
、
エ

ビ
・
カ
ニ
類
は
石
灰
化
生
物
と
い
い
、
海

水
中
に
含
ま
れ
る
炭
酸
イ
オ
ン
を
吸
収
し

て
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
（
Ca
C
O
3

）
を

主
成
分
と
す
る
殻
や
骨
格
を
作
り
ま
す
。

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
結
晶
系
の
違
い
に

よ
っ
て
カ
ル
サ
イ
ト
（
方
解
石
）
と
ア
ラ

ゴ
ナ
イ
ト
（
あ
ら
れ
石
）
と
い
う
鉱
物
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
特
に
ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト
は

㏗
の
わ
ず
か
な
低
下
で
も
溶
け
や
す
く
な

る
特
徴
が
あ
る
の
で
、
海
洋
酸
性
化
が
進

行
す
る
と
、
ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト
を
主
成
分
と

す
る
殻
や
骨
格
が
作
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

将
来
的
に
魚
介
類
へ
の
打
撃
に

　

石
灰
化
生
物
の
脅
威
と
な
る
海
洋
酸
性

化
は
、
海
水
温
が
低
く
て
C
O
2

が
溶
け

や
す
い
環
境
で
顕
著
に
現
れ
ま
す
。
亜
寒

帯
に
属
す
る
北
海
道
の
沿
岸
域
は
、
海
水

温
が
比
較
的
低
く
、
水
産
資
源
で
あ
る
石

灰
化
生
物
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
も
あ

り
、
海
洋
酸
性
化
な
ど
に
よ
る
複
合
的
な

影
響
の
評
価
や
予
測
は
極
め
て
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
忍
路
臨
海
実
験
所
（
小
樽

市
）
の
沖
に
観
測
点
を
設
け
、
炭
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
の
溶
け
や
す
さ
の
指
標
と
な
る
ア

ラ
ゴ
ナ
イ
ト
飽
和
度
や
溶
存
酸
素
濃
度
の

日
周
・
季
節
変
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収

集
し
、
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法

　

気
候
変
動
に
伴
う
漁
業
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）

濃
度
の
上
昇
に
伴
う
海
洋
酸
性
化
は
、
将
来
的
に
北
海
道
の
水
産
資
源
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
、
中
長
期
的
な
視
点
で
の
備
え
が
必
要
だ
。

北
海
道
大
学
大
学
院
地
球
環
境
科
学
研
究
院

准
教
授

藤ふ
じ

井い 

賢ま
さ

彦ひ
こ 

さ
ん

地
球
温
暖
化
と
北
海
道
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❷

懸
念
強
ま
る
海
洋
酸
性
化

中
長
期
的
な
視
点
で
緩
和
と
適
応
を

横
浜
市
出
身
。
平
成
8
年
九
州
大
学
理
学
部
地
球
惑
星
科
学
科
卒
。
13
年
北
海
道
大
学
大
学
院
地
球
環

境
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
国
立
環
境
研
究
所
、
米
国
メ
ー
ン
州
立
大
学
海
洋
科
学
部
な
ど

を
経
て
、
22
年
か
ら
現
職
。
北
海
道
環
境
審
議
会
地
球
温
暖
化
対
策
部
会
長
、
石
狩
市
環
境
審
議
会
委

員
な
ど
を
務
め
る
。
48
歳
。
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気
候
変
動
に
伴
う
潮
流
の
変
化
、
台
風

や
爆
弾
低
気
圧
の
増
加
に
よ
る
波
浪
や
高

潮
に
加
え
、
河
川
護
岸
な
ど
の
人
為
的
な

影
響
も
加
わ
り
、
海
岸
の
侵
食
が
進
む
と

予
測
さ
れ
ま
す
。
海
水
浴
な
ど
に
適
し
た

砂
浜
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、
海
の
レ

ジ
ャ
ー
に
も
影
響
が
及
び
ま
す
。

観
光
は
春
や
秋
へ
の
シ
フ
ト
も

　

北
海
道
の
夏
は
、
観
光
の
ベ
ス
ト
シ
ー

ズ
ン
で
す
が
、
将
来
的
に
は
今
ほ
ど
快
適

で
は
な
く
な
り
、
熱
中
症
な
ど
健
康
面
の

影
響
も
広
が
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
道
外

の
酷
暑
に
比
べ
れ
ば
過
ご
し
や
す
い
で

し
ょ
う
。
気
温
上
昇
や
積
雪
の
減
少
に
伴

い
、
従
来
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
春
先

や
晩
秋
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
に
適
し
た

気
候
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
誘
致
な
ど
を
含
め
、
気
候
変
動
に

適
応
し
な
が
ら
、
観
光
の
価
値
を
高
め
て

い
く
た
め
の
取
組
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

夏
の
「
暑
さ
指
数
」
を
調
べ
て
、
市
町

村
別
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
科
学
的
な
裏
付
け
の
あ
る
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
夏
場
の
過
ご
し
や

す
さ
、
暮
ら
し
や
す
さ
を
打
ち
出
し
、
旅

行
先
な
ど
で
休
暇
を
楽
し
み
な
が
ら
仕
事

を
す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
誘
致
に

活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

多
角
的
・
段
階
的
な
適
応
策

　

気
候
変
動
の
影
響
範
囲
は
「
風
が
吹
け

ば
桶
屋
が
儲
か
る
」
の
よ
う
に
連
鎖
し
て

い
き
ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
伴
う
緩
和
策

や
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2

）
の
排
出
量
を

削
減
す
る
計
画
は
、
自
治
体
の
環
境
部
局

が
単
独
で
も
策
定
で
き
ま
す
が
、
影
響
緩

和
に
向
け
た
適
応
策
と
な
る
と
、
多
様
な

問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
う
た
め
、
単
独
の

部
局
だ
け
で
は
手
が
回
り
ま
せ
ん
。
全
庁

的
に
多
様
な
知
見
を
結
集
し
て
、
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
参
考
に
な
る
の
が
「
イ
ン
パ
ク
ト

チ
ェ
ー
ン
（
影
響
連
鎖
）」
と
「
ア
ダ
プ

テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ス
ウ
ェ
イ
（
適
応
経
路
）」

で
す
。
例
え
ば
、
降
雪
が
減
る
と
、
道
路

の
除
雪
委
託
費
が
減
り
、
予
算
の
節
約
に

は
な
り
ま
す
が
、
除
雪
を
請
け
負
う
建
設

業
者
の
収
入
が
減
り
、
経
営
が
立
ち
行
か

な
く
な
る
と
、
地
域
の
雇
用
や
経
済
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
除
雪
作
業

が
減
る
こ
と
で
、
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

熟
練
し
た
技
術
が
失
わ
れ
、
住
宅
の
玄
関

前
に
残
さ
れ
て
し
ま
う
“
置
き
雪
”
が
増

え
る
と
、
高
齢
化
が
進
む
住
民
の
負
担
が

重
く
な
る
と
い
う
影
響
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
気

候
変
動
の
影
響
と
関
連
性
を
分
析
し
、
リ

ス
ク
評
価
を
進
め
る
上
で
イ
ン
パ
ク
ト

チ
ェ
ー
ン
が
役
立
ち
ま
す
。
除
雪
問
題

を
解
決
す
る
に
は
、
除
排
雪
を
効
率
化

す
る
た
め
の
基
準
づ
く
り
に
加
え
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
よ
り
、
除
雪
が

必
要
な
路
線
を
減
ら
し
た
り
、
路
線
バ

ス
よ
り
定
時
性
に
優
れ
た
路
面
電
車
を

導
入
し
た
り
す
る
対
応
策
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。
し
か
し
、
効
果
は
長
期
間
持

続
す
る
け
れ
ど
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

（
初
期
投
資
）
が
大
き
い
、
コ
ス
ト
は

低
い
け
れ
ど
効
果
は
一
時
的
に
過
ぎ
な

い
な
ど
、
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
。
い

つ
の
時
点
で
、
ど
の
適
応
策
を
選
択
す

る
こ
と
が
最
適
な
の
か
を
見
極
め
、
無

駄
を
無
く
し
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
高
め
て
い
く
手
法
が
「
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
パ
ス
ウ
ェ
イ
」
で
す
。

　

適
応
策
を
考
え
る
上
で
、
一
番
重
要
な

の
が
、
あ
る
一
方
に
利
益
が
あ
る
が
、
他

方
に
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
ト
レ
ー
ド
オ
フ

の
関
係
か
、
双
方
に
利
益
が
あ
る
マ
ル
チ

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
関
係
な
の
か
を
分
析

し
、
検
討
す
る
こ
と
で
す
。
当
研
究
所

は
、
令
和
4
年
度
ま
で
に
、
科
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
基
づ
く
気
候
変
動
適
応
策
と
そ

の
効
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
有
効
な

施
策
の
社
会
実
装
を
促
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
当
研
究
所
は
自
然
科
学
の
研
究

機
関
で
す
が
、
今
後
は
社
会
科
学
的
な
分

野
ま
で
踏
み
込
ん
で
、
市
町
村
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
な
が

ら
、
研
究
成
果
を
実
際
に
活
用
し
て
も
ら

え
る
段
階
ま
で
支
援
し
て
い
く
考
え
で

す
。
例
え
ば
、
町
の
ス
テ
ー
ク
ス
ホ
ル

ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
が
集
ま
っ
て
話
し

合
う
場
に
も
同
席
し
、
地
域
に
と
っ
て
最

も
影
響
が
大
き
な
問
題
を
洗
い
出
し
、
科

学
的
知
見
に
基
づ
く
対
策
を
検
討
し
、
住

民
に
説
明
を
行
い
、
合
意
を
得
な
が
ら
適

応
策
を
実
行
し
て
い
く
と
い
う
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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飼
養
し
た
り
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
ま
で

育
て
た
後
、
最
適
な
時
期
に
沿
岸
域
に
放

流
し
た
り
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
「
陸
上

養
殖
」
で
す
。
弟
子
屈
町
や
岡
山
県
真
庭

市
で
は
、
温
泉
水
を
使
っ
た
テ
ラ
ピ
ア
の

養
殖
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
栃
木
県
那
珂

川
町
で
は
、
生
理
食
塩
水
に
近
い
塩
分
の

温
泉
水
を
使
い
、
ト
ラ
フ
グ
の
養
殖
を
進

め
て
お
り
、
海
面
養
殖
よ
り
短
い
期
間
で

出
荷
が
可
能
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

陸
上
養
殖
は
漁
業
権
が
不
要
で
、
企
業

な
ど
の
新
規
参
入
が
し
や
す
く
、
養
殖
魚

が
大
量
死
す
る
原
因
と
な
る
赤
潮
な
ど
の

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
海
か
ら
遠
く
離
れ

た
山
間
部
で
も
取
組
が
可
能
で
す
が
、
生

産
量
の
増
加
に
伴
う
ウ
イ
ル
ス
や
寄
生
虫

が
引
き
起
こ
す
疾
病
、
抗
生
物
質
の
残
留

問
題
な
ど
の
リ
ス
ク
も
認
識
す
べ
き
で
す
。

　

温
暖
化
に
伴
う
水
産
業
へ
の
影
響
は
長

期
化
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
長
期
的
な
視

点
を
持
っ
て
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
有

利
と
判
断
し
た
な
ら
す
ぐ
に
動
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
実
証
実
験
な
ど
の
準

備
を
進
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

温
暖
化
の「
緩
和
」と「
適
応
」

　

地
球
温
暖
化
を
考
え
る
上
で
必
要
な
の

は
「
緩
和
策
」
と
「
適
応
策
」
で
す
。
緩

和
策
の
中
心
は
C
O
2

排
出
量
の
削
減
で

あ
る
こ
と
は
論
を
ま
ち
ま
せ
ん
。
一
方
の

適
応
策
は
、
魚
種
転
換
に
伴
う
対
応
や
養

殖
の
導
入
な
ど
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

緩
和
と
適
応
に
共
通
す
る
課
題
は
、
地

域
で
新
た
な
産
業
と
雇
用
を
生
み
出
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
地
方
で
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
緩
和
策
の
一
つ
は
、
太
陽
光
や

風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
で
す
。
平
成
28
年
度
に
岩
手
県
大
槌
町

を
対
象
に
、
河
川
の
落
差
と
流
量
に
よ
る

小
電
力
発
電
の
賦
存
量
（
理
論
的
に
導
き

出
さ
れ
た
総
量
）
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
試
算
の
結
果
、
２３

０
万
㌔
㍗

時
、
C
O
2

削
減
量
は
2
千
㌧
が
見
込
ま

れ
、
周
辺
地
域
・
集
落
単
位
の
電
力
自
給

が
可
能
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、

北
海
道
は
胆
振
東
部
地
震
で
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
石
油
や
石
炭

な
ど
、
化
石
燃
料
の
依
存
度
を
下
げ
な
が

ら
、
地
域
資
源
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

　

温
暖
化
対
策
は
環
境
対
策
の
側
面
だ
け

で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
調
整
役
と

し
て
市
町
村
職
員
の
役
割
も
大
切
で
す

が
、
何
年
も
か
け
て
積
み
上
げ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
や
人
脈
が
人
事
異
動
の
た
び
に
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
地
球
温
暖
化
に
伴
う
環
境
変
動

は
長
期
化
し
、
水
産
を
取
り
巻
く
環
境
も

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
専
門

的
知
識
を
持
ち
、
漁
業
者
や
研
究
者
と
認

識
を
共
有
す
る
市
町
村
職
員
の
育
成
と
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
た
人
事
シ
ス
テ
ム
の

改
革
も
急
務
と
言
え
ま
す
。

海
の
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

先
進
各
国
が
C
O
2

排
出
の
緩
和
策
を

協
議
す
る
中
で
登
場
し
た
の
が
「
カ
ー
ボ

ン
（
炭
素
）
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
の
考
え
方
で

す
。
平
成
9
年
に
採
択
さ
れ
た
気
候
変
動

対
策
の
国
際
的
な
枠
組
み
で
あ
る
京
都
議

定
書
に
基
づ
い
て
C
O
2

排
出
量
の
上
限

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
自
国
の
努
力
だ
け

で
は
削
減
し
き
れ
な
い
分
は
、
排
出
量
が

少
な
い
国
と
排
出
枠
を
取
引
で
き
る
─
と

の
内
容
で
す
。
陸
の
植
物
に
固
定
さ
れ
て

い
る
C
O
2

を
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
し
て
取
引

す
る
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ボ
ン
」
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
海
に
も
「
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
」
の
概
念
が
あ
り
ま
す
。
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
や
塩
性
湿
地
、
藻
場
、
サ
ン
ゴ

礁
で
吸
収
さ
れ
た
C
O
2

を
ク
レ
ジ
ッ
ト

化
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

道
が
3
月
に
公
表
し
た
「
北
海
道
地
球

温
暖
化
対
策
推
進
計
画
（
第
3
次
）」

は
、
２
０
３
０
（
令
和
12
）
年
ま
で
に
、

道
内
の
C
O
2

排
出
量
を
35
％
削
減
す
る

と
い
う
中
期
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
こ

こ
に
は
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

海
洋
国
の
日
本
に
と
っ
て
多
く
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
も
あ
り
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
売
る
こ

と
に
血
眼
に
な
っ
て
い
る
国
も
あ
り
、
天

然
林
を
伐
採
し
、
外
来
種
の
樹
木
を
大
量

に
植
え
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
得
す
る
動
き

も
み
ら
れ
ま
す
。
海
で
も
C
O
2

の
吸
収

率
が
低
い
サ
ン
ゴ
礁
を
壊
し
て
、
よ
り
吸

収
率
の
高
い
海
藻
を
植
え
れ
ば
い
い
と
い

う
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ホ
タ
テ
の
貝
殻
は
カ
ル
サ
イ
ト
を
主
と

す
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
が
、
殻
を
形

成
す
る
過
程
で
C
O
2

を
放
出
し
ま
す
。

人
間
の
生
産
・
消
費
活
動
が
C
O
2

を
排

出
す
る
か
ら
と
い
っ
て
止
め
て
し
ま
う
わ

け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
吸
収
と
放
出
の
収

支
を
き
ち
ん
と
評
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
国
内
で
も
、
横
浜
市
や
福
岡
市
が
独

自
の
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
が
、
認
定
基
準
や
取

引
の
監
視
体
制
に
関
す
る
議
論
を
成
熟
さ

せ
、
本
来
の
目
的
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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を
組
み
合
わ
せ
た
将
来
予
測
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
状
で
は
、
融
雪
水
や
降
水
の
流

入
に
よ
る
急
激
な
塩
分
の
低
下
に
伴
い
、

ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト
飽
和
度
が
一
時
的
に
海
洋

酸
性
化
の
準
危
険
水
準
に
達
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
漁
獲
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
魚
介
類
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

な
段
階
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
26
年
に
国
連
の
Ｉ
Ｐ
ＣＣ

（
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
が
発
表

し
た
第
5
次
評
価
報
告
書
は
、
今
世
紀
ま

で
に
予
測
さ
れ
る
気
温
上
昇
に
関
す
る
4

つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
示
し
ま
し
た
。
最
も
温

暖
化
が
進
む
シ
ナ
リ
オ
（
Ｒ
Ｃ
Ｐ
8
・

5
）
に
よ
る
基
づ
く
将
来
予
測
で
は
、
今

世
紀
末
に
は
、
ホ
タ
テ
や
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ

ニ
な
ど
、
北
海
道
の
重
要
な
水
産
資
源
の

生
育
に
適
さ
な
い
高
水
温
の
状
態
が
夏
場

に
は
常
態
化
し
、
冬
場
は
ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト

飽
和
度
が
定
常
的
に
準
危
険
水
準
に
達
す

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

長
期
的
な
視
点
で
み
る
と
、
海
水
温
の

上
昇
は
続
い
て
い
ま
す
。
北
海
道
で
は
近

年
、
融
雪
期
が
早
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
積
雪
が
解
け
て
海
洋
に
流
れ
込
む

と
、
海
水
中
の
塩
分
と
と
も
に
ア
ラ
ゴ
ナ

イ
ト
飽
和
度
も
下
が
り
ま
す
が
、
融
雪
期

と
魚
介
類
の
産
卵
時
期
が
重
な
る
と
、
繁

殖
や
生
育
に
も
影
響
が
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

海
の
健
全
度
と
北
海
道

　

大
学
院
で
指
導
し
て
い
た
中
国
人
留
学

生
が
令
和
2
年
に
、
米
国
の
国
際
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
あ
る
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
が
平
成
24
年
に
発

表
し
た
「
海
洋
健
全
度
指
数
（
オ
ー
シ
ャ

ン
・
ヘ
ル
ス
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
＝
Ｏ
Ｈ

Ｉ
）」
を
用
い
て
、
北
海
道
沿
岸
地
域
の
海

の
健
全
度
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
人
間
が

海
か
ら
受
け
る
便
益
や
恩
恵
と
い
う
観
点

か
ら
海
洋
の
健
康
状
態
を
10
項
目
、
１
０

０
点
満
点
で
評
価
し
ま
す
。
こ
の
院
生
は

①
食
料
供
給
（
漁
船
1
隻
あ
た
り
の
海
面

漁
業
と
養
殖
業
の
生
産
量
）
②
生
計
手
段

と
経
済
（
漁
船
1
隻
あ
た
り
の
漁
業
と
養

殖
業
の
生
産
額
な
ど
）
③
炭
素
貯
蔵
（
炭

素
固
定
に
貢
献
す
る
浅
海
域
の
藻
場
の
面

積
）
─
な
ど
8
項
目
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

海
に
面
す
る
12
の
振
興
局
管
内
別
に
見

る
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
が
72
点
で
最
も
高

く
、
後
志
と
釧
路
が
62
点
、
胆
振
59
点
と

続
き
、
最
も
低
か
っ
た
の
は
石
狩
と
留
萌

の
28
点
で
し
た
＝
図
。
傾
向
と
し
て
は
日

本
海
沿
岸
地
域
の
漁
業
・
養
殖
業
生
産
は

数
量
・
金
額
と
も
に
太
平
洋
・
オ
ホ
ー
ツ

ク
沿
岸
に
比
べ
て
低
く
、
後
志
を
除
く
地

域
で
は
、
観
光
面
で
も
低
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。
評
価
項
目
に
は

「
観
光
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
や
「
水
質
調
整

（
溶
存
酸
素
濃
度
）」
な
ど

も
あ
り
、
漁
業
経
営
の
状

況
だ
け
を
評
価
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

域
の
実
情
と
相
関
関
係
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
地
域
の

自
然
環
境
が
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
示
す
こ
の
指
標

は
、
炭
素
貯
蔵
や
海
岸
保

全
な
ど
、
自
分
た
ち
の
地

域
で
数
値
が
低
い
分
野
で

取
組
を
強
化
す
る
な
ど
、

気
候
変
動
時
代
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
上
で
も
有
効
で
す
。

北
海
道
周
辺
で
進
む
魚
種
転
換

　

道
南
や
道
東
で
は
近
年
、
暖
か
い
海
を

好
む
ブ
リ
が
過
去
最
高
の
水
揚
げ
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
ブ
リ
は
水
温
が
低
い
海
域

で
は
生
息
が
難
し
い
た
め
、
最
近
の
豊
漁

は
一
過
性
の
現
象
と
は
考
え
に
く
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
冷
た
い
海
を
好
む

サ
ケ
や
サ
ン
マ
の
漁
獲
量
が
激
減
し
、
道

南
で
は
ス
ル
メ
イ
カ
の
水
揚
げ
が
大
き
く

落
ち
込
ん
で
お
り
、
道
内
の
水
産
業
や
地

域
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま

す
。
魚
種
の
置
き
換
わ
り
に
伴
い
、
新
た

な
水
産
資
源
を
活
用
し
て
い
く
道
を
模
索

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

産
学
官
の
連
携
に
よ
り
効
率
的
な
漁
獲

や
加
工
、
流
通
の
方
法
を
検
討
し
、
高
付

加
価
値
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や
ホ
ッ
ケ
な
ど
、
既
存
の
魚

種
は
適
切
な
管
理
を
続
け
、
持
続
可
能
な

資
源
利
用
を
目
指
す
べ
き
で
す
。
海
洋
酸

性
化
な
ど
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
既

存
の
増
養
殖
技
術
を
活
か
し
、
海
水
温
や

㏗
な
ど
を
人
工
的
に
調
整
し
た
漁
港
内
や

陸
上
の
施
設
で
魚
介
類
の
幼
生
や
稚
魚
を

海洋健全度調査による道内沿岸地域の評価値
（王　雪純（2020）北海道大学大学院環境科学院修士論文）
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作
り
、
小
麦
と
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
1
年
作
っ
た
後
、
水
稲
に
戻
す
と
い
う

田
畑
輪
換
利
用
を
行
う
上
で
も
、
地
下
灌

漑
は
非
常
に
有
効
な
基
盤
に
な
り
ま
す
。

　

田
畑
輪
換
は
、
病
害
や
連
作
障
害
を
防

ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
畑
に
水
を

張
っ
て
還
元
状
態
に
す
る
と
、
畑
の
土
壌

病
害
は
無
く
な
り
ま
す
。
水
田
は
乾
燥
し

て
酸
化
状
態
に
な
る
と
、
病
害
が
減
り
ま

す
。
そ
れ
を
交
互
に
行
う
こ
と
で
畑
、
水

田
の
両
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
で

す
が
、
畑
か
ら
水
田
に
す
る
場
合
、
漏
水

し
や
す
い
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
田
畑
輪

換
は
な
か
な
か
広
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
地
下
灌
漑
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

気
候
変
動
に
伴
う
土
壌
へ
の
影
響
と
し

て
は
、
十
勝
や
網
走
地
方
で
雪
が
多
く

な
っ
た
た
め
、
土
壌
が
凍
結
せ
ず
、
秋
に

収
穫
し
損
な
っ
た
イ
モ
が
野
生
化
す
る

「
野
良
イ
モ
」
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
土
壌
凍
結
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
問

題
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

近
年
は
土
壌
が
凍
結
し
な
く
な
り
、
野
良

イ
モ
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
エ
ゾ
ノ
ギ

シ
ギ
シ
や
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
の
雑
草
も
、
凍

上
で
根
が
切
断
さ
れ
な
く
な
り
、
ほ
場
に

残
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

野
良
イ
モ
対
策
と
し
て
、
畑
の
雪
を
筋

状
に
剥
が
し
て
や
る
と
、
全
体
的
に
土
壌

の
凍
結
を
促
進
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど

の
大
き
な
機
械
で
雪
踏
み
や
雪
割
り
を
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
凍
結
深
を
調
節
す

る
こ
と
で
、
砕
土
性
が
良
く
な
り
、
畑
が

耕
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
地
中
に
氷
の
層

が
で
き
る
こ
と
で
、
春
先
の
雪
解
け
水
が

地
下
に
浸
透
せ
ず
、
窒
素
成
分
が
水
と
一

緒
に
流
れ
ず
に
土
壌
に
残
り
、
施
肥
の
量

を
少
し
減
ら
し
て
も
収
量
が
減
少
し
な
い

と
い
っ
た
減
肥
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

メ
タ
ン
ガ
ス
の
活
用
策
を

　

温
暖
化
効
果
ガ
ス
の
一
つ
で
あ
る
メ
タ

ン
は
、
水
田
や
家
畜
の
糞
尿
か
ら
発
生
し

ま
す
が
、
牛
の
“
げ
っ
ぷ
”
か
ら
生
じ
る

メ
タ
ン
の
量
も
膨
大
で
す
。
一
部
で
は

げ
っ
ぷ
が
出
な
い
飼
料
を
家
畜
に
食
べ
さ

せ
る
研
究
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
用

化
に
は
ま
だ
時
間
が
掛
か
り
そ
う
で
す
。

　

稲
わ
ら
は
以
前
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
切
り

刻
み
、
水
田
に
す
き
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
晩
秋
に
や
る
と
全
て
が
分
解
さ
れ

ず
、
翌
春
に
分
解
さ
れ
る
際
に
は
土
壌
中

の
窒
素
を
消
費
す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
窒

素
飢
餓
を
起
こ
し
ま
す
。
稲
わ
ら
は
炭
素

源
で
も
あ
り
、
土
壌
に
入
れ
て
嫌
気
状
態

に
な
る
と
メ
タ
ン
が
発
生
し
ま
す
か
ら
、

稲
わ
ら
を
水
田
に
入
れ
な
い
こ
と
が
、
良

食
味
米
を
目
指
す
上
で
と
て
も
重
要
で
す
。

　

稲
わ
ら
の
回
収
は
大
変
な
の
で
、
以
前

は
刈
り
取
り
が
終
わ
っ
た
水
田
で
燃
や

し
、
炭
化
す
る
こ
と
で
、
早
く
分
解
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
煙
が
公
害
に

な
る
た
め
、
野
焼
き
が
禁
止
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
回
収
し
て
い
る

も
の
の
、
自
家
消
費
で
き
ず
、
ほ
場
外
に

た
ま
り
続
け
る
稲
わ
ら
を
ど
う
す
る
の
か

が
水
田
地
帯
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　

酪
農
地
帯
と
近
接
し
て
い
る
道
東
の
畑

作
地
帯
で
は
、
麦
稈
（
麦
わ
ら
）
の
需
要

が
高
く
、
す
ぐ
に
売
れ
て
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
空
知
な
ど
の
水
田

地
帯
で
は
、
周
囲
に
酪
農
家
が
少
な
い
た

め
、
牛
の
飼
料
や
牛
舎
の
敷
わ
ら
と
し
て

の
需
要
も
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
な
ど
の
原
料
と
し
て
、
新
た
な
用

途
を
開
拓
す
る
こ
と
も
急
務
で
す
。
稲
わ

ら
や
家
畜
糞
尿
な
ど
を
活
用
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
で
は
、
電
力
や
熱
の
副
産
物
と

し
て
、
堆
肥
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
も
得
ら
れ

ま
す
が
、
最
後
に
残
る
液
肥
を
ど
う
活
用

す
る
の
か
も
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鹿

追
町
な
ど
で
は
、
畑
地
に
還
元
し
て
い
ま

す
が
、
多
く
の
労
力
や
輸
送
コ
ス
ト
を
掛

け
ず
に
、
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
の
方

法
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

都
市
人
材
と
新
技
術
の
活
用
を

　

今
の
農
業
経
営
は
、
よ
ほ
ど
し
っ
か
り

し
た
考
え
や
哲
学
を
持
っ
た
担
い
手
で
な

け
れ
ば
、
な
か
な
か
成
功
し
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
普
通
の
高
校
生
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
な
る
よ
う
に
、
当
た
り
前
に
農
業
に
進

め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
農
業
の
明
る

い
未
来
は
描
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
人

手
不
足
も
長
年
の
課
題
で
あ
り
、
パ
ー
ト

や
外
国
人
技
能
実
習
生
を
含
め
た
従
業
員

の
確
保
も
解
決
を
急
ぐ
べ
き
で
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
機
）
を
活
用
し

た
肥
料
や
農
薬
の
散
布
な
ど
、
特
に
近
年

は
進
歩
が
著
し
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
化
）
な
ど
の
新
技
術
活
用
も
進
め

野生化する野良イモが問題になっている

特集 気候変動時代─「緩和」と「適応」の取組
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温
暖
化
で
変
わ
る
作
物

　

温
暖
化
に
伴
い
作
物
生
育
期
間
中
の
気

温
は
上
昇
し
、
春
の
晩
霜
日
は
早
く
、
秋

の
初
霜
日
は
遅
く
な
る
の
で
、
今
ま
で
よ

り
も
晩
生
で
、
熟
期
の
遅
い
作
物
が
よ
り

多
く
採
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
メ
な
ど
は
晩
生
の
方
が
ア
ミ
ロ
ー
ス

と
タ
ン
パ
ク
質
の
含
有
率
が
低
下
し
、
食

味
が
良
く
な
り
、
粒
も
大
き
く
な
り
ま

す
。
道
南
で
は
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
な
ど

の
や
や
晩
生
の
品
種
を
作
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
春
の
気
温
が
高
く
な

り
、
水
稲
の
直じ

か

播ま

き
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
ま
す
。
春
先
の
苗
移
植
は
、
大
変
手

間
が
掛
か
る
も
の
な
の
で
、
大
規
模
農
家

が
多
い
北
海
道
で
直
播
き
が
で
き
る
と
農

作
業
の
効
率
化
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
道
南
が
主
体
だ
っ
た
作

物
が
も
う
少
し
北
で
も
作
れ
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
栽
培
適
地
が
広
が
っ
て
き
ま
し

た
。
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
樹
を
は

じ
め
、
今
ま
で
北
海
道
で
は
で
き
な
か
っ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
が
育
ち
、
十
勝
で
は
落
花

生
も
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

夏
の
暑
さ
に
よ
る
害
も
出
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
30
度
前
後
の
気
温
が
連

日
続
く
と
、
水
稲
は
「
腹
白
（
は
ら
じ
ろ
）」

と
い
う
、
コ
メ
の
粒
が
白
く
濁
る
障
害
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
小
麦
は
熟
度
が
早
く

進
み
過
ぎ
る
こ
と
で
、
粒
の
小
さ
い
「
細

麦
（
さ
い
ば
く
）」
と
な
り
、
収
量
が
少

な
く
な
る
も
の
が
出
て
き
ま
す
。
も
う
一

つ
の
マ
イ
ナ
ス
面
は
、
高
温
多
湿
化
に
伴

う
病
害
虫
の
増
加
で
す
。
水
稲
の
い
も
ち

病
な
ど
の
発
生
頻
度
が
高
ま
る
ほ
か
、
本

州
な
ど
で
み
ら
れ
る
病
害
が
北
海
道
で
も

発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
と
農
地
づ
く
り

　

温
暖
化
に
伴
い
水
分
の
蒸
発
が
増
え
る

と
、
雲
が
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、
年

間
降
水
量
は
現
在
よ
り
も
増
え
ま
す
。
農

地
も
大
雨
に
備
え
た
排
水
対
策
が
必
要
に

な
り
、
暗
渠
排
水
な
ど
の
基
盤
整
備
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
方
、
暑
さ

に
よ
る
干
ば
つ
の
時
期
が
長
く
な
る
こ
と

か
ら
、
灌
漑
用
水
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
大
き
な
貯
水
池
を
造
り
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
な
ど
を
通
し
て
ほ
場
に
配
水

し
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
水
を
撒
く
シ
ス

テ
ム
で
、
タ
マ
ネ
ギ
や
麦
な
ど
の
畑
地
で

利
用
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

水
田
で
は
、
暗
渠
か
ら
水
を
供
給
す
る

地
下
灌
漑
が
有
効
で
す
。
水
稲
の
直
播
き

は
、
発
芽
が
不
安
定
に
な
り
ま
す
が
、
播

種
の
初
期
に
下
か
ら
水
を
均
一
に
吸
わ
せ

る
と
改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
水
稲
を
2
年

　
気
候
変
動
に
伴
う
温
暖
化
は
、
本
道
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
在
り
方
に
変
革
を

迫
っ
て
い
る
。
直
面
す
る
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
じ
、
食
料
基
地
・
北
海
道
を
守
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
都
市
部
を
含
む
人
材
や
新
技
術
を
結
集
す
る
“
総
力
戦
”
と
な
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
バ
ン
ク
　
専
務
理
事

下し
も

小こ
う

路じ 

英ひ
で

男お 

さ
ん

地
球
温
暖
化
と
北
海
道
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❸

本
道
農
業
の
新
た
な
可
能
性
と
課
題

ブ
ラン
ド
化
＋
地
域
の
魅
力
化
を

森
町
出
身
。
昭
和
49
年
帯
広
畜
産
大
学
農
学
修
士
課
程
修
了
。
昭
和
50
年
1
月
北
海
道
立
農
業
試
験
場

研
究
員
。
飼
料
作
物
育
種
な
ど
の
研
究
に
従
事
。
企
画
調
整
部
長
、
道
南
農
業
試
験
場
長
を
経
て
、
中

央
農
業
試
験
場
長
。
平
成
20
年
に
退
職
後
、
ホ
ク
レ
ン
畜
産
事
業
本
部
技
監
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機

構
研
究
理
事
、
道
銀
地
域
総
合
研
究
所
技
術
顧
問
な
ど
を
歴
任
。
令
和
2
年
6
月
か
ら
現
職
、
72
歳
。
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本
州
並
み
の
集
中
豪
雨
が
襲
う

　

北
海
道
で
発
生
し
た
最
近
の
洪
水
を
み

る
と
、
十
勝
管
内
を
は
じ
め
全
道
各
地
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
28
年
8

月
の
台
風
災
害
が
特
徴
的
で
す
。
観
測
史

上
初
め
て
3
つ
の
台
風
が
連
続
し
て
上
陸

し
ま
し
た
。
8
月
上
旬
か
ら
大
雨
が
続
い

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
8
月
下
旬
に
接
近
し

た
台
風
に
伴
う
豪
雨
が
重
な
り
、
被
害
を

広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
26
年
9
月
に
は
、

札
幌
圏
を
中
心
に
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪

雨
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
近
年
注
目
さ

れ
て
い
る
線
状
降
水
帯
は
、
海
か
ら
湿
っ

た
空
気
が
流
れ
込
み
、
積
乱
雲
が
列
に

な
っ
て
停
滞
し
て
大
雨
を
降
ら
せ
ま
す
。

こ
の
時
は
北
海
道
に
初
め
て
大
雨
特
別
警

報
が
出
さ
れ
、
札
幌
市
は
約
90
万
人
に
避

難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の

災
害
だ
け
を
み
て
も
、
北
海
道
の
雨
の
降

り
方
が
本
州
並
み
の
激
し
さ
に
な
っ
て
き

た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

道
内
の
雨
量
を
年
単
位
で
み
る
と
、
そ

れ
ほ
ど
増
え
て
い
る
と
い
う
感
じ
は
し
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
地
域
で
短
時

間
に
20
〜
30
㍉
の
雨
が
降
る
、
短
期
集
中

的
な
豪
雨
の
回
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
は

統
計
的
に
も
明
ら
か
で
す
。
台
風
や
線
状

降
水
帯
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
原
因

は
何
な
の
か
。
地
球
温
暖
化
に
伴
う
海
水

温
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

つ
ひ
と
つ
の
事
例
に
つ
い
て
科
学
的
に
因

果
関
係
が
解
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
台
風
が
発
生
し
や

す
く
な
っ
た
り
、
大
き
な
勢
力
を
保
っ
た

ま
ま
北
海
道
を
襲
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
す
。
マ
ク
ロ
的
に
み
る
と
地
球

温
暖
化
の
影
響
は
間
違
い
な
く
あ
る
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
水
害
が
全
国

各
地
で
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
受
け
て
国

土
交
通
省
は
令
和
2
年
に
「
流
域
治
水
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
新
た
な
施
策
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
道
内
で
は
北
海
道
開
発

局
が
中
心
と
な
り
、
市
町
村
長
ら
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
流
域
治
水
協
議
会
を
立
ち
上

げ
て
い
ま
す
。
3
年
3
月
ま
で
に
石
狩
川

や
天
塩
川
、
十
勝
川
な
ど
13
水
系
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
洪
水
対
策
と
い
え
ば
過
去
の
デ
ー

タ
を
統
計
処
理
し
、
50
年
と
か
１
０
０
年

に
一
度
の
頻
度
で
発
生
す
る
よ
う
な
洪
水

を
想
定
し
、
本
流
に
流
れ
込
む
水
の
流
量

を
設
定
し
て
、
河
道
掘
削
や
堤
防
整
備
、

ダ
ム
の
建
設
と
い
っ
た
対
策
に
よ
り
水
害

に
備
え
る
と
い
う
ハ
ー
ド
事
業
が
中
心
に

　
台
風
や
線
状
降
水
帯
の
頻
発
に
伴
う
豪
雨
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
教
訓
が

通
用
し
な
い
よ
う
な
洪
水
や
土
砂
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。
気
候
変
動
時
代
を
迎
え
て
、

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
治
水
を
め
ぐ
る
意
識
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

室
蘭
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
　
教
授

中な
か

津つ

川が
わ 

誠ま
こ
と 

さ
ん

地
球
温
暖
化
と
北
海
道
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❹

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害

流
域
治
水
で
ま
ち
の
未
来
を
支
え
る

札
幌
市
出
身
。
昭
和
61
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
。
北
海
道
開
発
局
な
ど
を
経
て
、
平

成
19
年
室
蘭
工
業
大
学
准
教
授
。
24
年
か
ら
現
職
。
専
門
は
水
文
学
、
河
川
工
学
な
ど
。
道
内
に
お
け

る
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
治
水
対
策
技
術
検
討
会
委
員
長
な
ど
を
務
め
る
。
59
歳
。
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て
い
か
な
け
れ
ば
、
深
刻
な
人
手
不
足
は

乗
り
切
れ
ま
せ
ん
。
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
バ

ン
ク
は
、
道
内
で
取
組
が
進
む
ス
マ
ー
ト

農
業
実
証
試
験
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
野
菜
を
生
産

す
る
植
物
工
場
で
も
、
人
の
手
に
よ
る
作

業
が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
か
ら
、
自
然
を

相
手
に
す
る
水
田
や
畑
と
な
る
と
、
完
全

な
自
動
化
は
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
20
年
後
、
農
業
が
大
規
模
化

し
て
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
活
用
も
含

め
て
、
さ
ら
に
少
な
い
人
数
で
農
作
業
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
も
と
も
と

人
口
が
少
な
い
農
村
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
崩
壊
さ
せ
ず
に
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
心
配
で
す
。
今
よ
り
も
さ
ら
に

人
口
が
減
る
農
村
を
維
持
す
る
に
は
、
農

村
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
農

産
品
の
2
次
加
工
場
な
ど
、
付
加
価
値
で

儲
け
る
こ
と
が
で
き
る
産
業
を
興
さ
な
け

れ
ば
難
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
昔

の
よ
う
な
農
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ど
ん

ど
ん
廃
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
都
会
か
ら
週

末
だ
け
農
村
に
来
て
生
活
す
る
よ
う
な
二

拠
点
居
住
な
ど
を
真
剣
に
考
え
、
多
く
の

人
が
集
ま
っ
て
来
る
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
よ

う
な
地
域
の
魅
力
を
作
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
農
家
ば
か
り
で
は
な

く
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
、
農

業
の
魅
力
を
引
き
出
し
て
、
も
っ
と
儲
け

る
た
め
の
手
段
を
考
え
、
提
案
で
き
る
よ

う
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

長
引
く
中
、
生
産
台
数
が
落
ち
込
ん
で
い

る
自
動
車
産
業
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
が

農
家
で
働
く
な
ど
、
産
業
間
で
労
働
力
を

融
通
し
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

を
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
後
も
、
日
常
の

取
組
と
し
て
人
材
が
行
き
来
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
農
村
の
労
働
問
題
は
解
決
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

都
市
の
住
民
が
週
5
〜
6
時
間
、
農
家

を
手
伝
う
と
い
う
よ
う
な
働
き
方
が
で
き

れ
ば
、
10
人
で
週
50
〜
60
時
間
の
労
働
力

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
本
当
に
過
酷
な
作
業
は
新
技
術
を

導
入
し
て
機
械
に
や
ら
せ
る
。
こ
の
た
め

に
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の
本
格
的
な
普
及
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
農
業
の
経
験
が
全
く
無

い
と
い
う
都
市
の
住
民
で
も
、
畑
仕
事
も

た
ま
に
や
る
分
に
は
楽
し
い
と
思
い
ま

す
。
空
知
エ
リ
ア
な
ら
、
札
幌
市
内
か
ら

通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
外
で
は
、
温

暖
化
が
進
ん
で
、
夏
の
暑
さ
が
一
層
厳
し

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。「
夏
の
北
海
道
は

涼
し
い
よ
」
と
、
本
州
か
ら
人
手
を
呼
び

込
む
取
組
も
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
で
す
。

気
候
変
動
と
ブ
ラ
ン
ド
化

　

稲
の
穂
が
実
る
た
め
に
は
、
気
温
の
積

算
だ
け
で
な
く
、
一
定
の
日
長
時
間
が
必

要
で
す
。
北
海
道
の
よ
う
に
日
が
短
い
地

域
で
は
、
本
州
で
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
る

有
名
な
品
種
を
持
っ
て
き
て
も
、
適
作
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
向
け
に
品
種
改

良
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
麦
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
稲
よ
り
は
る
か
に
適
応

範
囲
は
広
い
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
も
北
海

道
に
合
う
よ
う
品
種
改
良
が
必
要
で
す
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
も
、
資
材
性
能
や
技
術
の

向
上
で
、
暖
房
を
使
わ
ず
に
栽
培
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
道

南
だ
け
で
し
た
が
、
近
年
は
上
川
や
釧
路

地
方
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル

資
材
や
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
良
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
冬
が
暖
か
く
な
っ
て

き
て
、
日
射
量
が
増
え
る
な
ど
、
気
象
条

件
の
影
響
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
菜
は
道
内
消
費
だ
け
で
な
く
、
本
州

向
け
の
出
荷
量
が
相
当
の
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。
以
前
は
原
材
料
と
し
て
の
供
給

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
よ
り
価
値

の
高
い
生
食
用
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
北
海
道
の
優
位
性
を
発
揮
す
る

に
は
、
加
工
用
野
菜
の
供
給
基
地
に
な
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
国

内
で
生
産
さ
れ
る
野
菜
の
4
割
は
、
す
ぐ

に
調
理
で
き
る
カ
ッ
ト
野
菜
、
加
工
用
野

菜
向
け
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
合
わ

せ
た
新
た
な
取
組
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

道
内
で
は
こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
作

物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
難
し

い
と
言
わ
れ
て
い
た
赤
ワ
イ
ン
用
の
高
級

ブ
ド
ウ
と
し
て
知
ら
れ
る
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー

ル
が
、
北
海
道
で
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ワ
イ
ン
の
新
し
い
一
大
産
地
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
ど
れ
だ
け
ブ

ラ
ン
ド
化
で
き
る
の
か
が
課
題
で
す
。

　

北
海
道
の
コ
メ
が
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に
な

る
な
ん
て
、
50
年
前
は
誰
も
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
気
候
変
動
を
う
ま
く
利
用

し
な
が
ら
、
品
種
改
良
な
ど
の
技
術
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
無
か
っ

た
も
の
を
作
り
、
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
創

る
─
。
そ
の
繰
り
返
し
が
な
け
れ
ば
、
北

海
道
農
業
の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
の
農
業
の
将
来
は
、
決
し
て
暗

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
候
変
動
に
伴
う
干

ば
つ
や
水
不
足
、
発
展
途
上
国
の
爆
発
的

な
人
口
増
加
に
よ
り
、
既
に
世
界
的
に
食

料
の
奪
い
合
い
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
食

料
基
地
で
あ
る
北
海
道
が
無
け
れ
ば
、
日

本
全
体
が
困
る
の
で
す
か
ら
─
。

12PRACTICEPRACTICE   2021  Autumn



ま
ず
は
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

住
民
の
高
齢
化
が
進
む
一
方
、
防
災
に

熱
心
な
キ
ー
マ
ン
が
い
な
く
な
っ
た
途
端

に
活
動
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
地
域
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
取
組
を

持
続
さ
せ
る
に
は
、
全
道
で
好
事
例
を
積

み
重
ね
、
市
町
村
で
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
と
い
う
意
識
も
大
切
で

す
。
そ
こ
か
ら
視
野
を
広
げ
、
リ
ス
ク
を

共
有
し
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

議
論
を
進
め
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

治
水
に
対
す
る
意
識
変
革
を

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
全
国

的
に
「
減
災
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
知
を

超
え
る
巨
大
津
波
の
経
験
を
基
に
国
土
強

靱
化
基
本
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
土
地

や
建
物
な
ど
の
財
産
は
被
災
し
て
も
、
何

が
何
で
も
人
命
だ
け
は
最
優
先
で
守
り
抜

く
と
い
う
思
想
が
根
本
に
あ
り
ま
す
。
河

川
の
治
水
を
考
え
る
上
で
も
、
避
難
の
時

間
を
稼
げ
る
よ
う
に
、
川
の
水
が
堤
防
を

越
え
て
も
壊
れ
に
く
い
、
粘
り
強
さ
を

持
っ
た
堤
防
を
築
く
と
い
う
発
想
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
災
害
が

相
次
ぐ
中
で
、
減
災
に
対
す
る
意
識
は

徐
々
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
災
害
が
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
地
域
で
話
を
聞
く
と
「
住
宅

の
被
害
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
万
全
の
対

策
を
」
と
の
声
は
依
然
と
し
て
根
強
く
あ

り
ま
す
。
災
害
を
完
全
に
「
防
ぐ
」
と
い

う
ゼ
ロ
リ
ス
ク
の
議
論
か
ら
脱
却
す
る
と

い
う
意
味
で
は
、
ま
だ
理
解
が
深
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
防
災
や
治
水
に
対
す
る
意
識
の
変
革

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
上
で
中
心
と

な
る
取
組
の
一
つ
が
河
川
整
備
計
画
の
見

直
し
で
す
。
今
後
は
「
洪
水
氾
濫
を
完
全

に
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
」
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
あ

る
程
度
の
物
的
な
被
害
を
前
提
に
し
た
計

画
が
地
域
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
い
く
ら
堤
防
を
高
く
し
て
も
洪
水

を
防
げ
な
い
な
ら
「
何
を
安
全
・
安
心
の

拠
り
所
と
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い
う
あ

き
ら
め
ム
ー
ド
が
広
が
り
ま
す
。

　

防
災
と
言
え
ば
0
点
（
被
害
発
生
）
か

１
０
０
点
（
被
害
防
止
）
し
か
な
い
よ
う

に
思
え
ま
す
が
、
中
間
点
も
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
そ
れ
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
と

し
て
の
「
減
災
」
の
取
組
が
不
可
避
な
情

勢
で
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
防
災
対
策
は

「
マ
イ
ナ
ス
（
被
害
）
か
ら
ゼ
ロ
（
復
旧
）」

と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
地
域
の
魅

力
を
高
め
る
、
マ
チ
の
活
気
を
生
み
出
す

と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
工
夫
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

守
る
べ
き
価
値
あ
る
地
域
に

　

平
成
28
年
の
豪
雨
災
害
で
大
き
な
被
害

が
あ
っ
た
南
富
良
野
町
で
は
、
災
害
を
経

験
し
た
住
民
の
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
災
害
を
契
機

と
し
て
、
令
和
2
年
度
に
水
害
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
策
定
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
を
対

象
と
す
る
勉
強
会
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

に
対
す
る
立
ち
上
げ
支
援
、
町
職
員
を
対

象
と
す
る
災
害
対
策
本
部
の
運
営
訓
練
な

ど
の
取
組
も
始
め
ま
し
た
。
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
は
じ
め
、
町
内
の

「
か
な
や
ま
湖
」
を
中
心
と
す
る
ア
ウ
ト

ド
ア
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
防
災
機
能
も

備
え
た
道
の
駅
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
で
、
行
政
と
住

民
が
一
緒
に
な
り
、
災
害
と
い
う
マ
イ
ナ

ス
の
出
来
事
を
逆
手
に
取
り
、
地
域
を
ど

の
よ
う
に
活
性
化
し
て
い
く
べ
き
か
と
い

う
プ
ラ
ス
志
向
で
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
が
打
ち
出
し
た
地
方
創
生
を
め
ぐ
っ

て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
発
想

が
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
人
口
減
少
対

策
と
し
て
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
災
害
リ

ス
ク
が
高
い
エ
リ
ア
か
ら
安
全
な
エ
リ
ア

に
居
住
地
の
誘
導
を
促
す
と
い
う
意
味
で

も
有
効
な
手
立
て
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
取
組
は
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。
国
土
強
靱
化
は
、
本
年
度
か
ら
5
年

間
の
加
速
化
対
策
が
決
ま
り
、
集
中
的
に

予
算
が
投
じ
ら
れ
ま
す
が
、
全
国
一
律
に

予
算
が
行
き
わ
た
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
政
府
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
考
え
る

と
「
や
る
気
の
あ
る
市
町
村
や
価
値
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
地
域
を
守
る
」
と
い
う

「
選
択
と
集
中
」
の
方
向
は
避
け
ら
れ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
の
治
水
事
業
に
地

方
創
生
や
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
な
ど
、
地

域
活
性
化
の
視
点
や
付
加
価
値
を
持
た
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
安
全
な
地
域

で
な
け
れ
ば
企
業
誘
致
も
移
住
・
定
住
施

策
も
困
難
で
す
。
悲
惨
な
災
害
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
で
、
現
に
住
ん
で
い
る
住
民

も
地
域
を
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
災
害

で
困
っ
て
い
た
ら
必
ず
国
が
助
け
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
は
捨
て
、
市
町
村

に
は
、
防
災
・
減
災
の
取
組
を
通
じ
、
住

民
の
生
命
財
産
や
基
幹
産
業
を
守
り
、
地

域
の
価
値
を
高
め
て
い
く
と
い
う
強
い
意

志
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

特集 気候変動時代─「緩和」と「適応」の取組
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な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
気
候
変

動
に
よ
っ
て
気
温
が
現
在
よ
り
2
度
あ
る

い
は
4
度
上
昇
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る

降
雨
量
の
変
化
を
踏
ま
え
、
河
川
改
修
や

ダ
ム
、
下
水
道
と
い
っ
た
施
設
機
能
の
増

強
と
併
せ
て
、
情
報
発
信
や
避
難
誘
導
な

ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に

流
域
の
水
田
に
洪
水
の
貯
留
機
能
を
持
た

せ
る
な
ど
の
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
、
国
と
自
治
体
が
一
緒
に
な
っ
て
流

域
全
体
の
治
水
対
策
を
進
め
て
い
く
と
い

う
新
た
な
取
組
で
す
。
将
来
予
測
に
基
づ

く
流
域
全
体
で
の
対
策
が
立
案
さ
れ
る
と

い
う
意
味
で
は
、
治
水
思
想
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

洪
水
の
ゼ
ロ
リ
ス
ク
化
は
困
難

　

こ
れ
ま
で
は
、
過
去
の
気
象
デ
ー
タ
に

基
づ
き
、
確
率
的
に
は
１
０
０
年
あ
る
い

は
１
５
０
年
に
一
度
の
頻
度
で
降
る
大
雨

に
対
応
で
き
る
能
力
を
持
っ
た
ダ
ム
や
堤

防
を
整
備
し
て
お
け
ば
安
心
だ
─
と
い
う

考
え
方
が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年

は
こ
う
し
た
従
来
の
考
え
方
が
通
用
し
な

い
よ
う
な
局
所
的
で
激
し
い
雨
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
従
来
の
計
画
を

も
っ
と
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
、
堤
防
を

高
く
し
た
り
、
新
し
い
ダ
ム
を
た
く
さ
ん

整
備
し
た
り
で
き
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う

は
い
き
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
整
備
が
追
い
付

か
な
い
ほ
ど
の
災
害
外
力
（
ハ
ザ
ー
ド
）

が
増
大
す
る
一
方
、
国
の
財
政
事
情
の
悪

化
、
環
境
に
対
す
る
住
民
意
識
の
高
ま
り

な
ど
、
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
も
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
た
に
大
規
模

な
堤
防
を
整
備
す
る
と
な
れ
ば
、
用
地
買

収
や
移
転
補
償
に
莫
大
な
予
算
が
必
要
に

な
り
、
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
大

き
な
影
響
が
生
じ
ま
す
。

　

国
や
道
を
中
心
と
し
た
ハ
ー
ド
整
備
は

重
要
で
す
が
、
洪
水
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ず
、
川
の
水
は
あ
ふ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
流
域
の
多
様
な
主

体
が
治
水
対
策
を
「
我
が
こ
と
」
と
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
流

域
治
水
と
い
う
施
策
が
生
ま
れ
た
背
景
に

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
毎
年
の

よ
う
に
大
規
模
な
洪
水
が
全
国
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
都
道
府
県
や
市
町
村
が
管
理

す
る
中
小
河
川
は
も
と
よ
り
、
安
全
性
を

高
め
て
い
る
は
ず
の
国
が
管
理
す
る
大
河

川
で
も
、
破
堤
や
越
水
に
よ
る
氾
濫
が
起

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
中

小
河
川
か
ら
大
河
川
ま
で
、
行
政
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
治
水
対
策
に
取
り
組
む

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
、
流
域

治
水
が
動
き
出
し
た
理
由
の
一
つ
で
す
。

地
形
に
隠
さ
れ
た
災
害
リ
ス
ク

　

平
成
29
年
の
九
州
北
部
豪
雨
、
30
年
の

西
日
本
豪
雨
、
令
和
元
年
の
東
日
本
台
風

な
ど
、
大
規
模
な
水
害
や
土
砂
災
害
が
全

国
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
災
害
リ
ス
ク
が
隠
れ
て
見
え
な

い
も
の
の
、
水
害
や
土
砂
災
害
の
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
で
暮
ら
し
て
い
る
地
域
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
宅
地
造
成
で
山
を
削

り
、
川
を
埋
め
立
て
た
平
地
に
多
く
の
人

が
住
ん
で
い
る
地
域
は
、
何
度
で
も
繰
り

返
し
洪
水
や
土
石
流
に
見
舞
わ
れ
る
リ
ス

ク
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
リ
ス
ク
を
知

ら
ず
に
住
宅
を
構
え
た
人
た
ち
に
「
こ
こ

は
危
険
だ
か
ら
安
全
な
エ
リ
ア
に
移
転
し

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
る
の
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
「
危
な
い

場
所
に
住
ん
で
い
る
」
と
い
う
意
識
を
忘

れ
ず
に
持
ち
続
け
て
も
ら
う
工
夫
で
す
。

リ
ス
ク
の
見
え
る
化
が
大
切

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
、
災
害

リ
ス
ク
の
“
見
え
る
化
”
を
進
め
る
取
組

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク

は
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
や
「
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
」
の
公
表
を
通
じ
て
周

知
さ
れ
て
い
ま
す
。
狭
い
エ
リ
ア
に
短
時

間
で
集
中
的
に
雨
が
降
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
避
難
指
示
よ
り
前
に

災
害
が
発
生
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
迅
速
な
避
難
情
報
の
発
表
は
当
然
と

し
て
、
住
民
自
身
が
日
頃
か
ら
自
主
的
に

安
全
を
確
保
し
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら

事
前
に
避
難
行
動
に
移
る
と
い
う
意
識
を

根
付
か
せ
る
取
組
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

市
町
村
や
防
災
機
関
が
災
害
時
に
発
生

す
る
状
況
を
想
定
し
、
具
体
的
な
防
災
行

動
や
避
難
情
報
を
発
表
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
時
系
列
で
整
理
し
た
の
が
「
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
（
Ｔ
Ｌ
）」
で
す
。
道
内
で
も
策
定

に
取
り
組
む
市
町
村
が
増
え
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｌ
を
町
内
会
・
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
の
レ
ベ
ル
に
落
と
し
込
ん
だ
の
が
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
で
す
。
滝

川
市
や
美
唄
市
な
ど
が
取
組
を
始
め
て
い

ま
す
。
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
す
が
、

局所的な集中豪雨は都市の脅威に
（令和3年8月、北広島市）

14PRACTICEPRACTICE   2021  Autumn



養
殖
漁
業
拡
大
へ
政
策
転
換

　

道
水
産
林
務
部
に
よ
る
と
、
令
和
2
年

の
道
内
漁
業
生
産
量
（
速
報
値
）
は
、
対

前
年
比
6
％
増
の
１
１
４
万
㌧
で
、
サ
ケ

や
コ
ン
ブ
、
サ
ン
マ
、
ス
ル
メ
イ
カ
な
ど

の
主
力
魚
種
が
記
録
的
不
漁
と
な
る
一
方

で
、
ホ
タ
テ
や
イ
ワ
シ
な
ど
は
前
年
を
上

回
っ
た
。
平
成
3
年
の
２
２
６
万
㌧
を

ピ
ー
ク
に
道
内
の
漁
業
生
産
量
は
減
少
傾

向
だ
が
、
30
年
以
降
3
年
連
続
で
１
０
０

万
㌧
を
超
え
た
。
水
揚
げ
を
伸
ば
し
て
い

る
マ
イ
ワ
シ
や
ブ
リ
、
サ
バ
、
ホ
ッ
ケ
な

ど
が
主
力
魚
種
を
補
っ
て
い
る
格
好
だ
。

　

世
界
の
漁
業
生
産
量
は
令
和
元
年
、
過

去
最
高
と
な
る
2
億
１
３
７
１
万
㌧
に

上
っ
た
。
漁
船
漁
業
は
昭
和
55
年
前
後
か

ら
横
ば
い
傾
向
だ
が
、
全
体
の
5
割
弱
を

占
め
る
養
殖
業
生
産
量
は
、
急
激
な
伸
び

を
み
せ
て
い
る
。
日
本
で
は
令
和
2
年
の

漁
業
生
産
量
は
４
１
７
万
5
千
㌧
だ
っ
た

の
に
対
し
、
海
面
養
殖
の
生
産
量
は
、
4

分
の
1
に
満
た
な
い
96
万
7
千
㌧
だ
っ
た
。

　

政
府
は
平
成
25
年
に
「
水
産
日
本
の
復

活
」
を
掲
げ
る
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
30
年
に
70

年
ぶ
り
に
漁
業
法
を
改
正
し
、
養
殖
へ
の

企
業
参
入
の
促
進
や
資
源
管
理
の
強
化
を

図
る
な
ど
、
水
産
経
営
の
抜
本
的
な
体
質

改
善
を
目
指
す
。
道
も
29
年
度
に
「
北
海

道
水
産
業
・
漁
村
振
興
推
進
計
画
（
第
4

期
）」
を
策
定
し
、
海
外
あ
る
い
は
道
外

と
比
べ
て
立
ち
後
れ
て
い
る
養
殖
漁
業
に

よ
る
生
産
体
制
の
強
化
を
打
ち
出
し
た
。

水
揚
げ
不
振
に
悩
む
道
内
で
も
、
サ
ケ
・

マ
ス
類
を
中
心
と
し
て
、
養
殖
漁
業
へ
の

転
換
を
目
指
す
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

二ふ
た
海み

サ
ー
モ
ン
登
場
─
八
雲
町

　

八
雲
町
は
令
和
元
年
度
か
ら
、
地
元
漁

協
と
連
携
し
、
日
本
海
側
の
熊
石
漁
港
と

太
平
洋
側
の
東
野
漁
港
で
道
内
初
と
な
る

ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
（
ニ
ジ
マ
ス
）
海
面

養
殖
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

青
森
県
の
養
殖
場
か
ら
購
入
し
た
稚
魚
を

10
㍍
四
方
の
角
形
い
け
す
で
育
成
。
昨
年

は
１
０
５
０
尾
、
今
年
6
月
に
は
２
７
９

１
尾
を
漁
獲
す
る
な
ど
成
果
は
上
々
だ
。

　

町
は
水
揚
げ
し
た
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン

を
「
北
海
道
二
海
サ
ー
モ
ン
」
と
命
名
し

た
。
平
成
17
年
に
旧
八
雲
町
と
旧
熊
石
町

が
対
等
合
併
し
た
際
、
太
平
洋
と
日
本
海

を
持
つ
道
内
唯
一
の
町
と
し
て
、
山
越
郡

と
爾に

志し

郡
を
統
合
し
て
「
二
海
郡
」
を
新

設
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
。
今
年
は
地
元

の
水
産
加
工
会
社
を
通
じ
て
道
南
圏
と
札

幌
圏
の
ス
ー
パ
ー
40
店
で
販
売
し
た
ほ

か
、
回
転
す
し
チ
ェ
ー
ン
が
札
幌
で
展
開

す
る
8
店
舗
に
出
荷
し
た
。
岩
村
克
詔
町

長
は
「
ホ
タ
テ
や
イ
カ
な
ど
の
漁
獲
量
が

大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
漁
業
経
営
の
安

定
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
道
内
初

と
な
る
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
養
殖
の
事
業

化
を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

町
は
今
年
2
月
に
水
産
加
工
業
者
や
販

売
業
者
な
ど
に
呼
び
掛
け
て
「
北
海
道
二

海
サ
ー
モ
ン
事
業
推
進
協
議
会
」
を
設
立

し
た
。
町
の
田
村
春
夫
水
産
課
長
は
「
海

面
養
殖
か
ら
加
工
、
出
荷
、
流
通
ま
で
の

効
率
化
と
品
質
向
上
や
販
路
拡
大
に
取
り

組
む
ほ
か
、
商
標
登
録
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
語

る
。
町
は
事
業
化
に
向
け
て
、
熊
石
漁
港

の
角
形
い
け
す
を
直
径
20
㍍
の
円
形
い
け

す
に
拡
張
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
淡
水
に
よ
る
種
苗
生
産
施
設
の
整
備

に
向
け
て
候
補
地
の
選
定
を
進
め
て
い
る
。

　

海
面
養
殖
の
普
及
に
向
け
て
、
今
年
8

月
に
は
、
渡
島
・
檜
山
・
後
志
管
内
の
9

町
村
・
3
漁
協
か
ら
な
る
「
南
北
海
道

サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
推
進
協
議
会
」
を
設

立
し
た
。
渡
島
は
八
雲
、
知
内
、
木
古
内

の
3
町
、
檜
山
は
江
差
、
上
ノ
国
、
乙
部
、　

奥
尻
、
せ
た
な
の
5
町
、
後
志
は
岩
内
、

泊
の
2
町
村
が
参
加
し
た
。
八
雲
町
熊
石

総
合
支
所
の
吉
田
一
久
産
業
課
長
は
「
取

組
に
関
心
が
あ
る
自
治
体
や
漁
協
な
ど
と

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
海
面
養
殖
の
普

及
・
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
」
と
語
る
。

ベ
ニ
ザ
ケ
の
養
殖
を
─
根
室
市

　

根
室
市
と
市
内
4
漁
協
は
平
成
30
年
に

「
根
室
市
ベ
ニ
ザ
ケ
養
殖
協
議
会
」
を
設

立
。
国
内
初
と
な
る
ベ
ニ
ザ
ケ
の
海
面
養

殖
に
向
け
た
実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。

令
和
元
年
7
月
に
は
、
根
室
港
に
設
置
し

た
直
径
・
深
さ
3
㍍
の
円
形
い
け
す
を
設

置
し
、
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館
で
育
て
た

平
均
３
７
５
㌘
の
稚
魚
約
２
０
０
匹
を
放

流
。
昨
年
は
体
長
30
㌢
に
育
て
た
幼
魚
２

２
５
匹
を
放
流
し
た
が
、
9
月
中
旬
ま
で

に
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
市
は
幼
魚
の
生

育
に
は
適
さ
な
い
18
度
を
超
え
る
水
温
の今年7月に行われたベニザケの稚魚放流（根室市）

特集 気候変動時代─「緩和」と「適応」の取組
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消
え
た
サ
ン
マ
─
根
室
市
は

　

根
室
市
内
で
8
月
に
開
か
れ
た
「
水
産

関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
」。
漁
場
の

デ
ー
タ
分
析
や
提
供
な
ど
を
手
掛
け
る
一

般
社
団
法
人
・
漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
東
京
）
と
国
立
研
究
開
発
法
人
水

産
研
究
・
教
育
機
構
水
産
資
源
研
究
所

（
横
浜
市
）
な
ど
が
主
催
す
る
会
合
で
は
、　

今
季
の
サ
ン
マ
資
源
量
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。「
昨
年
を
上
回
る
も
の
の
令
和

元
年
よ
り
も
少
な
い
見
込
み
」
と
の
説
明

に
、
集
ま
っ
た
水
産
関
係
者
は
「
今
年
も

期
待
薄
だ
…
」
と
た
め
息
を
漏
ら
し
た
。

　

平
成
23
年
に
は
市
内
で
過
去
最
高
と
な

る
8
万
90
㌧
の
水
揚
げ
が
あ
っ
た
サ
ン
マ

は
、
令
和
元
年
は
1
万
７
６
４
０
㌧
に
落

ち
込
ん
だ
。
市
内
で
は
か
つ
て
年
間
10
万

㌧
超
の
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
た

が
、
令
和
元
年
は
5
万
５
６
５
２
㌧
に
半

減
し
、
秋
サ
ケ
や
コ
ン
ブ
が
不
振
だ
っ
た

昨
年
は
5
万
㌧
割
れ
が
確
実
。
同
市
の
西

田
悟
・
水
産
振
興
課
長
は
「
水
産
を
中
心

に
経
済
が
成
り
立
つ
根
室
市
に
と
っ
て
深

刻
な
問
題
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。

　

市
は
本
年
度
、
不
振
に
あ
え
ぐ
漁
業
者

を
支
援
す
る
た
め
、
当
初
予
算
に
1
億
5

千
万
円
を
計
上
し
て
「
水
産
資
源
増
大
創

造
支
援
補
助
金
」
を
設
け
た
。
根
室
、
歯

舞
、
落
石
、
根
室
湾
中
部
の
市
内
4
漁
協

が
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
の
推
進
に
向

け
て
新
た
に
取
り
組
む
コ
ン
ブ
の
増
殖
、

ウ
ニ
・
ナ
マ
コ
の
種
苗
生
産
施
設
な
ど
に

要
す
る
経
費
の
3
分
の
2
、
3
千
万
円
を

上
限
に
補
助
金
を
交
付
す
る
。
ま
た
、
水

産
加
工
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
「
地
域
水

産
加
工
業
生
産
基
盤
強
化
支
援
事
業
」
も

創
設
し
た
。
効
率
化
や
新
た
な
商
品
の
生

産
強
化
に
必
要
な
冷
風
乾
燥
機
や
急
速
冷

凍
機
、
骨
取
り
機
な
ど
の
設
備
投
資
に
つ

い
て
も
、
一
部
を
支
援
す
る
と
い
う
。

イ
カ
の
街
の
苦
境
─
函
館
市

　

函
館
市
で
は
、
平
成
9
年
に
は
年
間
7

万
5
千
㌧
に
迫
る
ス
ル
メ
イ
カ
の
水
揚
げ

が
あ
っ
た
が
、
28
年
に
1
万
㌧
を
割
り
込

ん
で
以
降
、
漁
獲
量
は
急
減
し
、
令
和
元

年
は
わ
ず
か
１
９
６
０
㌧
だ
っ
た
。
イ
カ

を
原
料
と
す
る
食
品
加
工
が
盛
ん
な
市
内

で
は
、
不
漁
に
伴
い
原
料
価
格
が
高
騰
す

る
な
ど
深
刻
な
影
響
が
広
が
っ
て
い
る
。

イ
カ
類
以
外
の
水
揚
げ
も
不
振
が
続
く
。

平
成
25
年
は
5
万
９
７
３
５
㌧
だ
っ
た
市

内
の
漁
業
生
産
量
は
、
30
年
に
は
3
万
75

㌧
に
減
少
。
中
で
も
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は

47
・
4
％
減
、
ブ
リ
は
41
・
3
％
減
、
マ

イ
ワ
シ
も
32
・
7
％
減
と
、
こ
の
5
年
間

で
急
激
に
水
揚
げ
量
を
減
ら
し
て
い
る
。

　

市
は
平
成
28
年
に
函
館
商
工
会
議
所
と

連
携
し
て
水
産
食
料
品
製
造
業
者
へ
の
融

資
利
率
の
引
き
下
げ
を
実
施
。
深
刻
な
不

漁
に
よ
る
原
料
不
足
と
価
格
高
騰
に
伴

い
、
国
が
イ
カ
の
追
加
輸
入
枠
を
前
年
の

2
倍
に
引
き
上
げ
た
29
年
に
は
、
市
内
の

加
工
業
者
50
社
が
加
入
す
る
函
館
特
産
食

品
工
業
協
同
組
合
に
輸
入
イ
カ
購
入
費
の

一
部
と
し
て
1
億
円
を
補
助
す
る
支
援
も

行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
市
は
平
成
30
年
度
、
新
た
に

「
魚
種
転
換
支
援
事
業
補
助
金
」
を
設
け

た
。
イ
カ
加
工
業
者
の
経
営
リ
ス
ク
分
散

を
目
的
と
し
て
、
イ
カ
以
外
の
原
材
料
を

使
っ
た
新
商
品
開
発
に
伴
う
製
造
機
械
の

導
入
や
改
修
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て
、

最
大
５
０
０
万
円
を
交
付
す
る
と
い
う
。

西田悟根室市水産振興課長

　
道
内
で
は
秋
サ
ケ
や
サ
ン
マ
、
ス
ル
メ
イ
カ
が
近
年
、
漁
獲
量
を
大
幅
に
減
ら
す
一
方
、
ブ
リ
や
マ
イ
ワ
シ
な
ど
の

水
揚
げ
が
急
増
し
て
い
る
。
本
道
周
辺
の
海
水
温
上
昇
が
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
専
門
家
が
指
摘
し
て

い
る
が
、
今
後
の
動
向
は
見
通
せ
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
海
外
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
サ
ケ
・
マ
ス
類
を
中
心
と
す
る
海

面
養
殖
の
実
現
に
よ
り
、
苦
境
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
動
き
が
本
格
化
し
て
き
た
。

気
候
変
動
に
翻
弄
さ
れ
る
北
海
道
漁
業

サ
ケ・マス
類
の
海
面
養
殖
を
新
た
な
活
路
に

養
殖
漁
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

現
場
か
ら
の
報
告 

●❶
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主
幹
は
「
昨
年
は
19
万
㌧
の
水
揚
げ
の
う

ち
75
％
に
当
た
る
14
万
㌧
が
マ
イ
ワ
シ
で

し
た
。
サ
ケ
や
サ
ン
マ
、
イ
カ
な
ど
の
主

力
魚
種
が
軒
並
み
落
ち
込
む
中
で
良
い
話

題
で
す
」
と
話
す
。
そ
の
上
で
「
サ
ン
マ

の
南
下
が
遅
れ
て
、
漁
場
が
遠
の
い
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
す
。
水
産
振
興
の
た
め

加
工
原
料
の
確
保
と
付
加
価
値
向
上
の
取

組
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
強
調
す
る
。

　

市
内
で
水
揚
げ
さ
れ
た
マ
イ
ワ
シ
の
8

割
は
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル
（
魚
粉
）
の
原

料
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
が
、
市
水
産
加
工

振
興
セ
ン
タ
ー
の
鳴
川
慶
一
所
長
は
「
鮮

度
の
良
い
イ
ワ
シ
は
食
用
と
し
て
も
価
値

が
高
い
。
イ
ワ
シ
を
食
べ
る
機
会
を
増
や

し
て
地
産
地
消
を
拡
大
で
き
れ
ば
」
と
意

気
込
む
。
平
成
28
年
に
は
、
市
や
市
内
の

水
産
関
係
者
や
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
な
ど

で
組
織
す
る
「
く
し
ろ
プ
ラ
イ
ド
釧
魚
推

進
委
員
会
」
が
発
足
。
イ
ワ
シ
を
は
じ
め

と
す
る
25
種
の
魚
介
類
を
「
プ
ラ
イ
ド
釧

魚
」
と
名
付
け
、
旬
の
時
期
を
示
し
た
カ

レ
ン
ダ
ー
や
レ
シ
ピ
、
取
り
扱
い
店
舗
を

紹
介
す
る
冊
子
を
作
成
。
観
光
施
設
や
道

内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
す
る
な
ど
、
Ｐ

Ｒ
を
強
化
し
て
い
る
。
鳴
川
所
長
は
「
ス
ー

パ
ー
や
飲
食
店
を
巻
き
込
ん
で
活
動
の
裾

野
を
広
げ
、
認
知
度
の
向
上
や
販
路
の
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

付
加
価
値
向
上
の
取
組
を

一
般
社
団
法
人
函
館
国
際
水
産
・
海
洋
都
市

推
進
機
構
　
函
館
頭
足
類
科
学
研
究
所

所
長
　
桜
井
　
泰
憲
さ
ん

　
本
道
周
辺
海
域
で
は
、
ブ
リ
や
イ
ワ
シ

の
水
揚
げ
が
急
増
し
て
い
る
。
水
産
業
の

安
定
に
は
、
新
技
術
の
開
発
と
普
及
に
よ

る
付
加
価
値
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。

─
海
で
は
何
が
起
き
て
い
ま
す
か

　

昭
和
59
年
と
令
和
2
年
を
比
較
す
る
と

太
平
洋
、
日
本
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
全

て
で
10
月
中
旬
の
表
面
海
水
温
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
秋
は
サ
ン
マ
や
サ
ケ
の
盛
漁

期
で
す
が
、
サ
ン
マ
は
水
温
の
高
い
本
道

沿
岸
に
寄
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ず
、
漁

場
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
サ
ケ
も
水
温
が
低
い
択
捉
島
付
近
か

ら
南
下
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
で
暖
か
い
海

に
生
息
す
る
ブ
リ
や
マ
グ
ロ
、
北
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
帰
っ
て
く
る
ニ
シ
ン
が

一
緒
に
増
え
る
な
ど
、
複
雑
な
混
じ
り
合

い
が
起
き
て
い
ま
す
。

─
「
魚
種
交
替
」
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
か

　

海
は
10
〜
20
年
周
期
で
温
暖
化
と
寒
冷

化
を
繰
り
返
し
ま
す
。
日
本
の
南
側
に
あ

る
産
卵
海
域
が
温
暖
だ
っ
た
と
き
は
ア

ジ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
ス
ル
メ
イ
カ
が

増
え
、
温
暖
期
か
ら
寒
冷
期
の
移
行
期
に

は
サ
バ
類
、
寒
冷
期
に
は
マ
イ
ワ
シ
が
増

え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

「
魚
種
交
替
」
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
平

成
22
年
ご
ろ
か
ら
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
や

ス
ル
メ
イ
カ
が
減
り
、
マ
イ
ワ
シ
が
増
え

て
い
ま
す
。
過
去
の
例
か
ら
み
る
と
、
温

暖
期
か
ら
寒
冷
期
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
近
年
の

海
水
温
上
昇
や
回
遊
環
境
の
変
化
を
説
明

で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
パ
タ
ー
ン
と

異
な
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
マ
イ
ワ
シ
の
好
漁
は
、
過
去
の

「
魚
種
交
替
」
の
よ
う
に
長
続
き
は
せ
ず
、　

短
期
間
で
終
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

─
漁
業
資
源
の
変
化
に
対
応
す
る
に
は

　

減
少
し
た
魚
種
は
、
付
加
価
値
を
高
め

て
出
荷
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ス
ル
メ

イ
カ
の
場
合
、
心
肺
停
止
の
状
態
に
な
る

前
に
神
経
を
切
断
す
る
と
、
脳
か
ら
体
に

「
死
ん
だ
」
と
い
う
情
報
が
伝
わ
り
ま
せ

ん
。
体
内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
Ａ

Ｔ
Ｐ
（
ア
デ
ノ
シ
ン
3
リ
ン
酸
）
な
ど
の

酵
素
が
長
持
ち
し
、
身
が
柔
ら
か
く
な
る

の
が
遅
く
な
り
鮮
度
を
保
て
ま
す
。

　

ブ
リ
は
魚
群
が
定
置
網
に
入
り
込
む
な

ど
し
て
、
一
度
に
大
量
の
水
揚
げ
が
あ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
州
で
普
及
し
て
い

る
「
活
締
め
」
を
す
る
に
は
処
理
に
手
間

と
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

道
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
函
館
市
）

の
吉
岡
武
也
研
究
主
幹
の
グ
ル
ー
プ
が
開

発
し
た
「
海
水
氷
」
は
温
度
が
零
度
前
後

の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
の
海
水
で
す
。
魚
体

を
急
速
に
冷
却
す
る
た
め
、
仮
死
状
態
の

ブ
リ
の
体
内
で
は
、
血
液
が
エ
ラ
と
心
臓

に
戻
り
、
筋
肉
中
の
血
液
が
減
る
の
で
、

活
締
め
と
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ブ
リ

を
船
上
で
海
水
氷
に
浸
け
な
が
ら
、
重
さ

10
㌔
を
超
え
る
よ
う
な
大
物
は
活
締
め
で

処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
品
質
を

底
上
げ
で
き
ま
す
。

　

高
級
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ
る
富
山

沖
の
寒
ブ
リ
は
近
年
、
北
上
の
遅
れ
と
と

も
に
出
荷
が
12
月
か
ら
1
月
に
ず
れ
込
ん

で
い
ま
す
。
秋
か
ら
水
揚
げ
が
始
ま
る
北

海
道
の
ブ
リ
を
道
外
に
出
荷
で
き
れ
ば
、

市
場
で
も
評
価
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
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日
が
多
か
っ
た
こ
と
が
要
因
と
み
る
。

　

3
年
目
の
今
年
は
、
船
の
出
入
港
に
伴

い
海
水
が
か
き
混
ぜ
ら
れ
、
酸
素
濃
度
が

高
い
外
海
寄
り
に
い
け
す
を
移
動
。
海
藻

な
ど
が
付
着
し
て
海
水
が
滞
ら
な
い
よ
う

網
を
加
工
す
る
な
ど
の
工
夫
を
重
ね
た
と

い
う
。
根
室
市
水
産
研
究
所
の
工
藤
良
二

所
長
は
「
国
内
の
他
地
域
で
は
難
し
い
ベ

ニ
ザ
ケ
の
養
殖
を
実
現
で
き
れ
ば
、
他
の

地
域
と
競
合
す
る
こ
と
な
く
、
独
自
の
優

位
性
を
確
保
で
き
る
と
想
定
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

育
て
！
サ
ク
ラ
マ
ス
─
大
樹
町

　

大
樹
町
で
は
令
和
2
年
4
月
、
大
樹
漁

協
青
年
部
に
所
属
す
る
若
手
漁
業
者
を
中

心
に
大
樹
サ
ク
ラ
マ
ス
養
殖
事
業
化
研
究

会
（
高
橋
良
典
会
長
）
が
発
足
し
た
。
同

年
5
月
に
は
、
旭
浜
漁
港
に
設
け
た
い
け

す
に
サ
ク
ラ
マ
ス
の
幼
魚
３
６
２
尾
を
放

流
し
た
が
、
9
月
下
旬
に
は
波
浪
の
影
響

で
幼
魚
が
傷
付
き
、
大
半
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
。
今
年
の
実
験
で
は
、
い
け
す
を

4
基
に
増
設
し
た
ほ
か
、
新
た
に
自
動
給

餌
装
置
を
導
入
。
し
け
で
網
が
動
か
な
い

よ
う
強
度
を
高
め
、
設
置
場
所
も
波
が
弱

い
場
所
に
変
更
し
た
。
今
年
は
２
４
０
０

匹
の
幼
魚
を
投
入
。
12
月
ま
で
に
1
㌔
ほ

ど
の
大
き
さ
に
育
て
て
出
荷
す
る
と
い
う
。

　

町
内
で
は
秋
サ
ケ
漁
の
不
振
が
続
い
て

お
り
、
平
成
15
年
に
３
７
０
１
㌧
あ
っ
た

漁
獲
量
は
、
28
年
以
降
は
1
千
㌧
を
割
る

状
態
が
続
く
。
同
漁
協
の
小
笠
原
貴
賢
・

振
興
部
長
は
「
サ
ク
ラ
マ
ス
に
適
し
た
条

件
は
、
季
節
や
場
所
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
。
い
け
す
の
大
き
さ
餌
の
量
な
ど
、
試

行
錯
誤
を
続
け
な
が
ら
事
業
化
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
生
育
環
境
や

給
餌
な
ど
、
管
理
に
要
す
る
コ
ス
ト
の
削

減
を
図
り
な
が
ら
、
技
術
の
確
立
に
道
筋

を
付
け
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

輸
入
物
と
差
別
化
を
─
函
館
市

　

函
館
市
は
令
和
元
年
度
に
「
函
館
市
魚

類
等
養
殖
推
進
協
議
会
」
を
設
立
。
一
般

財
団
法
人
函
館
国
際
水
産
・
海
洋
都
市
推

進
機
構
と
市
内
5
漁
協
（
函
館
市
、
銭
亀

沢
、
戸
井
、
え
さ
ん
、
南
か
や
べ
）、
北

海
道
大
学
大
学
院
水
産
科
学
研
究
院
な
ど

が
参
画
し
て
、
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
の
養
殖

実
現
に
向
け
た
先
進
地
の
視
察
や
、
課
題

の
抽
出
な
ど
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
の
生
態
や
養
殖
技
術

な
ど
に
関
す
る
知
見
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
国
内
で
は
養
殖
技
術
は
確
立
さ
れ
て

い
な
い
。
今
年
4
月
に
は
、
市
と
北
大
、

水
産
・
海
洋
都
市
機
構
が
共
同
で
完
全
養

殖
技
術
の
確
立
に
向
け
た
共
同
研
究
を
始

め
て
い
る
。
協
議
会
は
関
係
す
る
機
関
や

業
界
間
の
情
報
共
有
や
橋
渡
し
を
担
っ
て

い
る
。
市
農
林
水
産
部
の
大
野
孝
悦
・
漁

業
活
性
化
対
策
担
当
課
長
は
「
国
内
で
流

通
す
る
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
の
大
半
は
輸
入

品
。
流
通
量
が
少
な
く
希
少
性
が
高
い
た

め
、
チ
リ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
輸
入
物

と
の
差
別
化
や
需
要
獲
得
が
期
待
で
き
ま

す
」
と
語
る
。

ブ
リ
を
資
源
に
─
新
ひ
だ
か
町

　

日
高
沖
で
は
平
成
23
年
ご
ろ
か
ら
ブ
リ

の
漁
獲
量
が
増
え
始
め
、
令
和
元
年
に
は

１
２
３
５
㌧
に
上
っ
た
。
そ
の
多
く
が
ひ

だ
か
漁
協
（
新
ひ
だ
か
町
）
の
海
域
で
水

揚
げ
さ
れ
る
。
当
初
は
出
荷
や
流
通
体
制

が
整
わ
ず
、
魚
価
は
低
調
に
推
移
し
た
た

め
、
同
漁
協
は
26
年
か
ら
船
上
で
の
活
締

め
出
荷
を
開
始
。
確
実
な
血
抜
き
と
鮮
度

保
持
の
手
順
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
。

　

平
成
28
年
か
ら
は
脂
量
測
定
器
も
導
入

し
て
「
重
さ
6
㌔
以
上
」「
脂
肪
15
％
以

上
」
な
ど
の
出
荷
基
準
を
設
け
て
、
魚
体

ご
と
に
専
用
タ
グ
を
付
け
、
産
地
別
に
「
は

る
た
ち
ぶ
り
」「
三
石
ぶ
り
」
の
ブ
ラ
ン

ド
ロ
ゴ
を
入
れ
た
専
用
ケ
ー
ス
で
出
荷
し

て
い
る
。
同
漁
協
の
堀
内
秀
俊
・
総
務
指

導
部
長
代
理
は
「
昨
年
も
９
０
０
㌧
の
水

揚
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
な
ど
を
通
じ
て
、
少
し
ず
つ
ブ
ラ
ン

ド
化
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
高
い

鮮
度
を
保
持
し
て
品
質
を
高
め
、
消
費
者

に
届
け
る
仕
組
み
を
他
の
魚
種
に
も
当
て

は
め
る
こ
と
で
、
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。

イ
ワ
シ
を
地
産
地
消
─
釧
路
市

　

昭
和
62
年
に
は
１
３
３
万
㌧
の
魚
介
類

が
水
揚
げ
さ
れ
た
釧
路
市
。
２
０
０
カ
イ

リ
問
題
に
よ
る
北
洋
漁
業
の
衰
退
も
あ

り
、
近
年
は
10
〜
20
万
㌧
で
低
迷
を
続
け

て
き
た
が
、
平
成
29
年
は
前
年
を
2
割
上

回
る
14
万
㌧
の
水
揚
げ
が
あ
っ
た
。
釧
路

市
水
産
課
の
小
林
裕
司
・
副
港
整
備
推
進

釧路で取れる魚の旬が一目で分かる
「くしろプライド釧魚」カレンダー
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に
お
け
る
野
菜
・
花
き
の
割
合
は
3
割
を

占
め
て
お
り
、
農
業
経
営
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
が
、
生
育
期
間
が
比
較
的
短
い

た
め
、
品
種
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
栽
培

時
期
を
ず
ら
し
た
り
す
る
こ
と
で
栽
培
は

継
続
で
き
る
地
域
が
多
い
こ
と
か
ら
、
早

期
に
適
応
策
の
立
案
や
技
術
開
発
に
着
手

す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

果
樹
は
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
性
が
非

常
に
低
く
、
道
外
で
は
既
に
温
暖
化
の
影

響
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
。
果
樹
生
産

面
積
で
2
位
を
占
め
る
リ
ン
ゴ
は
、
主
要

産
地
の
東
北
地
方
や
長
野
県
で
、
今
世
紀

末
に
は
栽
培
に
不
適
な
気
温
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
一
方
、
道
内
で
は
全
域
に
栽
培

適
地
が
拡
大
す
る
と
予
測
。
道
内
で
は
低

標
高
地
域
で
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
適
地
が

拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

小
麦
は
、
全
国
的
に
出
穂
か
ら
成
熟
期

ま
で
の
平
均
気
温
の
上
昇
に
よ
り
減
収
が

危
惧
さ
れ
る
。
道
内
で
は
２
０
３
０
年
代

に
は
ビ
ー
ト
、
大
豆
、
小
豆
が
増
収
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
が
、
病
害
の
発
生
や
品

質
低
下
が
、
小
麦
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
減

収
と
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
。

　

酪
農
・
畜
産
に
つ
い
て
も
、
夏
季
の
暑

熱
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
成
育
の
悪
化
や
肉
質

の
低
下
、
乳
量
・
乳
成
分
の
低
下
、
採
卵

数
や
卵
の
質
の
低
下
な
ど
、
家
畜
や
家
き

ん
類
へ
の
影
響
は
、
全
国
的
に
拡
大
し
て

お
り
、
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
動
物
感
染

症
の
発
生
地
域
拡
大
が
、
道
内
で
も
懸
念

さ
れ
る
状
況
に
あ
る
な
ど
、
将
来
的
に
も

影
響
の
広
が
り
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
。

　

道
立
総
合
研
究
機
構
（
道
総
研
）
の
中

辻
敏
朗
・
研
究
戦
略
部
長
は
「
全
て
の
農

作
物
に
共
通
す
る
の
は
、
暑
さ
に
耐
え
る

こ
と
で
あ
り
、
水
稲
や
麦
に
は
耐
寒
性
も

求
め
ら
れ
る
。
高
温
多
湿
で
多
発
が
予
想

さ
れ
る
病
害
虫
へ
の
耐
性
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
必
要
と
な
る
。
気
温
が
高
い
年
、
日

照
が
少
な
い
年
、
雨
が
多
い
年
な
ど
、
気

候
変
動
に
伴
う
周
年
変
化
が
大
き
く
な
る

た
め
、
厳
し
い
条
件
下
で
も
優
れ
た
収
量

や
品
質
が
得
ら
れ
る
品
種
を
選
ん
で
育
種

す
る
こ
と
で
、
温
暖
化
に
適
応
し
た
品
種

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
す
。

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
に
期
待

　

道
内
の
気
温
上
昇
に
伴
い
、
今
後
期
待

さ
れ
る
作
物
が
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
だ
。
三

笠
市
で
は
、
平
成
14
年
に
コ
メ
農
家
の
後

継
者
が
市
内
初
の
ワ
イ
ン
醸
造
所
・
山
崎

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
開
設
。
近
年
は
国
内
の
ワ

イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
賞
を
相
次
い
で

受
賞
す
る
な
ど
、
全
国
区
の
知
名
度
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
市
内
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

ソ
バ
か
ら
転
作
し
、
醸
造
用
ワ
イ
ン
を
栽

培
す
る
農
業
者
が
増
加
。
ブ
ド
ウ
栽
培
に

適
し
た
丘
陵
地
が
多
い
達
布
地
区
で
は
近

年
、
斜
面
の
農
地
は
大
半
が
ブ
ド
ウ
畑
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
市
は
本
年
度
、
独

自
の
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
と
し
て
、

2
戸
の
農
業
者
が
共
同
で
建
設
す
る
ワ
イ

ナ
リ
ー
に
補
助
金
を
交
付
。
市
内
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
と
し
て
は
3
カ
所
目
と
な
る
。
市

は
ブ
ド
ウ
苗
木
購
入
費
を
補
助
す
る
な

ど
、
産
地
形
成
を
支
援
し
て
い
る
。

　

農
研
機
構
に
よ
る
と
、
北
海
道
は
ワ
イ

ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
が
可
能
な
北
限
の
地

域
と
さ
れ
、
従
来
は
バ
イ
ゲ
ル
ト
や
ケ
ル

ナ
ー
な
ど
の
寒
冷
地
用
の
品
種
だ
け
が
栽

培
で
き
、
高
級
赤
ワ
イ
ン
用
の
ピ
ノ
・
ノ

ワ
ー
ル
な
ど
の
栽
培
は
困
難
だ
っ
た
と
い

う
。
し
か
し
、
平
成
10
年
を
境
に
北
半
球

全
体
で
気
温
や
風
な
ど
の
状
態
が
変
化
す

る
「
気
候
シ
フ
ト
」
が
発
生
。
三
笠
市
や

余
市
町
、
上
富
良
野
町
は
同
年
以
降
、
北

見
市
や
札
幌
市
は
22
年
以
降
、
4
〜
10
月

の
平
均
気
温
が
14
度
を
安
定
的
に
上
回
る

よ
う
に
な
り
、
高
級
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ

生
産
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
。

北
海
道
で
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培

　

夏
場
の
気
温
上
昇
に
伴
い
、
道
内
で
は

近
年
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
落
花
生
の
産
地
化

に
向
け
た
取
組
が
広
が
っ
て
い
る
。
従
来

は
道
内
で
は
困
難
と
み
ら
れ
て
き
た
サ
ト

イ
モ
の
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
動
き
も

あ
り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

　

道
南
の
厚
沢
部
町
で
は
、
平
成
16
年
に

地
元
農
家
を
中
心
に
焼
酎
用
サ
ツ
マ
イ

モ
・
黄こ

金が
ね

千せ
ん

貫が
ん

の
栽
培
を
ス
タ
ー
ト
。
18

年
に
は
、
町
の
誘
致
に
よ
り
、
札
幌
酒
精

工
業
（
本
社
・
札
幌
市
）
が
町
内
に
焼
酎

工
場
を
建
設
。
町
内
で
栽
培
し
た
黄
金
千

貫
を
原
料
と
し
て
供
給
し
て
い
る
。
同
町

は
「
メ
ー
ク
イ
ン
発
祥
の
地
」
と
し
て
知

ら
れ
、
農
業
用
マ
ル
チ
シ
ー
ト
を
利
用
し

た
保
温
な
ど
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培
技
術

を
活
か
し
な
が
ら
、
安
定
し
た
供
給
体
制

を
整
え
た
。
ま
た
、
水
稲
の
育
苗
技
術
を

気候変動に適応したブドウ栽培（三笠市の山崎ワイナリー）
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日
本
の
米
づ
く
り
と
温
暖
化

　
「
北
海
道
の
夏
の
暑
さ
に
は
ま
だ
余
裕

が
あ
る
。
負
の
影
響
は
日
本
で
最
も
遅
く

な
る
」
と
い
う
の
が
一
般
的
な
感
覚
で
は

な
い
か
。
道
内
で
は
難
し
か
っ
た
多
様
な

作
物
が
栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
道
外

で
培
わ
れ
た
営
農
技
術
を
活
用
で
き
る
有

利
な
環
境
が
あ
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
し

か
し
、
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究

機
構
（
農
研
機
構
）
北
海
道
農
業
研
究
セ

ン
タ
ー
の
小
南
靖
弘
・
環
境
病
害
虫
グ

ル
ー
プ
長
は
「
気
候
の
変
化
に
は
正
と
負

の
影
響
が
必
ず
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

環
境
省
は
令
和
2
年
12
月
、
気
候
変
動

に
よ
る
影
響
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
、
最

新
の
知
見
や
分
析
を
ま
と
め
た
「
気
候
変

動
影
響
評
価
報
告
書
」
を
公
表
。
農
林
水

産
業
や
災
害
、
産
業
経
済
、
国
民
生
活
な

ど
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
、
将
来
予
測

さ
れ
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
。
農
業
分

野
に
関
す
る
分
析
を
読
み
解
く
と
、
水
稲

は
、
今
世
紀
末
ま
で
の
長
期
的
予
測
と
し

て
、
気
温
上
昇
に
伴
い
全
国
的
に
コ
メ
の

生
産
適
地
が
、
現
在
よ
り
大
幅
に
北
上
す

る
一
方
、
既
に
全
国
で
気
温
上
昇
に
よ
る

品
質
の
低
下
が
生
じ
て
お
り
、
今
世
紀
中

頃
（
２
０
３
１
〜
２
０
５
０
年
）
か
ら
今

世
紀
末
（
２
０
８
１
〜
２
１
０
０
年
）
に

は
、
北
日
本
や
中
部
以
西
の
中
山
間
地
域

で
収
量
が
増
え
る
一
方
、
関
東
や
北
陸
以

西
の
平
野
部
で
は
減
少
し
、
地
域
ご
と
の

偏
り
が
拡
大
す
る
と
予
測
す
る
。
平
成
6

年
以
降
は
、
夏
の
異
常
高
温
の
発
生
頻
度

が
全
国
的
に
増
加
。
道
内
で
も
平
年
気
温

を
2
・
2
度
上
回
る
高
温
と
な
っ
た
22
年

に
は
、
全
道
の
作
況
指
数
が
98
、
北
空
知

が
84
、
上
川
が
97
の
不
作
と
な
っ
た
。
本

州
な
ど
で
は
、
既
に
高
温
耐
性
品
種
へ
の

転
換
が
始
ま
っ
て
お
り
、
29
年
産
米
の
作

付
面
積
は
9
万
4
千
㌶
に
上
り
、
主
食
用

作
付
面
積
に
対
す
る
割
合
は
28
年
現
在
で

6
・
6
％
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
）
が
公
表
し
た
、
二
酸
化

炭
素
（
C
O
2

）
排
出
削
減
な
ど
の
温
暖

化
対
策
が
進
ま
ず
、
最
も
温
暖
化
が
進
む

Ｒ
Ｃ
Ｐ
8
・
5
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
今
世
紀

末
か
ら
22
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
北
海
道

で
も
春
先
の
か
ん
が
い
期
に
は
、
融
雪
の

早
期
化
に
伴
う
水
不
足
、
積
雪
の
減
少
に

よ
る
地
下
水
位
の
低
下
が
生
じ
、
利
用
可

能
な
農
業
用
水
の
水
量
が
減
少
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
気
温
上
昇
に

伴
う
台
風
や
集
中
豪
雨
の
増
加
に
よ
り
、

6
〜
10
月
は
全
国
的
に
水
害
リ
ス
ク
が
高

ま
る
た
め
、
農
地
の
被
災
が
増
加
し
、
特

に
低
標
高
の
水
田
は
浸
水
時
間
の
長
期

化
、
水
路
や
農
業
施
設
の
被
害
が
増
加
す

る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
恐
れ
が
あ
り
、
水
害

に
よ
る
被
害
防
止
を
図
る
に
は
、
農
業
水

利
施
設
の
管
理
に
要
す
る
人
的
・
財
政
的

な
負
担
も
増
え
る
懸
念
が
あ
る
と
い
う
。

耐
暑
性
と
耐
寒
性
の
両
立
を

　
「
気
候
変
動
影
響
評
価
報
告
書
」
に
よ

る
と
、
野
菜
類
は
、
既
に
全
国
的
に
温
暖

化
の
影
響
が
拡
大
。
将
来
的
に
は
葉
菜
類

は
気
温
上
昇
に
よ
る
生
育
の
早
期
化
、
栽

培
地
域
の
北
上
が
予
測
さ
れ
、
果
菜
類
は

果
実
サ
イ
ズ
の
減
少
や
収
量
減
少
が
懸
念

さ
れ
る
と
い
う
。
国
内
の
農
業
総
生
産
額

気象災害のリスクが高まり農地被害も増加
（平成 28 年、南富良野町）

　
長
期
的
な
気
候
変
動
に
伴
う
気
温
の
上
昇
や
降
水
量
の
増
加
は
、
北
海
道
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
収
量
の
減
少
や
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
農
産
物
が
あ
る
一
方
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ

な
ど
、
気
候
の
変
化
に
伴
い
栽
培
適
地
が
拡
大
し
て
い
る
作
物
も
あ
る
。
気
候
変
動
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
る
、
し
な
や
か
さ
を
持
っ
た
農
業
・
農
村
の
実
現
が
不
可
欠
だ
。

気
候
変
動
が
も
た
ら
す
リ
スク
と
メ
リッ
ト

温
暖
化
に
適
応
す
る
北
海
道
農
業
の
将
来
像
は

温
暖
化
時
代
の
北
海
道
農
業

現
場
か
ら
の
報
告 

●❷
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が
、
町
農
林
課
は
「
家
族
経
営
や
小
規
模

農
家
か
ら
は
、
気
温
上
昇
の
影
響
で
特
に

今
年
は
、
牛
の
採
食
量
が
減
少
し
て
お

り
、
生
乳
生
産
量
が
落
ち
て
い
る
と
の
声

も
聞
い
て
い
る
」
と
気
を
も
ん
で
い
る
。

　

町
内
で
は
平
成
28
年
の
台
風
10
号
に
伴

う
豪
雨
で
は
2
人
が
行
方
不
明
と
な
り
、

農
地
３
２
７
９
㌶
で
作
物
の
冠
水
や
倒
伏

の
被
害
を
受
け
、
２
０
３
㌶
の
農
地
で
土

壌
流
出
や
土
砂
が
堆
積
す
る
被
害
が
発

生
。
近
年
は
雨
の
降
り
方
の
変
化
に
注
視

し
て
い
る
。
同
課
は
「
昨
年
も
採
草
地
の

冠
水
被
害
が
あ
っ
た
ば
か
り
。
今
年
も
9

月
以
降
の
雨
の
降
り
方
が
心
配
」
と
話
す
。

　

道
総
研
・
畜
産
試
験
場
（
新
得
町
）
の

寺
田
浩
哉
・
上
席
普
及
指
導
員
は
「
乳
牛

の
搾
乳
量
が
減
る
『
暑
熱
ス
ト
レ
ス
』
は

気
温
21
度
で
始
ま
り
、
25
度
を
超
え
る
と

相
当
な
ス
ト
レ
ス
に
な
る
。
感
染
症
に
か

か
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
肉
牛
の
食
欲
が

落
ち
、
母
牛
が
妊
娠
し
に
く
く
な
っ
た
り

す
る
影
響
も
あ
る
。
高
温
多
湿
が
続
く
と

牛
の
体
力
に
相
当
の
ダ
メ
ー
ジ
に
な
る
」

と
注
意
を
呼
び
掛
け
る
。

釧
路
産
パ
プ
リ
カ
に
注
目

　

釧
路
市
で
は
平
成
28
年
8
月
、
株
式
会

社
北
海
道
サ
ラ
ダ
パ
プ
リ
カ
（
本
社
・
釧

路
市
）
が
操
業
す
る
植
物
工
場
が
大
楽
毛

地
区
に
完
成
。
29
年
2
月
か
ら
パ
プ
リ
カ

の
出
荷
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

同
社
は
、
国
産
パ
プ
リ
カ
の
供
給
が
細

る
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
高
品
質
な
パ
プ

リ
カ
の
供
給
を
目
指
し
て
、
道
内
金
融
機

関
や
電
気
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
出
資
を

受
け
て
釧
路
市
で
会
社
を
設
立
。
市
の
支

援
も
受
け
て
工
場
を
完
成
さ
せ
た
。
同
地

区
は
港
や
空
港
、
高
速
道
路
な
ど
の
物
流

ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
道
外
へ
の

出
荷
に
も
有
利
だ
。

　

工
場
の
栽
培
面
積
は
2
・
3
㌶
。
温
度

や
湿
度
な
ど
の
環
境
維
持
セ
ン
サ
ー
や
光

量
の
高
い
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
な
ど

の
最
新
技
術
を
導
入
。
化
学
農
薬
を
極
限

ま
で
減
ら
し
、
年
間
６
０
０
㌧
の
パ
プ
リ

カ
を
道
内
外
に
出
荷
し
て
い
る
。

　

釧
路
産
の
パ
プ
リ
カ
は
赤
・
黄
・
オ
レ

ン
ジ
の
3
色
。
肉
厚
で
甘
み
が
強
く
、
み

ず
み
ず
し
く
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い
に
魅

力
を
感
じ
る
ユ
ー
ザ
ー
も
多
く
、
道
内
外

の
ス
ー
パ
ー
で
販
売
し
て
お
り
、
飲
食
店

で
の
取
り
扱
い
も
増
え
て
い
る
。
同
社
が

釧
路
に
進
出
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
釧
路

市
産
業
振
興
部
産
業
推
進
室
は
「
最
大
の

決
め
手
は
冷
涼
な
気
候
。
パ
プ
リ
カ
の
生

育
に
適
し
た
気
温
は
18
〜
28
度
で
、
釧
路

は
日
照
時
間
が
比
較
的
長
く
、
冬
も
降
雪

量
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
植
物
工
場
の

安
定
操
業
と
高
品
質
の
パ
プ
リ
カ
生
産
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　

道
農
政
部
に
よ
る
と
令
和
2
年
2
月
現

在
、
全
国
で
は
３
９
１
カ
所
の
植
物
工
場

が
稼
働
。
こ
の
う
ち
道
内
は
10
カ
所
に
止

ま
っ
て
い
る
が
、
冷
涼
な
気
候
や
日
照
時

間
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
産
業

と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

耐
暑
性
の
高
い
リ
ン
ゴ
を
開
発

　

道
外
の
果
樹
産
地
で
は
、
す
で
に
気
候

変
動
を
見
据
え
た
取
組
も
。
全
国
の
リ
ン

ゴ
生
産
量
の
6
割
を
占
め
る
日
本
一
の
り

ん
ご
王
国
・
青
森
県
。
青
森
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
（
黒
石
市
）
に

よ
る
と
、
代
表
品
種
「
ふ
じ
」
は
、
こ
の

20
年
間
で
発
芽
日
と
開
花
日
が
確
実
に
早

ま
る
と
と
も
に
、
県
内
で
は
6
〜
8
月
の

平
均
気
温
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
果
実
の

日
焼
け
や
着
色
不
良
な
ど
、
品
質
低
下
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

県
農
林
水
産
部
り
ん
ご
果
樹
課
は
「
県

内
で
も
温
暖
化
の
影
響
は
確
実
に
現
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
地
域
や
年
に
よ
っ
て
影

響
の
程
度
や
内
容
が
異
な
る
。
こ
れ
ま
で

も
冷
夏
の
年
、
暑
夏
の
年
に
応
じ
て
対
策

を
講
じ
て
き
た
が
、
温
暖
化
が
進
む
と
従

来
の
対
策
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　

県
は
同
研
究
所
を
中
心
に
暑
さ
に
強

く
、
色
付
き
の
良
い
新
品
種
「
紅
は
つ

み
」
な
ど
、
今
後
の
温
暖
化
を
見
据
え
た

早
生
品
種
の
開
発
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
、
県
内
で
生
産
量

が
増
加
し
て
い
る
モ
モ
な
ど
、
他
樹
種
へ

の
転
換
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
し
て
い
る
。

釧路市の植物工場で生産されたパプリカ

早生の新品種「紅はつみ」。暑さに強く色付き
も良い（青森県提供）
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応
用
し
て
、
温
度
管
理
が
難
し
い
と
さ
れ

る
サ
ツ
マ
イ
モ
種
苗
の
自
給
体
制
を
構
築

し
た
。
現
在
は
干
し
イ
モ
用
の
品
種
「
紅

は
る
か
」
の
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
道
内
で
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽

培
面
積
が
急
拡
大
し
て
い
る
。
道
農
政
部

に
よ
る
と
平
成
2
年
に
４
７
４
㌶
だ
っ
た

作
付
面
積
は
30
年
に
は
5
倍
を
超
え
る
２

５
６
０
㌶
に
拡
大
。
道
央
、
道
南
、
道
東

な
ど
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
30
年
の
道
内

産
出
額
は
95
億
円
に
上
り
、
全
国
産
出
額

（
４
８
５
億
円
）
の
2
割
弱
を
占
め
る
国

内
最
大
の
産
地
と
し
て
成
長
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
冷
涼
な
気
候
に
適

し
て
お
り
、
消
費
地
に
近
い
埼
玉
県
や
千

葉
県
な
ど
、
首
都
圏
周
辺
で
盛
ん
に
栽
培

さ
れ
て
い
る
が
、
夏
場
は
高
温
多
雨
に
よ

る
軟
腐
病
が
多
発
。
安
定
供
給
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
ほ
か
、
国
産
志
向
の
高
ま
り

も
あ
り
、
新
た
新
産
地
を
求
め
る
動
き
も

あ
る
。
乙
部
町
は
平
成
17
年
、
根
菜
類
に

代
わ
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
高
収
益
作

物
の
導
入
を
柱
と
す
る
農
業
再
生
プ
ラ
ン

を
策
定
し
た
。
地
元
農
家
に
よ
る
生
産
出

荷
組
合
が
青
果
専
門
商
社
と
栽
培
契
約
を

結
ん
で
、
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
向
け
に
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
出
荷
し
て
い
る
。

　

市
況
に
左
右
さ
れ
な
い
契
約
栽
培
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
安
定
的
に
出
荷
先
を
確

保
で
き
、
農
業
者
の
経
営
安
定
に
も
貢
献

し
て
い
る
。
な
お
、
今
夏
は
道
南
で
も
厳

し
い
暑
さ
が
続
い
た
が
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

は
雨
や
湿
気
に
は
弱
い
が
、
高
温
に
は
比

較
的
強
い
た
め
、
収
量
・
品
質
と
も
に
好

調
」（
同
町
）
と
い
う
。

家
畜
と
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
影
響

　

札
幌
管
区
気
象
台
に
よ
る
と
、
7
月
の

道
内
の
月
平
均
気
温
は
、
昭
和
21
年
の
統

計
開
始
以
来
、
過
去
最
高
を
記
録
す
る
一

方
、
月
降
水
量
は
過
去
最
低
に
。
長
期
的

な
気
候
変
動
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
将
来
の
「
温
暖
化
の
時
代
」
を
思

わ
せ
る
空
模
様
だ
っ
た
。
8
月
23
日
に
道

内
で
最
も
早
い
稲
刈
り
が
始
ま
っ
た
東
川

町
は
「
例
年
よ
り
も
10
日
ほ
ど
早
い
作
業

に
な
っ
た
。
米
が
白
っ
ぽ
く
な
る
『
粉
状

質
粒
』
が
懸
念
材
料
。
気
温
30
度
以
上
に

な
る
高
温
が
続
い
た
た
め
、
水
の
管
理
が

難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
ほ
ど
ほ
ど
の
気
候

が
い
ち
ば
ん
い
い
」（
産
業
振
興
課
）。

　

全
道
一
の
ト
マ
ト
生
産
量
の
平
取
町
で

は
「
品
質
は
例
年
並
み
だ
が
、
生
育
が
早

ま
り
、
出
荷
が
や
や
集
中
し
た
た
め
、
価

格
は
例
年
よ
り
低
か
っ
た
。
ハ
ウ
ス
内
の

作
業
と
な
る
た
め
、
休
憩
や
水
分
補
給
な

ど
の
熱
中
症
対
策
が
例
年
以
上
に
必
要

だ
っ
た
」（
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）。
メ

ロ
ン
と
ス
イ
カ
の
産
地
・
共
和
町
は
「
か

ん
が
い
設
備
で
散
水
で
き
た
の
で
少
雨
の

影
響
は
ほ
ぼ
な
い
が
、
地
面
に
直
射
日
光

が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
、
土
の
上
に
ワ
ラ

を
敷
き
詰
め
、
地
温
の
上
昇
を
防
い
だ
」

（
産
業
課
農
業
振
興
係
）
と
い
う
。「
黒
い

そ
ば
」
が
人
気
の
音
威
子
府
村
も
「
日
照

は
十
分
で
収
量
に
懸
念
は
な
い
が
、
少
雨

の
影
響
に
よ
り
ソ
バ
の
実
の
熟
度
に
は
ば

ら
つ
き
が
あ
る
よ
う
だ
」（
経
済
課
産
業

室
農
政
係
）
と
話
し
て
い
る
。

　

今
夏
の
猛
暑
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
た

の
が
酪
農
・
畜
産
業
だ
。
清
水
町
の
農
業

経
営
体
数
は
、
令
和
2
年
4
月
現
在
で
３

１
６
戸
。
町
内
で
は
乳
用
牛
2
万
8
千

頭
、
肉
用
牛
3
万
頭
を
飼
育
。
生
乳
生
産

量
は
令
和
元
年
に
初
め
て
14
万
㌧
を
突

破
。
2
年
は
14
万
６
２
８
６
㌧
を
記
録
し

た
。
近
年
は
夏
場
に
高
温
が
続
き
、
大
規

模
農
場
は
、
牛
舎
に
冷
房
や
換
気
設
備
を

導
入
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る

焼酎用サツマイモの黄金千貫は白い皮が特徴
（厚沢部町）

乳牛の暑熱ストレス対策は大きな課題に

ブロッコリーの収穫は早朝から手作業で行われる
（乙部町）
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「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換
を
明
記
し
た
。

　

治
水
施
設
の
能
力
を
超
え
る
洪
水
が
発

生
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
堤
防
強
化

な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
と
と
も
に
、
水
田
や

自
然
の
湖
沼
・
湿
原
、
学
校
の
校
庭
な
ど

の
遊
休
空
間
を
活
用
し
た
雨
水
貯
留
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
貯
水
機
能
の
強
化
、
避

難
場
所
や
避
難
路
、
住
宅
地
や
医
療
施
設

な
ど
の
か
さ
上
げ
を
含
め
た
対
策
を
進
め

る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。
さ
ら
に
避
難
対

策
の
強
化
や
浸
水
想
定
エ
リ
ア
に
お
け
る

土
地
利
用
規
制
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
で
頻
発

化
、
激
甚
化
す
る
洪
水
に
備
え
る
「
水
防

災
意
識
社
会
」
の
再
構
築
を
目
指
す
こ
と

を
打
ち
出
し
た
。

　

道
内
で
は
、
1
級
河
川
13
水
系
を
対
象

に
、
開
発
局
と
道
、
流
域
市
町
村
長
ら
が

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
流
域
治
水
懇
談
会
を

設
置
し
、
令
和
2
年
度
中
に
全
て
の
水
系

で
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
盛
り
込
ん
だ

「
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
策
定
を

完
了
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定
を

受
け
、
ハ
ー
ド
対
策
の
本
流
と
な
る
河
川

整
備
計
画
の
見
直
し
に
向
け
た
議
論
も
各

地
で
進
ん
で
い
る
。

　

河
川
整
備
計
画
見
直
し
の
第
1
号
は
、

令
和
2
年
度
に
リ
ス
ク
評
価
な
ど
を
行
っ

た
常
呂
川
だ
。
今
年
7
月
に
網
走
開
発
建

設
部
が
変
更
原
案
を
ま
と
め
た
。
気
候
変

動
に
伴
う
降
雨
量
増
大
な
ど
を
考
慮
し
、

戦
後
最
大
の
被
害
額
と
な
っ
た
平
成
28
年

8
月
の
豪
雨
災
害
と
同
等
の
洪
水
が
発
生

し
て
も
、
家
屋
浸
水
が
発
生
し
な
い
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
目
標
流
量
を
現
行
の
毎

秒
１
４
０
０
立
方
㍍
か
ら
１
７
０
０
立
方

㍍
に
修
正
。
延
長
約
48
㌔
に
及
ぶ
河
道
掘

削
を
行
う
ほ
か
、
越
水
が
発
生
し
て
も
決

壊
し
に
く
い
、
粘
り
強
さ
を
持
っ
た
堤
防

の
整
備
を
検
討
。
年
内
の
計
画
決
定
を
目

指
し
て
い
る
。
他
水
系
で
も
議
論
が
進
ん

で
お
り
、
整
備
計
画
の
見
直
し
が
順
次
進

め
ら
れ
る
見
通
し
だ
。

進
む
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定

　

気
候
変
動
を
前
提
と
し
た
流
域
治
水
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
河
川
本
流
を
整
備
す
る

国
や
道
だ
け
で
な
く
、
市
町
村
も
主
役
の

一
人
だ
。
市
町
村
が
担
う
対
策
は
、
主
と

し
て
住
民
避
難
に
関
わ
る
ソ
フ
ト
対
策
で

重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
（
Ｔ
Ｌ
）
の
策
定
だ
。
水
害
Ｔ
Ｌ
に
は

台
風
の
接
近
、
河
川
の
水
位
上
昇
や
降
水

量
の
増
加
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
市
町
村
長

が
避
難
情
報
を
発
令
す
る
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
を
時
系
列
で
整
理
し
た
「
避
難
情
報

着
目
型
」
と
、
複
数
の
防
災
関
係
機
関
が

取
る
べ
き
防
災
対
応
を
時
系
列
で
ま
と
め

た
「
多
機
関
連
携

型
」
に
分
類
さ
れ
る
。

　

道
内
で
は
全
て
の

市
町
村
が
「
避
難
情

報
着
目
型
」
を
策
定

済
み
だ
が
、
多
機
関

連
携
型
は
、
国
直
轄

河
川
流
域
の
12
市
町

に
止
ま
っ
て
い
る
。

道
管
理
河
川
流
域
で

も
一
部
の
市
町
村
が
策
定
作
業
を
進
め
て

い
る
が
、
関
係
機
関
の
調
整
が
ネ
ッ
ク
と

な
り
進
捗
状
況
は
芳
し
く
な
い
。
関
係
者

か
ら
は
「
民
間
事
業
者
の
機
運
が
な
か
な

か
高
ま
ら
な
い
」
と
の
声
も
上
が
る
。

　

一
方
、
改
正
災
害
対
策
基
本
法
の
施
行

に
伴
い
5
月
20
日
、
市
町
村
が
発
令
す
る

避
難
情
報
の
う
ち
避
難
勧
告
が
廃
止
さ
れ

て
「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
さ
れ
た
。
避

難
情
報
の
シ
ン
プ
ル
化
を
図
る
と
と
も
に
、　

迅
速
な
避
難
を
促
す
狙
い
が
あ
る
が
、
従

来
は
避
難
勧
告
が
出
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
避
難
指
示
を
発
令
す
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
市
町
村
が
策
定
し
た
地
域
防
災
計

画
や
Ｔ
Ｌ
な
ど
も
運
用
の
見
直
し
や
改
訂

が
必
要
と
な
る
。
開
発
局
河
川
計
画
課
は

「
あ
ら
か
じ
め
市
町
村
に
改
正
の
趣
旨
に

つ
い
て
周
知
し
て
お
り
、
現
段
階
で
大
き

な
混
乱
は
生
じ
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

9
割
の
団
体
が
策
定
─
滝
川
市

　

道
内
市
町
村
で
最
も
早
く
水
害
Ｔ
Ｌ
の

策
定
に
着
手
し
た
滝
川
市
─
。
平
成
27
年

に
市
と
開
発
局
、
空
知
総
合
振
興
局
な
ど

の
関
係
機
関
と
「
石
狩
川
滝
川
地
区
水
害

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
」
を
設
立
。
28
年

8
月
に
試
行
版
が
完
成
し
た
直
後
、
台
風

災
害
が
本
道
を
襲
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
Ｔ

Ｌ
の
周
知
が
十
分
で
は
な
く
、
想
定
と
現

実
の
乖
離
も
み
ら
れ
た
。
市
は
そ
の
後
に

発
生
し
た
水
害
を
反
映
し
な
が
ら
内
容
を

改
訂
し
、
こ
れ
ま
で
18
回
の
実
運
用
を
経

験
し
て
き
た
。
今
年
2
月
に
は
、
検
討
会

を
発
展
的
に
解
消
し
、
運
用
の
主
体
を
国

か
ら
市
に
移
行
。
新
た
に
36
の
機
関
が
参

加
す
る
他
機
関
連
携
型
Ｔ
Ｌ
の
本
運
用
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
運
用
の
開
始
に
伴
い

市
は
、
地
域
防
災
計
画
を
補
完
す
る
存
在

滝川市は「マイ・タイムライン」の普及
を呼び掛けている
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4
度
上
昇
で
被
害
額
は
6
倍

　

気
候
変
動
に
伴
う
気
温
上
昇
は
、
洪
水

被
害
は
ど
う
変
化
さ
せ
る
の
か
─
。
開
発

局
と
道
は
令
和
元
年
12
月
、
十
勝
川
流
域

を
対
象
と
し
た
人
的
・
物
的
被
害
の
試
算

結
果
を
公
表
し
た
。
学
識
者
ら
で
構
成
す

る
「
北
海
道
地
方
に
お
け
る
気
候
変
動
を

踏
ま
え
た
治
水
対
策
技
術
検
討
会
」
に
示

し
た
も
の
で
、
現
在
よ
り
気
温
が
4
度
上

昇
し
た
場
合
、
雨
量
の
増
加
に
伴
う
浸
水

面
積
の
拡
大
に
よ
り
、
対
策
を
講
じ
な

か
っ
た
場
合
、
洪
水
に
よ
る
年
平
均
被
害

額
は
十
勝
川
流
域
で
過
去
実
績
の
5
・
1

倍
の
１
５
３
０
億
円
、
年
平
均
死
者
数
は

同
じ
く
6
・
4
倍
の
58
人
に
達
す
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
＝
グ
ラ
フ
。
令

和
2
年
5
月
の
検
討
会
で
は
、
北
見
市
を

流
れ
る
常
呂
川
流
域
に
つ
い
て
、
気
温
が

4
度
上
昇
し
た
場
合
の
年
平
均
被
害
額

は
、
過
去
実
験
の
6
倍
に
達
す
る
２
６
８

億
円
に
上
る
と
の
試
算
結
果
が
示
さ
れ
た
。

　

気
候
変
動
の
「
緩
和
策
」
と
し
て
、
河

道
掘
削
、
堤
防
強
化
、
貯
留
施
設
な
ど
の

ハ
ー
ド
対
策
と
と
も
に
、
浸
水
想
定
区
域

の
公
表
、
迅
速
な
避
難
情
報
の
伝
達
、
避

難
場
所
・
避
難
路
の
確
保
な
ど
の
ソ
フ
ト

対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
被
害
は
現
状
の

気
温
や
降
水
量
に
基
づ
く
想
定
程
度
ま
で

抑
制
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

十
勝
川
・
常
呂
川
流
域
で
は
、
平
成
28

年
8
月
の
台
風
災
害
で
大
き
な
被
害
が
発

生
。
開
発
局
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
い
、
気
温
上
昇
と
降
雨
量
の
変

化
を
基
に
両
河
川
の
流
域
で
発
生
す
る
人

的
・
物
的
被
害
を
具
体
的
に
想
定
し
た
。

検
討
会
委
員
長
を
務
め
る
中
津
川
誠
・
室

蘭
工
大
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
は
「
気

候
変
動
に
よ
り
水
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
を
住
民
に
現
実
感
を
持
っ
て
受
け
止

め
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
今
回
の
よ
う

な
リ
ス
ク
評
価
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
北

海
道
で
取
組
が
始
ま
っ
た
。
地
域
に
お
け

る
治
水
対
策
の
基
礎
的
デ
ー
タ
と
し
て
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

「
流
域
治
水
」へ
の
発
想
転
換

　

平
成
20
年
代
後
半
か
ら
、
洪
水
被
害
が

全
国
で
続
発
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、

国
土
交
通
省
は
、
令
和
元
年
11
月
、
社
会

資
本
整
備
審
議
会
河
川
分
科
会
に
「
気
候

変
動
を
踏
ま
え
た
水
災
害
対
策
検
討
小
委

員
会
」
を
設
置
。
小
委
員
会
が
2
年
7
月

に
取
り
ま
と
め
た
答
申
は
、
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
が
流
域
全
体
で
行
う
持
続
可
能
な

気温上昇に伴う十勝川流域の被害シミュレーション

　
気
候
変
動
に
伴
う
気
温
上
昇
に
伴
い
、
豪
雨
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
中
、
流
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て

防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
「
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
北
海
道
で
も
始
ま
っ
た
。
治
水
施
設
の
能
力
を
超
え
る
洪

水
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
る
対
策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
ろ
う
と
い
う
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
。

激
甚
化・頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害への
備
え

住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
と
は

気
候
変
動
と
自
然
災
害

現
場
か
ら
の
報
告 

●❸
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ど
を
務
め
る
。
災
害
時
は
町
長
を
補
佐

し
、
災
害
対
応
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
。

　

町
が
重
点
的
に
取
組
を
進
め
て
い
る
の

が
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
だ
。
林
さ
ん
は
「
約
2
４
０
０

人
の
住
民
が
広
い
地
域
に
分
散
し
て
生
活

し
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に
は
通
信
や
交

通
の
途
絶
に
よ
り
、
町
職
員
に
よ
る
支
援

が
行
き
届
か
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
避

難
所
の
開
設
な
ど
の
初
期
対
応
は
住
民
自

身
の
共
助
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
元

か
ら
あ
る
町
内
会
の
体
制
を
活
か
し
て
組

織
を
整
え
る
こ
と
で
、
住
民
に
負
担
感
を

与
え
な
い
こ
と
も
大
切
」
と
語
る
。

　

町
は
令
和
2
年
1
月
に
防
災
情
報
サ
イ

ト
を
立
ち
上
げ
た
。
サ
イ
ト
は
緊
急
情
報

や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難
施
設
、
安
否

確
認
な
ど
6
つ
の
「
窓
」
で
構
成
。
情
報

収
集
に
加
え
て
、
住
民
自
身
が
被
害
情
報

や
現
地
の
画
像
を
発
信
で
き
る
。
防
災
安

全
推
進
室
の
山
下
典
晃
主
任
は
「
町
内
全

域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
敷
設
さ
れ
て
お
り

ア
ク
セ
ス
も
ス
ム
ー
ズ
。
住
民
同
士
の
情

報
の
共
有
も
可
能
と
な
る
」
と
話
す
。

　

林
さ
ん
は
「
近
い
将
来
発
生
が
予
測
さ

れ
て
い
る
千
島
海
溝
・
日
本
海
溝
巨
大
地

震
で
は
、
こ
の
町
が
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
交
通
の
要
衝
に
あ
る
地
理
的

特
性
か
ら
、
道
東
へ
の
前
線
基
地
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
が
取
り
組
む
対
策
は
、
防
災
の
視
点
だ

け
で
は
な
く
、
総
合
計
画
で
掲
げ
る
『
安

全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
』
と
い

う
基
本
目
標
の
実
現
や
地
域
強
靭
化
計
画

に
示
す
『
北
海
道
全
体
の
強
靭
化
へ
の
寄

与
』
と
い
う
基
本
方
針
に
も
沿
っ
た
施
策

で
す
」
と
力
を
込
め
る
。

広
が
る「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」活
用

　

豪
雨
発
生
時
、
水
田
は
雨
水
を
一
時
的

に
貯
留
し
、
ゆ
っ
く
り
と
河
川
に
流
す

「
ダ
ム
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
農

林
水
産
省
は
、
水
田
の
洪
水
調
整
機
能
に

着
目
し
、
住
民
に
よ
る
農
村
の
環
境
整
備

や
農
地
・
水
路
な
ど
の
保
全
を
後
押
し
す

る
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
よ
り
「
田

ん
ぼ
ダ
ム
」
を
支
援
し
て
い
る
。

　

水
田
の
排
水
口
に
調
整
板
を
設
置
し
、

水
の
流
出
を
抑
制
す
る
こ
と
で
雨
水
の
貯

留
機
能
を
高
め
る
と
と
も
に
、
雨
水
が
河

川
に
流
れ
込
む
時
間
を
遅
ら
せ
る
こ
と

で
、
堤
防
や
排
水
機
場
な
ど
、
治
水
施
設

の
負
荷
軽
減
を
図
る
。
日
本
全
国
の
水
田

に
貯
留
で
き
る
水
の
量
は
約
50
億
立
方

㍍
、
札
幌
ド
ー
ム
（
１
５
８
万
立
方
㍍
）

に
換
算
す
る
と
約
２
７
０
０
杯
分
に
上
る

と
さ
れ
、
流
域
治
水
の
中
で
も
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
施
策
だ
。

　

全
国
有
数
の
水
稲
作
付
面
積
を
誇
る
北

海
道
で
も
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
取
組
が
広

が
っ
て
い
る
。
今
年
2
月
に
旭
川
市
と
名

寄
市
で
開
か
れ
た
石
狩
川
上
流
流
域
治
水

協
議
会
と
天
塩
川
上
流
流
域
治
水
協
議
会

の
会
議
で
は
、
稲
作
地
帯
の
自
治
体
か
ら
、　

田
ん
ぼ
ダ
ム
に
対
す
る
期
待
の
声
が
上

が
っ
た
。
当
麻
町
は
「
平
成
30
年
7
月
の

大
雨
で
効
果
を
発
揮
し
た
田
ん
ぼ
ダ
ム
の

活
用
を
推
進
し
、
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
」

と
し
、
東
川
町
も
「
平
成
19
年
か
ら
取
組

を
進
め
て
お
り
、
農
業
者
も
そ
の
効
果
を

実
感
し
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。
ま
た
、

和
寒
町
は
「
町
内
に
は
５
５
１
㌶
の
水
田

が
あ
り
、
55
万
㌧
の
雨
水
を
貯
留
で
き

る
。
町
内
だ
け
で
な
く
下
流
の
水
害
防
止

に
も
貢
献
で
き
る
」
と
期
待
感
を
示
し
た
。

　

岩
見
沢
市
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
、
水

路
や
農
道
な
ど
の
管
理
、
農
村
環
境
の
保

全
に
取
り
組
む
岩
見
沢
市
広
域
協
定
に
参

加
す
る
組
織
が
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組
を

進
め
て
い
る
。
協
力
会
に
参
加
す
る
5
つ

の
農
村
地
域
に
は
約
３
５
０
㌶
の
水
田
が

あ
り
、
10
㌢
の
雨
水
を
溜
め
る
と
35
万
㌧

の
排
水
量
を
調
整
で
き
る
と
い
う
。
水
田

に
あ
る
排
水
溝
に
Ｖ
字
型
樹
脂
板
を
設
置

し
、
排
水
路
に
流
れ
出
す
水
の
量
を
調
整

す
る
。
管
理
が
容
易
な
樹
脂
板
を
使
う
こ

と
で
、
水
の
管
理
が
容
易
に
な
り
、
農
業

用
水
の
節
水
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
農
業
者
に
好
評
と
い
う
。

　

協
力
会
へ
の
交
付
金
支
出
を
担
当
す
る

市
基
盤
整
備
課
は
「
下
流
域
の
営
農
者
は

上
流
域
よ
り
も
高
い
水
害
リ
ス
ク
を
抱
え

て
生
産
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
上
下
流
の

営
農
者
が
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
協
議
に
は
時
間
を
か
け
ま
し
た
。

市
と
農
業
者
の
連
携
に
よ
り
、
内
水
氾
濫

を
防
ぐ
排
水
機
場
の
稼
働
や
、
農
地
の
浸

水
被
害
の
確
認
、
農
業
者
の
安
全
確
保
な

ど
、
農
村
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
活

動
に
取
り
組
む
契
機
に
も
な
る
の
で
は
」

と
話
し
て
い
る
。

南富良野町防災安全対
策室の山下主任（左）
と林マネジャー（右）

「田んぼダム」の取組が道内でも
進んでいる
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と
し
て
Ｔ
Ｌ
を
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

時
系
列
に
よ
る
事
前
防
災
行
動
や
防
災
関

係
機
関
と
の
連
携
、
災
害
行
動
の
漏
れ
を

防
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
役
割
を
持
た
せ

た
。
4
月
に
は
市
と
住
民
団
体
、
市
内
企

業
な
ど
で
構
成
す
る
「
滝
川
市
水
害
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
運
営
協
議
会
」
を
設
け
、
継
続

的
な
改
善
も
図
る
。

　

Ｔ
Ｌ
を
地
域
や
家
族
単
位
で
の
防
災
対

策
に
活
用
す
る
動
き
も
。
町
内
会
・
自
治

会
の
単
位
で
策
定
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
Ｃ
Ｔ
Ｌ
）」
は
、
8
月

現
在
、
浸
水
想
定
区
域
内
の
町
内
会
な
ど

１
２
４
団
体
の
う
ち
、
約
9
割
の
１
１
１

団
体
が
策
定
に
着
手
し
て
い
る
。
家
族
単

位
で
災
害
時
の
行
動
を
計
画
す
る
「
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
Ｍ
Ｔ
Ｌ
）」
は
、

2
月
に
全
戸
配
布
し
た
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
設
け

る
な
ど
、
普
及
に
努
め
て
い
る
と
い
う
。

　

市
防
災
危
機
対
策
室
は
「
こ
の
3
つ
の

Ｔ
Ｌ
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
命
を
守
る

た
め
の
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
。
一
つ
ひ

と
つ
の
町
内
会
を
地
道
に
回
り
な
が
ら
、

住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い

て
、
Ｔ
Ｌ
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
。
Ｔ

Ｌ
の
策
定
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
災
害
時

に
機
能
す
る
よ
う
、
住
民
と
対
話
や
不
断

の
見
直
し
を
続
け
る
な
ど
、
平
時
か
ら
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
（
磨
き
上
げ
）
が
欠

か
せ
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

被
災
地
域
を
モ
デ
ル
─
北
見
市

　

平
成
28
年
8
月
の
豪
雨
災
害
で
、
北
見

市
常
呂
自
治
区
で
は
、
常
呂
川
の
破
堤
や

越
水
に
よ
り
２
１
５
㌶
が
浸
水
。
市
は
平

成
30
年
7
月
に
他
機
関
連
携
型
Ｔ
Ｌ
の
策

定
に
向
け
た
検
討
会
を
設
置
。
令
和
元
年

7
月
に
試
行
版
が
完
成
、
運
用
を
始
め

た
。
市
常
呂
総
合
支
所
は
「
完
成
後
は
大

き
な
水
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。
Ｔ
Ｌ
は

発
動
し
た
が
防
災
対
応
の
準
備
段
階
で
止

ま
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　

市
は
Ｃ
Ｔ
Ｌ
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
平
成
28
年
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し

た
日
吉
地
区
（
33
世
帯
・
82
人
）
と
福
山

地
区
（
18
世
帯
・
47
人
）
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
検
討
を
進
め
、
昨
年
度
か
ら
運
用

を
始
め
た
。
本
年
度
は
新
た
に
モ
デ
ル
地

区
を
増
や
し
、
将
来
的
に
は
常
呂
自
治
区

内
の
全
て
の
町
内
会
に
拡
大
し
て
い
く
考

え
だ
。
同
支
所
は
「
本
来
は
令
和
2
年
度

中
に
検
討
を
進
め
る
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
も
あ

り
、
対
応
が
遅
れ
て
い
ま
す
」
と
す
る
。

　

一
方
、
今
年
8
月
9
日
か
ら
の
豪
雨
に

伴
い
、
函
館
市
戸
井
泊
町
で
は
観
測
史
上

最
大
と
な
る
３
０
５
・
5
㍉
の
24
時
間
雨

量
を
観
測
。
６
６
９
世
帯
・
１
２
０
４
人

に
避
難
指
示
を
発
令
し
た
。
市
は
3
月
に

水
位
周
知
河
川
の
常
盤
川
、
石
川
、
松
倉

川
、
鮫
川
、
久
根
別
川
の
流
域
を
対
象
に

避
難
情
報
着
目
型
T
L
を
策
定
し
た
ば
か

り
だ
が
、
避
難
指
示
を
発
令
し
た
戸
井
地

区
は
エ
リ
ア
外
だ
っ
た
。
市
災
害
対
策
課

は
「
水
位
周
知
河
川
流
域
以
外
の
豪
雨
や

土
砂
災
害
を
想
定
し
た
Ｔ
Ｌ
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
す
。

共
助
に
向
け
て
─
南
富
良
野
町

　

平
成
28
年
8
月
の
台
風
10
号
に
伴
う
集

中
豪
雨
で
、
南
富
良
野
町
幾
寅
地
区
が
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
空
知
川
上
流
部
で

は
、
12
時
間
雨
量
が
18
年
に
記
録
し
た
最

大
雨
量
の
2
倍
を
超
え
る
２
５
５
㍉
に
達

し
た
。
市
街
地
近
く
を
流
れ
る
空
知
川
の

堤
防
が
決
壊
し
、
１
６
０
戸
が
床
上
・
床

下
浸
水
し
た
。
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

は
、
約
１
１
０
人
の
住
民
が
避
難
し
て
い

た
が
、
激
し
い
濁
流
が
押
し
寄
せ
、
床
上

浸
水
し
て
上
の
階
へ
の
垂
直
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、
孤
立
し
た
約
50

人
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ボ
ー
ト
で
救
出

さ
れ
る
と
い
う
緊
迫
し
た
局
面
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
災
害
は
、
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
町

は
平
成
29
年
度
の
空
知
川
河
川
整
備
計
画

の
見
直
し
に
伴
い
、
国
と
道
と
連
携
し
て

「
南
富
良
野
町
幾
寅
地
区
連
携
防
災
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
堤
防
整
備
や
河
道
掘

削
な
ど
河
川
本
流
の
治
水
工
事
に
加
え
、

水
位
計
や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、
指
定
避

難
場
所
へ
の
非
常
用
電
源
の
配
備
、
河
川

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設
な
ど
の
ハ
ー

ド
整
備
を
進
め
て
き
た
。
現
在
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
中
の
「
道
の
駅
・
南
ふ
ら
の
」
に

も
、
防
災
機
能
の
強
化
と
し
て
備
蓄
し
機

材
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
や
宿
泊
可
能
な
休

憩
・
待
合
室
の
整
備
を
実
施
す
る
。

　

一
方
、
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、
自
衛
隊

Ｏ
Ｂ
を
地
域
防
災
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
採

用
し
、
町
職
員
と
住
民
を
対
象
と
し
た
防

災
訓
練
・
講
習
会
の
実
施
、
洪
水
時
の
教

訓
を
活
か
し
た
水
害
Ｔ
Ｌ
の
策
定
な
ど
を

進
め
て
き
た
。
町
は
平
成
30
年
9
月
に
水

害
Ｔ
Ｌ
の
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
令
和
元

年
度
に
試
行
版
を
策
定
、
2
年
度
か
ら
実

運
用
に
移
行
。
Ｔ
Ｌ
を
活
用
し
て
町
は
年

1
回
、
職
員
を
対
象
と
し
た
災
害
対
策
本

部
の
開
設
・
運
営
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。

　

町
総
務
課
防
災
安
全
推
進
室
に
所
属
す

る
地
域
防
災
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
林
隆
峰
さ
ん

は
、
陸
上
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
で
、
平
時
は
防
災

訓
練
の
企
画
運
営
や
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
、
住
民
対
象
の
防
災
学
習
の
講
師
な
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が
お
目
見
え
す
る
予
定
で
す
」
と
話
す
。

　

町
は
今
年
6
月
、
3
基
目
の
プ
ラ
ン
ト

を
整
備
す
る
方
針
を
固
め
た
。
笹
川
・
北

鹿
追
・
東
瓜
幕
地
区
の
酪
農
家
19
戸
を
対

象
と
し
て
、
日
量
４
５
０
㌧
の
ふ
ん
尿
を

処
理
で
き
る
。
既
存
の
中
鹿
追
・
瓜
幕
の

両
プ
ラ
ン
ト
と
合
わ
せ
て
、
町
内
ほ
ぼ
全

域
の
酪
農
家
を
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
は
、
環
境
省
の
地

域
連
携
・
低
炭
素
水
素
技
術
実
証
事
業
が

町
内
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
エ
ア
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
（
大
阪
）
や
鹿
島
建
設
（
同
）、
日

鉄
住
金
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
＆
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
東
京
）
な
ど
が
主
体
と
な
り
、
バ

イ
オ
ガ
ス
を
利
用
し
て
燃
料
電
池
に
必
要

な
水
素
を
製
造
す
る
実
験
を
進
め
て
い
る
。

　

平
成
29
年
1
月
に
は
、
中
鹿
追
プ
ラ
ン

ト
に
水
素
製
造
供
給
施
設
「
し
か
お
い
水

素
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
置
。
こ
こ
で
製
造
さ

れ
た
水
素
は
、
協
力
企
業
の
燃
料
電
池

（
Ｆ
Ｃ
）
自
動
車
の
ほ
か
、
町
内
や
帯
広

市
で
試
験
的
に
導
入
し
た
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
で
活
用
し
て
い
る
。
水
素
を
運
搬

し
て
Ｆ
Ｃ
に
充
填
す
る
た
め
の
簡
易
型
水

素
充
填
車
の
試
験
運
転
も
行
わ
れ
て
い
る
。

自
営
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

　

鹿
追
町
は
今
年
3
月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
へ
の
挑
戦
を
宣
言
し
た
。
町
内
で

消
費
さ
れ
る
全
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
バ
イ

オ
ガ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
生
み
出
し
た
電
気
、
熱
、
水
素

で
代
替
し
、
令
和
32
（
２
０
５
０
）
年
ま

で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。
町
は
バ
イ
オ
ガ
ス

や
水
素
の
利
用
と
並
行
し
て
、
平
成
30
年

に
は
「
認
定
こ
ど
も
園
し
か
お
い
」
に
地

中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
導
入
し
た
。

　

近
年
は
、
温
度
変
化
が
小
さ
い
地
下

10
〜
１
０
０
㍍
程
度
の
浅
い
地
盤
に
蓄
え

ら
れ
た
地
中
熱
の
活
用
が
進
ん
で
き
た
。

外
気
や
水
な
ど
の
液
体
を
媒
体
と
し
て
熱

交
換
を
行
う
。
地
熱
や
温
泉
熱
と
違
い
、

幅
広
い
地
域
で
利
用
が
可
能
で
、
建
物
の

冷
暖
房
や
給
湯
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
加
温

な
ど
に
も
活
用
さ
れ
、
化
石
燃
料
の
使
用

量
削
減
に
寄
与
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
町
は
令
和
元
年
度
に
公
共
施
設

中
心
エ
リ
ア
を
対
象
に
電
柱
44
本
と
電
線

網
約
4
㌔
を
独
自
に
設
置
。
災
害
な
ど
に

よ
る
停
電
発
生
時
に
は
、
出
力
４
４
０
㌔

㍗
の
太
陽
光
発
電
施
設
と
２
７
０
㌔
㍗
時

の
容
量
を
持
つ
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
役
場
庁
舎
や
国

保
病
院
、
鹿
追
小
学
校
な
ど
の
公
共
施
設

に
電
力
を
供
給
す
る
自
営
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
し
た
。
中
鹿
追
プ
ラ
ン
ト
の
Ｆ

Ｉ
Ｔ
終
了
を
見
据
え
、
令
和
10
年
に
も
地

域
新
電
力
会
社
を
設
立
し
、
電
力
の
地
産

地
消
を
進
め
る
構
想
も
描
い
て
い
る
。

７
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
─
上
士
幌
町

 

上
士
幌
町
で
は
６
カ
所
、
７
基
の
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
中
だ
。
こ
の
う

ち
４
基
は
上
士
幌
町
農
協
と
町
内
の
農
業

者
が
出
資
し
て
設
立
し
た
「
上
士
幌
町
資

源
循
環
セ
ン
タ
ー
」
が
平
成
29
年
に
３

基
、
令
和
元
年
に
１
基
を
整
備
。
町
が
１

基
を
整
備
し
、
残
る
２
基
は
町
内
の
酪
農

法
人
」
が
独
自
に
整
備
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
と
町
が
整
備
し
た
プ
ラ
ン
ト
は
、
家

畜
ふ
ん
尿
の
処
理
を
希
望
す
る
農
場
の

３
・
５
㌔
圏
内
に
プ
ラ
ン
ト
を
配
置
し
、

運
搬
コ
ス
ト
を
抑
制
。
セ
ン
タ
ー
が
整
備

し
た
４
基
の
う
ち
３
基
と
町
有
プ
ラ
ン
ト

は
日
量
１
０
０
㌧
の
処
理
能
力
が
あ
り
、

出
力
３
０
０
㌔
㍗
の
発
電
能
力
が
あ
る
。

萩
ケ
岡
地
区
の
１
基
は
処
理
能
力
が
日
量

１
５
０
㌧
で
、
出
力
４
５
０
㌔
㍗
の
発
電

機
を
備
え
る
。
町
内
プ
ラ
ン
ト
７
基
に
よ

る
発
電
能
力
は
、
２
２
７
０
㌔
㍗
に
上
る
。

道
内
初
の「
自
治
体
新
電
力
」に

　

上
士
幌
町
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で

生
み
出
さ
れ
た
電
力
の
地
産
地
消
に
向
け

て
電
力
小
売
事
業
に
進
出
し
た
。
平
成
30

年
に
町
が
資
本
金
の
約
６
割
を
出
資
し
て

設
立
し
た
観
光
地
域
商
社
・「
株
式
会
社

ｋ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
（
カ
ー
チ
）」
は
、「
道
の
駅

か
み
し
ほ
ろ
」
の
運
営
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
運
営
、
旅
行
業
代
理
業
な
ど
を
手
掛
け

る
一
方
、
同
年
10
月
に
は
「
か
み
し
ほ
ろ

電
力
」
と
し
て
小
売
電
気
事
業
者
登
録
を

完
了
。
道
内
で
初
め
て
と
な
る
〝
自
治
体

新
電
力
〟
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

カ
ー
チ
は
、
平
成
31
年
２
月
よ
り
町
内

の
公
共
施
設
や
農
協
の
施
設
に
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
で
発
電
し
た
電
力
を
供
給
す

る
ほ
か
、
町
内
の
一
般
家
庭
や
農
業
者
、

上士幌町居辺のバイオガスプラント

特集 気候変動時代─「緩和」と「適応」の取組
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14
市
町
が
C
O
2
ゼ
ロ
宣
言

　

令
和
32
（
２
０
５
０
）
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
（
C
O
2

）
の
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を

表
明
し
た
道
内
市
町
村
は
15
市
町
に
上

る
。
産
業
や
防
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
気
候
変
動
の
影
響
が
広
が
る
中
、
温

暖
化
の
「
緩
和
策
」
と
し
て
、
多
く
の
市

町
村
で
C
O
2

排
出
抑
制
や
脱
炭
素
化
に

向
け
た
動
き
が
加
速
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
①
省
エ
ネ
＝
徹

底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
②
再
エ
ネ
＝

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
③
移

動
＝
移
動
の
脱
炭
素
化
④
資
源
＝
資
源
循

環
・
吸
収
源
対
策
⑤
行
動
＝
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
革
・
技
術
革
新
─
が
あ
る
。
道

内
市
町
村
で
も
、
再
エ
ネ
や
省
エ
ネ
の
分

野
を
中
心
と
し
て
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た

多
様
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

酪
農
や
畜
産
が
盛
ん
な
道
東
を
中
心
に

取
組
が
拡
大
し
て
い
る
の
が
、
家
畜
ふ
ん

尿
な
ど
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
に
よ
る

熱
電
供
給
（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

だ
。
十
勝
管
内
で
は
現
在
、
家
畜
ふ
ん
尿

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
を
処
理
す
る
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
合
計
50
基
稼
働
し

て
お
り
、
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
活
用

し
た
発
電
や
熱
供
給
、
副
産
物
と
し
て
生

じ
る
堆
肥
や
発
酵
液
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
士
幌
町
と
清
水
町
で
は
、
食
品
加

工
残
さ
や
規
格
外
の
ビ
ー
ト
や
小
麦
を
、

中
札
内
村
で
は
デ
ン
プ
ン
工
場
の
残
さ
や

豚
の
ふ
ん
尿
を
利
用
し
た
熱
電
供
給
や
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
製
造
な
ど
の
取
組
も

行
わ
れ
て
い
る
。

バ
イ
オ
ガ
スの
先
進
地
─
鹿
追
町

　

鹿
追
町
は
、
平
成
19
年
に
町
内
初
と
な

る
「
中
鹿
追
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
」
を

整
備
。
28
年
に
は
2
カ
所
目
と
な
る
「
瓜

幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
」
が
運
転
を
開

始
し
た
。
中
鹿
追
プ
ラ
ン
ト
は
日
量
１
０

０
㌧
、
瓜
幕
プ
ラ
ン
ト
は
２
０
０
㌧
の
家

畜
ふ
ん
尿
を
処
理
。
発
生
す
る
メ
タ
ン
を

主
成
分
と
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
を
燃
料
と
し

て
、
熱
と
電
力
の
供
給
が
可
能
な
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
発
電
機
を
稼
働
。
施

設
内
の
電
力
と
熱
供
給
を
賄
う
。
中
鹿
追

プ
ラ
ン
ト
は
6
千
㌔
㍗
、
瓜
幕
プ
ラ
ン
ト

は
1
万
4
千
㌔
㍗
の
発
電
能
力
を
有
し
て

お
り
、
余
剰
電
力
は
売
電
に
回
し
て
い
る
。

　

鹿
追
町
農
業
振
興
課
の
城
石
賢
一
・
環

境
保
全
セ
ン
タ
ー
担
当
課
長
は
「
平
成
19

年
の
当
時
は
、
売
電
単
価
も
安
く
、
採
算

は
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
で
し
た
が
、
25
年
に

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
が
導
入

さ
れ
て
以
降
、
売
電
収
入
が
増
え
、
設
備

更
新
の
費
用
を
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で
発
生
す
る
熱

は
、
ふ
ん
尿
タ
ン
ク
の
凍
結
を
防
ぐ
加
温

に
利
用
し
て
い
る
ほ
か
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の

養
殖
や
マ
ン
ゴ
ー
の
栽
培
な
ど
、
新
た
な

特
産
品
開
発
に
利
用
し
て
い
る
。
マ
ン

ゴ
ー
は
九
州
な
ど
道
外
の
主
要
産
地
が
端

境
期
を
迎
え
る
12
月
に
出
荷
す
る
た
め
、

春
か
ら
初
夏
に
は
、
雪
冷
房
で
栽
培
ハ
ウ

ス
を
冷
や
し
、
秋
以
降
は
加
温
し
て
、
開

花
時
期
を
調
整
し
て
い
る
。
城
石
課
長
は

「
チ
ョ
ウ
ザ
メ
か
ら
キ
ャ
ビ
ア
を
採
取
す

る
に
は
8
年
も
か
か
り
ま
す
。
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
来
年
に
は
、
鹿
追
産
キ
ャ
ビ
ア

鹿追町の城石賢一・農業振興課環境保
全センター担当課長

　

温
暖
化
の
緩
和
策
と
し
て
、
令
和
32
（
2
0
5
0
）
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2

）
の

排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
実
現
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
十
勝
管
内
で
は
家
畜
ふ
ん
尿

を
活
用
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
普
及
が
進
む
。
一
方
で
石
油
や
ガ
ス
な
ど
化
石
燃
料
の
使
用
料
削
減
に
向
け
て
、
高

い
省
エ
ネ
効
率
を
発
揮
す
る
「
Z
E
B
庁
舎
」
が
道
内
各
地
で
誕
生
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
ガ
ス
電
力
は
次
の
ス
テッ
プへ

省
エ
ネ
効
率
の
高
い
Z
E
B
庁
舎
も
続
々
完
成

市
町
村
に
よ
る
脱
炭
素
の
取
組

現
場
か
ら
の
報
告 

●❹
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50
％
以
上
削
減
し
た
建
物
を
認
定
す
る

「
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
」
を
道
内
の
市
町

村
で
初
め
て
取
得
し
た
。

　

新
し
い
複
合
庁
舎
は
、
現
庁
舎
の
南
側

に
あ
る
文
化
会
館
の
駐
車
場
で
建
設
が
進

ん
で
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地

上
3
階
・
塔
屋
1
階
、
延
べ
床
面
積
３
８

０
６
平
方
㍍
で
、
町
役
場
庁
舎
と
文
化
会

館
の
機
能
を
併
設
し
た
複
合
施
設
と
し
て

整
備
。
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
は
じ

め
、
室
内
が
む
ら
な
く
暖
ま
る
輻
射
冷
暖

房
の
ほ
か
、
地
中
に
埋
設
し
た
樹
脂
管
を

使
っ
て
外
気
を
建
物
の
地
下
ピ
ッ
ト
に
送

り
込
み
、
地
中
熱
を
利
用
し
て
予
冷
・
予

熱
を
行
う
。
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ビ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
管
理
も
行
う
。

　

複
合
施
設
の
南
側
に
は
、
2
階
建
て
の

防
災
棟
（
延
べ
４
３
８
平
方
㍍
）
も
新
設

し
、
防
災
専
用
車
庫
や
備
品
庫
、
自
家
発

電
機
、
蓄
電
池
室
を
配
置
す
る
。
現
在
の

本
庁
舎
は
昭
和
2
年
建
設
。
道
内
市
町
村

で
最
古
の
現
役
庁
舎
と
さ
れ
る
。
新
庁
舎

完
成
後
は
解
体
し
、
跡
地
を
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
と
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る
。

　

町
総
務
課
の
人
見
完
至
主
査
は
「
新
た

な
複
合
施
設
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
温
暖
化
対
策

に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
」
と
話

す
。
町
の
試
算
で
は
、
庁
舎
全
体
の
空
調

や
機
械
設
備
、
照
明
、
昇
降
機
な
ど
を
合

わ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
設
計
値

は
、
1
平
方
㍍
あ
た
り
年
間
６
５
０
メ
ガ

ジ
ュ
ー
ル
。
同
規
模
の
建
物
と
比
較
し
て

51
％
の
削
減
と
な
る
見
込
み
と
い
う
。

　

事
業
費
は
防
災
棟
を
含
め
て
34
億
円
。

庁
舎
建
設
基
金
の
ほ
か
、
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助
金
（
環
境

省
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・
転
換

理
解
促
進
事
業
費
等
補
助
金
（
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
）、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
（
国
土
交
通
省
）
を
活
用
す
る
。

期
待
以
上
の
省
エ
ネ
─
美
幌
町

　

美
幌
町
の
新
庁
舎
は
、
令
和
元
年
9
月

着
工
、
今
年
5
月
に
供
用
開
始
し
た
。
同

町
は
年
間
の
寒
暖
差
が
50
度
を
超
え
る
地

域
だ
が
、
計
画
段
階
で
環
境
配
慮
型
庁
舎

の
方
針
が
決
ま
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
導
入
に
向
け

た
検
討
を
開
始
。
令
和
元
年
に
建
築
物
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示
制
度
（
Ｂ
Ｅ
Ｌ

Ｓ
）
の
最
高
評
価
を
獲
得
し
た
。

　

新
庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地

上
3
階
・
地
下
1
階
、
延
べ
床
面
積
は
４

７
６
０
平
方
㍍
。
屋
上
に
は
太
陽
光
パ
ネ

ル
24
枚
を
設
置
し
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
池
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
停
電
時

で
も
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
）
や
通
信
設
備
を
維
持
で
き
る
。
建

物
の
階
段
部
は
、
吹
き
抜
け
構
造
と
す
る

こ
と
で
、
換
気
や
採
光
で
モ
ー
タ
ー
や

フ
ァ
ン
な
ど
の
動
力
を
用
い
な
い
パ
ッ
シ

ブ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
冷
暖
房
は
電
気
式

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
空
調
機
を
採
用
し
た
。

　

地
中
熱
の
活
用
に
よ
り
、
氷
点
下
20
度

を
下
回
る
環
境
で
も
、
安
定
し
た
暖
房
稼

働
が
可
能
と
い
う
。
換
気
も
外
気
を
直
接

取
り
込
ま
ず
に
熱
交
換
さ
せ
る
こ
と
で
冷

却
・
暖
房
に
か
か
る
負
荷
を
抑
え
る
。
各

フ
ロ
ア
に
は
室
外
の
明
る
さ
に
よ
っ
て
照

度
が
変
動
す
る
セ
ン
サ
ー
付
き
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
を
設
置
。
庁
内
設
備
の
稼
働
状
況
を

「
見
え
る
化
」
し
、
電
力
需
要
に
応
じ
て
空

調
な
ど
を
制
御
す
る
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
も
導
入
。

庁
舎
1
階
に
は
稼
働
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
確
認
で
き
る
モ
ニ
タ
ー
を
設
け
た
。

　

総
事
業
費
は
外
構
を
含
め
て
31
億
6
千

万
円
。
環
境
省
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
等
補
助
金
が
5
億
３
７
０
０

万
円
、
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
緊
急

対
策
事
業
債
2
億
7
千
万
円
、
公
共
施
設

等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
14
億
２
４
０
０

万
円
の
ほ
か
、
町
の
基
金
か
ら
9
億
3
千

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
充
当
し
た
。

　

美
幌
町
総
務
部
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

の
竹
下
護
主
査
は
「
そ
の
日
の
天
候
や
気

温
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

に
よ
る
稼
働
時
間
の
管
理
な
ど
に
よ
っ

て
、
現
状
で
は
設
計
値
以
上
の
省
エ
ネ
効

果
が
出
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
」
の
認
証
を
め

ぐ
っ
て
は
、
来
年
1
月
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
大
樹
町
の
新
庁
舎
も
認
証
を
取

得
。
深
川
市
が
整
備
を
計
画
し
て
い
る
新

庁
舎
も
、
実
施
設
計
段
階
で
取
得
の
見
通

し
が
立
っ
た
。
市
は
今
秋
の
着
工
に
向
け

て
、
既
存
建
物
の
解
体
な
ど
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
庁
舎
改
築
を
検
討
し

て
い
る
網
走
市
や
紋
別
市
も
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
庁
舎
」

の
実
現
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。

今年5月に供用開始した美幌町の新庁舎

特集 気候変動時代─「緩和」と「適応」の取組
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事
業
所
と
も
戸
別
契
約
し
て
お
り
、
契
約

件
数
は
約
４
０
０
件
に
上
る
。
電
力
の
地

産
地
消
を
構
築
す
る
た
め
、
特
定
卸
供
給

の
仕
組
み
を
活
用
し
、
カ
ー
チ
と
北
海
道

ガ
ス
（
札
幌
）
が
協
力
し
て
、
上
士
幌
地

域
へ
電
力
の
供
給
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
は
災
害
な
ど
で
外
部
か
ら
送
電
が
途

絶
し
た
際
に
は
、
蓄
電
池
と
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
生

み
出
す
電
力
を
町
内
に
直
接
供
給
す
る

「
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
」
の
構
築
に
向
け

た
可
能
性
を
模
索
し
て
お
り
、
昨
年
３
月

に
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
た
。

　

町
は
「
電
力
の
地
産
地
消
を
地
域
商
社

の
カ
ー
チ
が
受
け
皿
と
な
っ
て
担
う
こ
と

は
、
地
域
経
済
の
好
循
環
と
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
検
討
中
の

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
は
、
現
行
の
制
度
下

で
は
、
蓄
電
池
な
ど
の
投
資
コ
ス
ト
が
大

き
く
、
平
常
時
は
採
算
に
見
合
っ
た
運
用

方
法
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
く
、
遠
隔
操

作
や
自
動
化
な
ど
の
課
題
も
多
い
と
考
え

ま
す
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
「
災
害
時
に
も
電
力
供

給
が
途
絶
え
る
心
配
が
無
い
と
い
う
こ
と

は
、
町
内
で
生
活
す
る
上
で
安
心
感
を
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
町
が
進
め
て

い
る
移
住
・
定
住
施
策
の
促
進
に
も
貢
献

で
き
る
」
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

ノ
ン
フ
ァ
ー
ム
型
接
続
と
は
？

　

環
境
省
が
管
内
19
市
町
村
を
「
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
」
に
認
定
す
る
な
ど
、
バ

イ
オ
マ
ス
先
進
地
と
し
て
前
進
す
る
十
勝

管
内
に
激
震
が
走
っ
た
。
北
海
道
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
札
幌
）
が
平
成
30
年
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
を
計
画
し
て

い
る
事
業
者
に
対
し
て
、
道
東
エ
リ
ア
の

送
電
を
担
う
日
高
幹
線
の
空
き
容
量
が
無

い
た
め
、
施
設
の
運
転
開
始
後
も
系
統
連

系
が
で
き
る
見
込
み
が
立
た
な
い
と
通

告
。
送
電
線
を
増
強
す
る
に
は
多
額
の
費

用
負
担
が
必
要
に
な
る
と
し
て
、
一
部
の

事
業
主
体
は
計
画
の
凍
結
を
迫
ら
れ
た
。

　

帯
広
市
や
十
勝
町
村
会
、
十
勝
農
業
協

同
組
合
連
合
会
、
帯
広
商
工
会
議
所
な
ど

11
団
体
は
同
年
10
月
に
「
十
勝
バ
イ
オ
マ

ス
関
連
事
業
推
進
協
議
会
」
を
設
立
。
管

内
が
有
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
や
導
入
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、
送
電
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
な

ど
を
求
め
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は

今
年
1
月
か
ら
、
系
統
の
容
量
に
空
き
が

あ
る
と
き
は
発
電
事
業
者
か
ら
電
力
を
受

け
入
れ
る
一
方
、
容
量
に
空
き
が
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
発
電
事
業
者
が
出
力
制

御
に
応
じ
る
「
ノ
ン
フ
ァ
ー
ム
型
接
続
」
を

全
国
一
斉
に
制
度
化
。
管
内
の
事
業
者
も

契
約
を
切
り
替
え
て
送
電
を
続
け
て
い
る
。

　

電
気
事
業
者
で
構
成
す
る
国
の
認
可
法

人
・
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
（
広
域

機
関
）
は
今
年
4
月
、
地
域
間
送
電
網

（
連
系
線
）
の
増
強
案
を
ま
と
め
た
。
必

要
な
投
資
額
を
最
大
4
・
8
兆
円
と
試

算
。
ル
ー
ト
の
優
先
度
を
見
極
め
な
が

ら
、
優
先
度
を
決
め
て
整
備
に
着
手
す
る

な
ど
、
再
エ
ネ
発
電
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、

温
暖
化
対
策
の
加
速
と
と
も
に
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
を
続
け
て
い
る
。
協
議
会
事
務

局
の
帯
広
市
農
政
部
農
政
課
は
「
制
度
の

変
更
や
新
設
な
ど
の
動
き
を
逐
次
把
握
し

な
が
ら
、
管
内
市
町
村
に
提
供
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

環
境
配
慮
複
合
施
設
─
古
平
町

　

道
内
で
は
、
市
町
村
に
よ
る
庁
舎
改
築

ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
る
。
大
規
模
災
害

時
の
本
部
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
老
朽

化
が
進
む
市
町
村
の
庁
舎
改
築
を
後
押
し

し
よ
う
と
、
国
は
平
成
29
年
に
「
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
」
の
起
債
対

象
に
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
な

ど
を
追
加
。
改
築
費
用
の
一
部
を
交
付
税

措
置
の
対
象
と
し
た
た
め
だ
。
改
築
に
合

わ
せ
て
、
C
O
2

の
排
出
削
減
や
環
境
負

荷
の
低
減
に
取
り
組
む
市
町
村
も
多
い
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
（
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性

能
表
示
制
度
）
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ
と
再

エ
ネ
を
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
化
石
燃
料

を
主
と
す
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量

を
大
幅
削
減
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
の

認
証
を
受
け
た
庁
舎
も
誕
生
し
て
い
る
。

　

古
平
町
は
令
和
2
年
、
町
内
に
お
け
る

C
O
2

排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
実
現
を
宣
言
。
令

和
4
年
1
月
の
完
成
に
向
け
て
建
設
中
の

新
し
い
複
合
庁
舎
は
、
高
断
熱
化
や
高
効

率
な
省
エ
ネ
設
備
を
備
え
、
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
同
規
模
の
建
物
と
比
べ
て

令和4年1月に完成予定の古平町新庁舎の完成予想図。中央
部は吹き抜けによる自然採光・換気を採用
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伏
流
水
を
使
っ
た
酒
造
り
が
行
わ
れ
る
。

　

上
川
大
雪
酒
造
の
成
功
を
踏
ま
え
、
国

の
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
も
活
用
し
た
公

設
に
よ
る
酒
蔵
を
整
備
し
、
地
元
米
に
よ

る
酒
造
り
に
乗
り
出
し
た
東
川
町
は
「
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
観
光
面
で
の
効
果
は
未

知
数
で
す
が
、
三
千
櫻
酒
造
さ
ん
は
マ
ス

コ
ミ
の
取
材
に
も
丁
寧
で
、
継
続
的
に
取

り
上
げ
て
も
ら
う
な
ど
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
」（
産
業
振
興
課
商
工

観
光
推
進
室
）
と
手
応
え
を
語
る
。
限
定

ボ
ト
ル
に
詰
め
た
地
酒
を
「
東
川
米
」
と

並
ぶ
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
目
玉
に

し
て
い
き
た
い
と
期
待
す
る
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
の
拠
点
を

　

道
外
の
気
温
上
昇
に
伴
い
、
冷
涼
な
気

候
や
雄
大
な
自
然
を
求
め
、
道
内
で
移
住

体
験
（
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
）
を
す
る
人
も

増
え
て
い
る
。
道
総
合
政
策
部
の
ま
と
め

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
が
少
な
か
っ
た
令
和
元
年
度
の
利

用
者
数
は
、
デ
ー
タ
の
あ
る
平
成
18
年
度

以
降
最
多
の
４
６
６
６
人
と
な
っ
た
。
市

町
村
別
の
利
用
者
数
は
、
釧
路
市
が
23
年

度
以
降
不
動
の
ト
ッ
プ
だ
が
、
2
位
は
29

年
度
以
降
3
年
連
続
で
上
士
幌
町
だ
。

　
「
地
方
創
生
」
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
も
呼
ば
れ
る
上
士
幌
町
が
、
さ
ら
な
る

関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
仕
事
と
休
暇
を
組
み
合
わ
せ

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
呼
び
込
み
だ
。
国

の
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用
し

て
、
町
が
令
和
2
年
に
新
築
し
た
「
か
み

し
ほ
ろ
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
」
は
、
町
外
か

ら
訪
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
客
ら
が
有
料
で
利
用

で
き
る
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
座
席
や
会
議

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
中
心
市

街
地
の
外
れ
に
あ
り
、
西
向
き
の
窓
の
外

に
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
が
広
が
り
、
遠
く

に
ナ
イ
タ
イ
高
原
牧
場
や
東
大
雪
の
山
々

を
望
む
眺
め
が
自
慢
の
施
設
だ
。

　

町
は
、
新
た
な
企
業
誘
致
の
取
組
と
し

て
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を
決
定
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
策
と
し

て
テ
レ
ワ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
る
中
、
令
和

2
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
町
と
関
わ
り

が
あ
る
企
業
な
ど
8
社
と
年
間
利
用
契
約

を
締
結
し
、
今
年
3
月
ま
で
に
延
べ
約
２

５
０
回
の
利
用
が
あ
っ
た
。「
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
大
々
的
な
Ｐ
Ｒ
も
で
き
て
い
ま

ま
せ
ん
が
、
本
年
度
も
年
間
契
約
の
企
業

が
増
え
、
ほ
ぼ
毎
日
利
用
者
が
い
る
と
い

う
状
況
で
す
」
と
、
町
企
画
財
政
課
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
室
の
鈴
木
勇
汰
主
事
が
語
る
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
始
め
た
「
か

み
し
ほ
ろ
縁
ハ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
町
が
仲
介
役
と
な
り
、
町
内
事
業
者

が
抱
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
課
題
を
解
決
で

き
る
人
材
を
町
外
か
ら
募
集
。
5
事
業
者

が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
18
件

の
応
募
の
中
か
ら
2
件
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

成
立
す
る
な
ど
、
都
市
住
民
と
の
交
流
拡

大
に
結
び
付
け
て
い
る
と
い
う
。

長
期
滞
在
を
可
能
に
す
る

　

上
士
幌
町
は
さ
ら
に
、
総
事
業
費
1
億

2
千
万
円
を
投
じ
て
「
企
業
滞
在
型
交
流

施
設
」
と
い
う
、
4
人
分
の
個
室
と
リ
ビ

ン
グ
な
ど
の
共
用
部
分
か
ら
な
る
宿
泊
施

設
2
棟
を
建
設
。
令
和
4
年
4
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
だ
。
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と

の
一
体
的
な
活
用
で
、
福
利
厚
生
の
一
環

と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
企

業
な
ど
に
売
り
込
ん
で
い
く
方
針
だ
。

　

一
方
で
上
士
幌
町
の
中
心
市
街
地
に
は

宿
泊
施
設
が
少
な
い
こ
と
に
目
を
付
け
た

町
内
の
事
業
者
が
、
今
年
7
月
に
「
カ
ミ

シ
ホ
ロ
ホ
テ
ル
」
を
開
業
し
た
。
町
内
で

の
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
新
規
オ
ー
プ
ン
は
21

年
ぶ
り
。
客
室
は
15
室
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
客

の
利
用
も
見
込
ん
で
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

を
無
料
で
利
用
で
き
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
パ
ッ
ク
」
と
い
う
宿
泊
プ
ラ
ン
も
設
け

て
い
る
。
鈴
木
主
事
は
「
宿
泊
施
設
が
集

中
す
る
糠
平
温
泉
郷
な
ど
を
含
め
て
、
町

内
に
宿
泊
先
の
選
択
肢
が
増
え
、
余
暇
を

大きな看板もなく田園地帯に建つ東川町の三千櫻酒造。
のぼりと杉玉が目印だ

コロナ禍でも利用者を増やす「かみしほろシェアオフィ
ス」。実は階段下の個室ブースがよく利用されるという

特集 気候変動時代─「緩和」と「適応」の取組
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農
業
と
連
動
し
た
地
酒
づ
く
り

　

全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
日
本
酒
の

製
造
所
（
酒
蔵
）
だ
が
、
北
海
道
で
は
冷

涼
な
気
候
と
雪
が
も
た
ら
す
豊
富
な
天
然

水
、
温
暖
化
な
ど
に
伴
う
コ
メ
の
品
質
向

上
に
よ
り
、
新
た
な
酒
蔵
が
相
次
い
で
誕

生
し
て
い
る
。
平
成
29
年
に
上
川
大
雪
酒

造
（
本
社
・
上
川
町
）、
令
和
2
年
に
は

三
千
櫻
（
み
ち
ざ
く
ら
）
酒
造
（
同
・
東

川
町
）、
今
年
2
月
に
は
箱
館
醸
造
（
同
・

七
飯
町
）
が
開
業
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
、

道
産
の
酒
造
好
適
米
（
酒
米
）
を
使
っ
た

日
本
酒
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

道
内
産
の
酒
米
は
、
平
成
10
年
に
作
付

け
が
始
ま
っ
た
「
初
雫
」
が
最
初
で
、
そ

の
歴
史
は
浅
い
。
寒
冷
地
で
は
耐
冷
性
の

あ
る
タ
ン
パ
ク
含
有
量
が
高
い
コ
メ
の
栽

培
が
適
し
て
い
る
が
、
酒
米
は
タ
ン
パ
ク

値
が
低
い
ほ
ど
高
品
質
に
な
る
。
昭
和
45

年
に
は
官
民
共
同
の
「
北
海
道
酒
米
研
究

会
」
が
発
足
し
、
育
苗
、
施
肥
、
水
管
理

な
ど
栽
培
法
の
確
立
、
品
種
の
改
良
に
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
が
、
温
暖
化
が
進
む

現
代
に
花
開
い
た
。
現
在
、
道
内
で
は

「
吟
風
（
ぎ
ん
ぷ
う
）」「
彗
星
（
す
い
せ

い
）」「
き
た
し
ず
く
」
の
3
種
類
の
酒
米

が
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

　

道
産
米
の
酒
造
り
に
こ
だ
わ
る
上
川
大

雪
酒
造
は
平
成
29
年
、
新
規
で
は
清
酒
の

製
造
免
許
が
下
り
な
い
た
め
、
三
重
県
四

日
市
市
の
酒
蔵
を
移
転
す
る
と
い
う
形

で
、
道
内
で
は
約
20
年
ぶ
り
と
な
る
新
設

を
実
現
。
上
川
町
に
「
緑
丘
蔵
」
を
開
い

た
。
町
の
財
政
的
支
援
は
受
け
て
い
な
い

事
業
だ
が
、
町
が
整
備
し
、
平
成
25
年
7

月
に
開
業
し
た
観
光
庭
園
「
大
雪
森
の

ガ
ー
デ
ン
」
内
に
誘
致
し
た
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ

（
宿
泊
機
能
も
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
）
の
運

営
会
社
代
表
が
蔵
元
で
も
あ
り
、
町
職
員

も
手
弁
当
で
開
業
に
協
力
し
た
と
い
う
。

　

町
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
地
元
限

定
で
販
売
す
る
地
酒
「
神
川
」
な
ど
が
話

題
と
な
り
「
ホ
テ
ル
や
店
舗
な
ど
の
土
産

物
と
し
て
の
取
扱
い
や
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
利
用
も
増
え
、
か
な
り
の

経
済
効
果
が
あ
り
ま
す
」（
上
川
町
産
業

振
興
課
）
と
、
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
観

光
を
支
え
る
資
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
同
社
は
、
酒
蔵
が
な
か
っ
た
十

勝
地
方
で
、
醸
造
技
術
の
研
究
や
人
材
育

成
を
進
め
る
た
め
、
帯
広
畜
産
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
「
碧
雲
蔵
」
を
令
和
2

年
に
開
設
し
た
ほ
か
、
本
年
中
に
も
函
館

工
業
高
等
専
門
学
校
と
協
働
し
た
酒
蔵
を

函
館
市
内
に
開
設
す
る
予
定
と
い
う
。

温
暖
化
が
移
転
の
決
め
手
に

　

明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
に
岐
阜
県
中

津
川
市
で
創
業
し
た
三
千
櫻
酒
造
は
、
令

和
2
年
11
月
、
東
川
町
が
建
設
し
た
酒
蔵

で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。「
中
津
川
市

で
は
、
冬
の
仕
込
み
の
時
期
に
暖
か
い
日

が
増
え
、
酒
に
影
響
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
」
と
移
転
に
踏
み
切
っ
た
理
由

を
同
社
の
従
業
員
は
説
明
す
る
。
新
し
い

酒
蔵
で
は
、
町
内
産
の
「
彗
星
」
な
ど
の

酒
米
と
、「
上
水
道
の
な
い
町
」
と
し
て

知
ら
れ
る
東
川
町
自
慢
の
清
浄
で
豊
富
な

上川大雪酒造の緑丘蔵はガラス越しに日本酒の製造過程
を見学できる

　
道
外
の
気
温
上
昇
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ダ
メ
ー
ジ
を
回
避
す
る
た
め
、
冷
涼
な
北
海
道
に
移
転
・
進
出
す
る
企
業
が

増
加
し
、
良
質
な
農
作
物
な
ど
を
活
か
し
た
新
規
事
業
が
道
内
各
地
で
育
ち
始
め
て
い
る
。
雪
や
寒
さ
は
北
国
の
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と
さ
れ
て
き
た
が
、
気
候
変
動
の
時
代
に
お
い
て
は
、
他
の
地
域
に
無
い
貴
重
な
資
源
と
な
り
、
本
道

の
優
位
性
を
高
め
る
武
器
と
な
る
。
道
内
の
取
組
事
例
と
地
域
に
も
た
ら
す
効
果
を
探
っ
た
。

積
雪
寒
冷
地
の
メ
リッ
ト
を
最
大
限
に
活
用

温
暖
化
時
代
を
迎
え
た
北
海
道
の
可
能
性
と
は

北
海
道
の
優
位
性
を
高
め
る
た
め
に

現
場
か
ら
の
報
告 

●❺
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ま
ち
づ
く
り
に

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」の
視
点
を

北
海
道
大
学
大
学
院
地
球
環
境
科
学
研
究
院

教
授
　
山
中
　
康
裕
さ
ん

　
地
球
環
境
の
変
化
を
分
析
・
予
測
す
る

一
方
、
持
続
可
能
な
社
会
の
在
り
方
を
模

索
し
、
高
校
生
を
は
じ
め
、
次
世
代
の
環

境
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
山
中
教
授

は
、
気
候
変
動
の
影
響
が
深
刻
化
の
一
途

を
た
ど
る
中
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
視
点
は
不
可
欠
と
説
く
。

─
気
候
変
動
の
現
状
を
ど
う
捉
え
ま
す
か

　

二
酸
化
炭
素
（
CO

2

）
は
18
世
紀
半

ば
の
産
業
革
命
以
降
、
増
加
を
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
明
ら
か
に
人
為
的
な
影
響
と

言
え
る
地
球
温
暖
化
は
、
昭
和
40
年
代
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
対
策
の
国

際
ル
ー
ル
と
し
て
、
平
成
28
年
11
月
に
発

効
し
た
「
パ
リ
協
定
」
で
よ
う
や
く
、
２

０
５
０
年
（
令
和
32
年
）
を
目
標
と
し
て

CO

2

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と

い
う
各
国
の
取
組
が
本
格
化
し
ま
し
た
。

　

世
界
の
平
均
気
温
が
産
業
革
命
以
前
よ

り
も
2
度
上
昇
す
る
と
、
冬
の
間
に
日
本

列
島
上
空
の
大
気
を
冷
却
す
る
シ
ベ
リ
ア

か
ら
の
寒
気
も
弱
ま
る
た
め
、
北
海
道
の

気
温
は
3
度
く
ら
い
上
昇
し
ま
す
。
し
か

し
、
令
和
32
年
に
CO

2

の
実
質
排
出
量

ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世

界
の
気
温
は
1
・
5
度
の
上
昇
に
抑
え
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
で
も
北
海
道
で
は

2
度
以
上
の
気
温
上
昇
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
温
度
が
上
が
る
と
低
気
圧
が
発
達

し
や
す
く
な
る
の
で
、
平
均
値
は
さ
ほ
ど

変
わ
ら
な
く
て
も
、
集
中
豪
雨
や
豪
雪
な

ど
、
極
端
な
異
常
気
象
が
起
き
る
確
率
が

高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

─
ど
う
す
れ
ば
目
標
を
達
成
で
き
ま
す
か

　

多
く
の
新
興
国
は
、
先
進
国
の
発
展
に

追
い
付
く
た
め
に
は
、
も
っ
と
工
業
化
を

進
め
て
CO

2

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
先
進

国
が
こ
れ
ま
で
通
っ
て
き
た
の
と
同
じ
道

を
歩
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
良
い

近
道
が
あ
り
ま
す
。
長
大
な
電
話
線
を
張

り
巡
ら
さ
な
く
て
も
携
帯
電
話
が
使
え
る

よ
う
に
、
新
た
に
火
力
発
電
所
を
造
ら
な

く
て
も
、
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

道
が
今
年
6
月
に
設
置
し
、
私
が
座
長

を
務
め
て
い
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

推
進
協
議
会
」
に
は
、
道
内
の
産
業
界
か

ら
も
多
数
の
関
係
者
が
参
画
し
て
い
ま
す

が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
は
、
従
来

の
発
想
を
転
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
は
、
も
と
も
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
の
で
す

か
ら
、
さ
ら
に
風
力
な
ど
の
利
用
を
拡
大

し
て
い
く
上
で
、
道
内
外
に
電
力
を
送
る

た
め
の
送
電
網
の
脆
弱
性
が
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
風
力
で
水
素
を
生

産
し
て
、
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

水
素
社
会
へ
の
転
換
を
思
い
切
っ
て
進
め

れ
ば
良
い
の
で
す
。

─
こ
れ
か
ら
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
む

道
内
市
町
村
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

　

令
和
32
年
に
は
、
道
央
圏
や
旭
川
、
函

館
、
釧
路
な
ど
の
主
要
都
市
を
除
い
た
地

域
の
人
口
は
約
90
万
人
に
ま
で
減
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
全
人
口
の
約

1
％
に
相
当
し
ま
す
。
日
本
の
食
料
供
給

基
地
で
あ
る
北
海
道
の
農
村
地
域
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
1
％
の
人
た
ち
が
、
従
来

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
へ
の
配
慮
に

加
え
、
さ
ら
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ま
で
頑
張

れ
と
い
う
の
は
酷
な
話
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
は
ま
ず
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
域
と
し
て
持

ち
こ
た
え
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
将
来
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
な

る
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
視
点
は
不
可
欠
で
す
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

と
少
子
高
齢
化
な
ど
の
問
題
を
分
け
て
考

え
る
こ
と
は
止
め
、
ま
ち
が
ど
う
生
き
延

び
て
、
ど
ん
な
素
敵
な
ま
ち
に
し
て
い
く

の
か
を
考
え
る
時
、
一
緒
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

─
社
会
全
体
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
ね

　

本
気
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
取
り
組
む
と

社
会
が
全
く
変
わ
り
ま
す
。
電
気
自
動
車

に
乗
り
替
え
る
こ
と
で
CO

2

を
減
ら
す

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
夫
婦
で
定
時
退
勤

し
て
買
い
物
に
立
ち
寄
る
な
ど
、
CO

2

を
出
す
自
動
車
で
あ
っ
て
も
1
台
で
済
む

よ
う
な
、
ゆ
と
り
あ
る
社
会
を
目
指
す
べ

き
で
す
。
個
人
や
企
業
も
大
き
な
変
化
を

迫
ら
れ
ま
す
が
、
社
会
全
体
を
変
え
て
い

く
役
割
を
担
う
の
は
行
政
で
す
。
市
町
村

は
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
だ
け
を

請
け
負
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
発
想
は

捨
て
、
マ
チ
が
存
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

特集 気候変動時代─「緩和」と「適応」の取組
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楽
し
む
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
ー
が
充
実
し
て
い

け
ば
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
長
期
滞

在
者
も
増
え
る
は
ず
」
と
期
待
を
込
め
る
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
を
集
め
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
起
爆
剤
に
し
た
企
業

誘
致
に
は
、
函
館
市
も
注
目
す
る
。
首
都

圏
の
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
体
験
ツ
ア
ー
」
を
令
和
2
年
10
〜

11
月
に
初
め
て
開
催
し
た
。
羽
田
空
港
発

の
3
泊
4
日
と
6
泊
7
日
の
2
コ
ー
ス
を

用
意
し
、
38
社
67
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
た
」「
仕
事
に
集
中
で
き
、
作
業
が

捗
っ
た
」
と
い
っ
た
好
意
的
な
感
想
が
多

く
を
占
め
た
一
方
、
市
内
の
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
仕
事
に
欠
か
せ
な
い
個
室

や
ブ
ー
ス
で
区
切
ら
れ
た
空
間
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
費
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
料
、
市
電
・
バ
ス
共

通
乗
車
券
な
ど
を
含
む
旅
行
代
金
の
一
部

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
る
取
組
と
し

て
市
が
負
担
し
た
。「
67
人
の
参
加
者
の

う
ち
、
事
務
所
開
設
な
ど
の
決
定
権
を

持
っ
て
い
る
代
表
取
締
役
が
13
人
も
参
加

し
て
も
ら
う
な
ど
、
今
後
の
企
業
誘
致
に

も
つ
な
が
る
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
」

（
市
経
済
部
工
業
振
興
課
）
と
い
う
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
排
熱
活
用

　

今
年
4
月
、
雪
冷
熱
を
利
用
し
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
を
冷
却
す
る
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
が
美
唄
市
で
開
設
さ
れ
た
。
市

と
と
も
に
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た

共
同
通
信
デ
ジ
タ
ル
（
本
社
・
東
京
）
な

ど
が
出
資
す
る
新
会
社
・
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
（
同
・
美
唄
市
）
は
、
将
来

的
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
だ
け
で
な

く
、
排
熱
を
利
用
し
た
陸
上
養
殖
場
や
植

物
工
場
の
設
置
、
刈
り
取
っ
た
雑
草
や
稲

わ
ら
な
ど
を
原
料
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
な
ど
の
構
想
も
描
い
て
い
る
。

　

昨
年
7
月
に
は
、
市
が
所
有
す
る
工
業

団
地
の
敷
地
3
・
6
㌶
と
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
）
の
補
助
で
建
設
し
た
実
証
実
験
棟

な
ど
を
共
同
通
信
デ
ジ
タ
ル
が
取
得
。
実

験
棟
内
に
本
州
企
業
の
サ
ー
バ
ー
を
設
置

し
て
運
用
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
冬
場
に
貯

め
た
雪
を
熱
や
光
を
遮
る
バ
ー
ク
材
（
木

の
皮
の
チ
ッ
プ
材
）
で
覆
い
、
サ
ー
バ
ー

を
冷
却
す
る
た
め
の
不
凍
液
を
冷
や
す
。

　

市
は
平
成
10
年
代
か
ら
、
工
業
団
地
の

活
用
策
と
し
て
、
雪
冷
房
の
実
用
化
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
お
り
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
誘
致
で
は
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最

大
限
に
活
用
し
た
。
市
は
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
廃
熱
を
利
用
す
る
事
業
者
の
誘
致

も
進
め
て
お
り
、
市
の
担
当
職
員
は
、
廃

熱
を
利
用
し
た
ウ
ナ
ギ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
の

陸
上
養
殖
、
自
然
界
で
は
希
少
な
白
キ
ク

ラ
ゲ
栽
培
な
ど
の
実
証
実
験
の
実
績
を
携

え
、
企
業
に
美
唄
市
や
雪
冷
房
の
優
位
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　

市
の
工
藤
賢
・
経
済
観
光
課
長
は
「
通

常
の
ハ
ウ
ス
栽
培
は
、
冬
の
暖
房
費
が
コ

ス
ト
高
の
原
因
で
す
が
、
廃
熱
利
用
で
コ

ス
ト
が
抑
え
ら
れ
、
夏
は
雪
冷
熱
も
活
用

で
き
ま
す
」
と
し
、
生
産
し
た
野
菜
や
魚

介
類
な
ど
の
加
工
を
含
め
「
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
核
に
し
た
産
業
群
を
つ
く
り
、
雇

用
創
出
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
話
す
。

地
産
再
エ
ネ
を
大
量
消
費
へ

　

さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
本
社
・
大

阪
市
）
が
、
石
狩
市
の
石
狩
湾
新
港
地
域

で
平
成
23
年
に
運
用
を
開
始
し
た
石
狩

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
冷
涼
な
外
気
を
冷

房
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
一
般
的
な
都
市

型
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
比
べ
て
、
空
調
設

備
の
運
転
に
必
要
と
す
る
消
費
電
力
を
約

4
割
削
減
し
た
。

　

投
資
規
模
が
大
き
く
、
設
備
の
増
設
や

更
新
サ
イ
ク
ル
が
短
い
と
い
う
特
徴
が
あ

る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
一
般
的
な
工

場
な
ど
に
比
べ
る
と
、
設
備
の
維
持
・
運

営
に
携
わ
る
従
業
員
な
ど
の
数
は
比
較
的

少
な
く
、
立
地
地
域
に
お
け
る
雇
用
創
出

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
な
い
。

　

石
狩
市
は
平
成
22
年
1
月
に
「
石
狩
市

グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
立

地
促
進
条
例
」（
現
・
石
狩
市
地
域
未
来

投
資
促
進
条
例
）
を
施
行
。
積
極
的
に
誘

致
を
進
め
た
背
景
に
は
「
電
力
を
大
量
に

消
費
す
る
業
種
で
あ
り
、
市
内
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
力
の
供
給

先
と
し
て
期
待
さ
れ
る
」（
企
業
連
携
推

進
課
）
と
し
、
中
長
期
的
に
は
、
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
に
頼
ら
な

い
再
エ
ネ
発
電
に
よ
る
電
力
の
地
産
地
消

体
系
の
構
築
を
見
据
え
て
い
る
と
い
う
。

美唄市内の空知団地。バークに覆われた雪山の奥にデー
タセンターが見える
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ど
、
社
会
実
装
に
向
け
た
取
組
の
具
体
化

や
加
速
化
が
期
待
さ
れ
る
＝
表
2
。
人
口

減
少
が
著
し
い
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
先
端

技
術
を
活
用
し
た
人
手
不
足
対
策
や
生
産

性
の
向
上
が
も
た
ら
す
恩
恵
は
、
都
市
部

よ
り
も
よ
り
大
き
い
と
い
え
る
。
一
方
で

５
Ｇ
の
活
用
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
持
続
可
能
な
地
域

経
済
の
構
築
に
向
け
た
、
課
題
の
抽
出
や

明
確
化
は
一
層
重
要
に
な
る
。

５
Ｇ
活
用
の
実
証
実
験
は
道
内
で
も

　

道
内
で
も
５
Ｇ
を
活
用
す
る
取
組
が
動

き
始
め
た
。
道
が
令
和
2
年
3
月
に
公
表

し
た
「
北
海
道
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0

構
想
」
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
な
ど
、
未
来
技
術
の
活
用
に

よ
り
、
産
業
競
争
力
の
強
化
や
地
域
の
活

性
化
、
よ
り
質
の
高
い
暮
ら
し
を
実
現
す

る
指
針
と
し
て
策
定
さ
れ
た
。
人
口
減
少

に
伴
う
人
手
不
足
、
地
域
交
通
・
物
流
の

確
保
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
手
段
と
し

て
、
先
端
技
術
の
活
用
を
促
進
す
る
と
し

て
お
り
、
社
会
実
装
を
支
え
る
基
盤
と
し

て
５
Ｇ
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
＝
表
3
。

　

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
大
学
や

市
町
村
、
企
業
、
通
信
事
業
者
な
ど
が
連

携
し
て
、
５
Ｇ
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

実
証
実
験
が
、
道
内
各
地
で
開
始
さ
れ
て

い
る
。
特
に
本
道
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
や
畜
産
業
と
い
っ
た
第
一
次
産
業
を
中

心
と
す
る
取
組
が
進
展
し
て
い
る
＝
表

4
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
人
手
不
足

な
ど
を
背
景
に
、
注
目
度
が
高
い
ス
マ
ー

ト
農
業
を
例
に
と
る
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の

遠
隔
操
作
に
加
え
、
各
種
セ
ン
サ
ー
を
活

用
し
た
作
物
の
生
育
状
況
の
把
握
な
ど

が
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。　

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
、
５
Ｇ
を
活
用

し
た
通
信
環
境
の
充
実
が
欠
か
せ
な
い
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
５
Ｇ

を
活
用
し
た
実
証
実
験
の
取
組
は
、
ま
だ

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
費
用
対
効

果
の
検
証
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
は
複

数
あ
る
が
、
今
後
は
実
用
化
に
向
け
た
取

組
の
拡
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。
５
Ｇ
の
実

用
化
は
、
本
道
特
有
の
自
然
環
境
や
産
業

構
造
か
ら
生
じ
て
い
る
地
域
課
題
の
克
服

に
つ
な
が
る
潜
在
的
な
可
能
性
を
秘
め
て

お
り
、
多
様
な
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

■�表3　北海道の課題と先端技術
北海道の現状（さまざまな課題）

⃝�人口減少（人手不足、1次産業従事者の高齢化など）
⃝�医療（医師の偏在、感染症対策など）
⃝�教育（遠隔授業の環境整備など）
⃝��地域交通・物流の確保（バスやトラックの運転手の確保など）
⃝��安全・安心の暮らしの確保� �
（災害被害の軽減化、除雪の充実など）

未来技術の可能性

⃝�ドローンやロボット技術、ＡＩなどを活用した生産性の向上、
業務効率化

⃝�高速の通信回線などを活用した遠隔での医療や教育の充実
⃝�バスの自動運転やＭａａＳの実現などによる公共交通と物流の
確保

⃝�ＭａａＳや多言語翻訳機械の普及などによる外国人観光客の受
け入れ体制の強化

⃝�ＧＰＳやみちびきによるデータなどを活用した効率的、効果的
な除排雪の実現

（出所）「北海道Society5.0 構想」を基に、道銀地域総合研究所作成

■�表4　道内における実証実験の事例

主　体 実証事例

北海道大学
岩見沢市
NTTグループ

【スマート農業の実用化に向けた取組】
・�5Gを活用したロボットトラクターの公
道での走行実験
・�遠隔操作が可能となれば、農作業の省力
化、効率化が進展

上士幌町
とかち村上牧場
宮崎大学
KDDI㈱など

【牛舎内の作業効率化に向けた取組】
・�牛舎内に設置した4Kカメラを5Gシス
テムと接続し、サーバーに映像を伝送
・�サーバーでは乳牛の位置と個体識別を実
行
・�乳牛の居場所特定を通じて、獣医検診の
ための牛の探索時間短縮が期待される

W i r e l e s s  C i t y  
P l a n n i n g ㈱
ソフトバンク㈱
大成建設㈱

【トンネル工事現場の安全管理を目的とし
た取組】
・�工事現場に5Gネットワークを構築し、
センサーによるトンネル工事現場のデー
タ収集と建設機械の遠隔操作を実施
・�毒性ガスなどをリアルタイムに監視し、
危険な値が検出された際には作業員にア
ラートを送る仕組みの検証を実施。危険
時にはトンネル内の作業員へ通知するこ
とで、迅速な避難誘導が可能になると期
待される

（出所）各種報道資料などを基に、道銀地域総合研究所作成
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道内における5Gの活用と今後の展望
　5G（第5世代移動通信システム）に関する技術革新や、ビジネスへの活用に対する機
運が国内外で高まる中、地方創生の側面に注目が高まりつつある。本稿では、5Gの最新
動向を踏まえた上で、本道における社会実装に向けた取組を紹介する。
� （北海道銀行・道銀地域総合研究所）

約
１
０
０
倍
の
通
信
速
度
を
実
現

　

５
Ｇ
（
第
5
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム
）
は
、
次
世
代
の
通
信
技
術
。
令
和
2

年
春
か
ら
、
国
内
の
主
要
な
通
信
事
業
者

が
都
市
部
を
中
心
に
商
用
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
。
５
Ｇ
に
は
3
つ
の
特
徴
が
あ

る
。
現
在
の
約
１
０
０
倍
の
速
度
で
通
信

が
可
能
に
な
る
ほ
か
、「
超
低
遅
延
」（
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
の
操
作
が
可
能
）、「
多
数

同
時
接
続
」（
多
数
の
セ
ン
サ
ー
や
端
末

と
の
接
続
が
可
能
）
と
い
う
特
徴
が
加
わ

る
＝
表
1
。
農
林
水
産
業
、
製
造
業
、
交

通
・
物
流
（
自
動
運
転
）、
医
療
な
ど
、

幅
広
い
産
業
分
野
に
お
け
る
活
用
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
５
Ｇ
が
も
た
ら
す
効
果
と

し
て
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
や
経
営
の

合
理
化
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
な
ど
が
期
待

さ
れ
、
社
会
的
な
影
響
は
非
常
に
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴

う
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
機

会
増
加
も
、
５
Ｇ
を
活
用
し
た
通
信
環
境

の
充
実
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
一
層
高
め
る

可
能
性
が
あ
る
。

人
手
不
足
や
生
産
性
向
上
な
ど
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

　

５
Ｇ
の
活
用
は
、
技
術
開
発
の
議
論
だ

け
に
限
定
さ
れ
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
地

方
創
生
の
視
点
か
ら
も
、

重
要
な
テ
ー
マ
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
全
国
知

事
会
は
令
和
元
年
7
月
、

５
Ｇ
を
活
用
し
た
地
方
創

生
を
進
め
る
「
富
山
宣

言
」
を
採
択
し
た
。
こ
の

宣
言
で
は
、
５
Ｇ
を
は
じ

め
と
す
る
先
端
技
術
な
ど

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
地
域
に
お
け
る
利

便
性
や
労
働
生
産
性
を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
多

様
な
地
域
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
５
Ｇ
に
対
す
る

自
治
体
の
期
待
感
は
高
く
、
社
会
実
装
の

着
実
な
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

５
Ｇ
に
は
通
信
事
業
者
に
よ
る
全
国
向

け
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

と
い
う
地
域
の
企
業
や
自
治
体
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
農
場

や
工
場
と
い
っ
た
、
自
ら
の
敷
地
や
建
物

内
に
限
り
、
専
用
の
電
波
を
割
り
当
て
、

Ｗ
ｉ
─

Ｆ
ｉ
（
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
の
よ
う
に

５
Ｇ
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

令
和
2
年
度
の
政
府
予
算
に
は
、
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を

活
用
し
た
実
証
実
験
が
盛
り
込
ま
れ
る
な

■�表1　5Gにおける3つの特徴

特　徴 概　要

超高速・大容量

現在の移動通信システムより
約 100 倍速いブロードバンド
サービスを提供（2時間の映
画を3秒でダウンロード）

超低遅延 リアルタイムにロボットなど
の遠隔操作が可能

多数同時接続
身の回りのあらゆる端末機器
（約 100 個）などが同時に
ネット接続

（出所）�総務省「第5世代移動通信システム（5G）の今と
将来展望」などを基に、道銀地域総合研究所作成

（出所）�北海道総合通信局「地方創生の起爆剤、5G（第5世代移動通信シス
テム）」

■�表2　ローカル5Gの導入想定事例
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を
柔
軟
に
選
択
す
る
と
い
う
手
法
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
に
近
い
状

態
で
長
期
保
存
可
能
な
果
実
加
工
品
「
レ

ア
フ
ル
」、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食

用
に
粉
砕
・
加
工
し
た
「
コ
ー
ン
グ
リ
ッ

ツ
」、
農
産
物
の
流
通
コ
ス
ト
低
減
や
鮮

度
保
持
を
実
現
す
る
「
Ｍ
Ａ
包
装
」
な
ど

の
製
品
・
技
術
が
生
み
出
さ
れ
、
社
会
実

装
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
略
研
究
で
は
産
業
振
興
だ
け
で
な

く
、
北
海
道
の
地
域
が
抱
え
る
社
会
的
な

問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
農
村

集
落
に
お
け
る
生
活
環
境
の
創
出
と
産
業

振
興
に
向
け
た
対
策
手
法
の
構
築
」
で

は
、
人
口
減
少
が
進
む
地
域
に
お
い
て
安

全
か
つ
安
心
し
て
仕
事
や
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
一
次
産
業
の
省
力
・
軽
労
化

技
術
か
ら
街
づ
く
り
に
至
る
ま
で
、
モ
デ

ル
地
域
と
連
携
し
て
解
決
策
を
探
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、「
地
域
・
産
業
特
性
に

応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
型
利
用
モ
デ

ル
の
構
築
」
で
は
、
温
泉
・
地
中
熱
、
バ

イ
オ
マ
ス
、
廃
棄
物
な
ど
、
北
海
道
の
各

地
に
眠
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

活
用
し
、
地
域
の
生
活
や
産
業
を
よ
り
豊

か
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
研
究
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
総
合
研
究
機
関
と
し
て

の
総
合
力
を
発
揮
し
、
北
海
道
や
地
域
が

抱
え
る
諸
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
道
総

研
の
使
命
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
10
年
に
向
け
て

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
道
総
研
は

地
域
や
企
業
、
団
体
等
の
実
情
や
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
研
究
や
技
術
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
現
場
に
密
着
す
る
姿
勢
は
、

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
道
総
研
の
基
本
ス
タ
イ

ル
で
す
。

　

一
方
で
、
最
近
の
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会

情
勢
の
変
化
や
災
害
の
発
生
な
ど
が
、
経

済
社
会
や
生
活
様
式
の
大
変
換
を
も
た
ら

し
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
中
、
道
総
研
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
将
来
を
見
据
え
て
進
む
べ
き
方

向
を
示
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
と
も
に
成
果
の
社
会
実
装
に
邁
進

す
る
「
シ
ン
ク
＆
ド
ゥ
タ
ン
ク
」
と
な
る

こ
と
で
す
。
こ
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
始

め
る
取
組
を
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
名
付
け
、
広
く
全
道
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
協
働
に
よ
り
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
地
域
の
方
々
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て

参
画
し
、
事
業
を
リ
ー
ド
す
る
枠
組
み
を

つ
く
る
こ
と
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
経
済
と
環
境
が
循
環
し
、
持
続

す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
も
重
視
し

て
い
ま
す
。
単
な
る
「
も
の
づ
く
り
」
で

は
な
く
「
市
場
を
つ
く
り
上
げ
る
」「
地

域
を
豊
か
に
す
る
」
こ
と
が
最
終
目
標
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
気
候
変
動
や
人
口
減

少
下
に
お
い
て
も
、
国
内
外
の
先
進
モ
デ

ル
と
な
り
得
る
、
持
続
可
能
な
地
域
モ
デ

ル
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

始
動
し
た
「
道
産
コ
ー
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
道
総
研
と
道
内
の
企

業
、
農
協
な
ど
が
連
携
し
、
道
産
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
主
原
料
に
し
た
ウ
イ
ス
キ
ー
の

製
造
を
行
い
ま
す
。
来
年
4
月
か
ら
は
、

空
知
管
内
の
長
沼
町
で
蒸
留
を
開
始
し
、

令
和
7
年
の
販
売
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
初
め
て
ウ
イ
ス
キ
ー
が
作
ら

れ
て
間
も
な
く
１
０
０
年
を
迎
え
る
今
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
一
大
産
地
で
あ
る
北
海

道
に
ふ
さ
わ
し
い
お
酒
と
し
て
、
新
た
な

文
化
の
創
生
と
海
外
へ
の
発
信
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
振
興
の
た
め
養
殖
関
連
の

テ
ー
マ
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
社
会
的
要
請
の
強
い
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
再
エ
ネ
利
用
、
省
エ

ネ
）」
に
対
応
す
る
テ
ー
マ
な
ど
も
あ

り
、
北
海
道
の
発
展
に
向
け
て
、
新
た
な

活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
て
初
め
て
展
開
で
き
る
も
の

で
す
。
持
続
可
能
な
北
海
道
の
未
来
の
た

め
に
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本年度開始した、道総研チャレン
ジプロジェクトのスキーム

パンやお菓子の原料となるコーングリッツを道産コーンウイ
スキーの原料として活用
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道
総
研
の
概
要

　

道
総
研
は
、
平
成
22
年
4
月
に
22
の
道

立
試
験
場
等
を
統
合
し
、
丹
保
憲
仁
初
代

理
事
長
以
下
、
お
よ
そ
８
０
０
人
の
研
究

員
を
有
す
る
科
学
系
の
総
合
研
究
機
関
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
昨
年
、
設
立
か
ら

10
周
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
試

験
場
の
歴
史
は
古
く
、
農
業
研
究
本
部
畜

産
試
験
場
は
、
明
治
9
（
１
８
７
６
）
年

に
発
足
し
た
北
海
道
開
拓
使
の
牧
牛
場

（
現
在
の
札
幌
市
南
区
真
駒
内
）
に
ル
ー

ツ
を
持
ち
ま
す
。
ま
た
、
産
業
技
術
環
境

研
究
本
部
の
工
業
試
験
場
は
、
大
正
11

（
１
９
２
２
）
年
に
北
海
道
工
業
試
験
場

と
し
て
設
立
さ
れ
、
来
年
は
１
０
０
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
各
試
験
場
は
道
内

各
地
の
地
域
・
産
業
と
密
接
に
関
わ
っ
て

設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
も
地
域
と
と
も
に

そ
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
い
ま
す
。

総
合
力
を
発
揮
し
た
戦
略
研
究

─
地
域
や
産
業
へ
の
貢
献
─

　

道
総
研
は
設
立
後
す
ぐ
に
、
各
試
験
場

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
や
特
徴
を
活
か
し
つ

つ
、
分
野
を
横
断
し
て
取
り
組
む
戦
略
的

な
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成
22
〜
26

年
度
に
取
り
組
ん
だ
「
北
海
道
の
総
合
力

を
生
か
し
た
付
加
価
値
向
上
に
よ
る
食
産

業
活
性
化
の
推
進
」
で
は
、
食
産
業
と
い

う
広
い
テ
ー
マ
の
下
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
研
究
者
が
集
結
し
、
11
の
商
品
を
開
発

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
速

や
か
な
普
及
・
拡
大
ま
で
に
は
至
ら

ず
、
研
究
成
果
を
社
会
実
装
に
導
く

こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
道
総
研
設
立
の
5
年
後
に

は
戦
略
研
究
制
度
を
設
け
、
理
事
長

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
下
で
大
学
や
民

間
企
業
と
も
連
携
し
て
研
究
を
実
施

す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
か
ら
は
、
前
年
度
ま
で
の
食
産

業
研
究
を
発
展
さ
せ
た
「
素
材
・
加

工
・
流
通
技
術
の
融
合
に
よ
る
新
た

な
食
の
市
場
創
生
」
を
開
始
し
、
そ

の
際
、
研
究
の
計
画
段
階
か
ら
事
業

者
と
共
同
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
想
定
し
て
研
究
テ
ー
マ

持
続
可
能
な
北
海
道
の
未
来
を
目
指
し
て

　
地
方
独
立
行
政
法
人
・
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
（
道
総
研
）
は
、
農
業
、
水
産
業
、
林
業
、

産
業
・
環
境
、
建
築
の
5
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
総
合
研
究
機
関
で
す
。
私
た
ち
は
、
北
海
道
の
将
来

を
見
据
え
て
、
い
ま
何
を
す
べ
き
か
を
示
し
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
研
究
成
果
の
社
会
実
装
に
邁
進

す
る
「
シ
ン
ク
＆
ド
ゥ
タ
ン
ク
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

田中　義克
（たなか・よしかつ）

P r o f i l eP r o f i l e
地方独立行政法人
北海道立総合研究機構 理事長
昭和 26 年愛知県生まれ。名古
屋大学大学院修了。51 年トヨタ
自動車工業株式会社（現トヨタ
自動車株式会社）入社。平成
16 年同社常務役員となり、三好
工場長、衣浦工場長、明知工
場長を経て、18 年トヨタ自動車
北海道株式会社取締役社長。30
年から現職。トヨタ及びトヨタ自
動車北海道で 41 年間ずっともの
づくりに携わってきた。全道に展開する道総研

地
域
と
共
に
歩
む
道
総
研

第
　
回
1

新
連
載
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め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
依
然
と

し
て
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
食
事

の
最
中
に
、
む
せ
て
せ
き
を
し
た
り
、
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
た
め
に
く
し
ゃ
み
を
し

た
り
す
る
と
、
相
当
大
量
の
飛
沫
が
周
囲

に
拡
散
し
ま
す
。
食
事
中
の
せ
き
く
し
ゃ

み
は
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
の
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
飲
食
店
で
の
食
事
や
職

場
で
の
昼
食
な
ど
、
一
人
で
食
事
を
し
て

い
て
、
他
の
人
と
は
会
話
を
し
な
い
、
い

わ
ゆ
る
「
黙
食
」
で
も
、
周
囲
の
人
に
感

染
を
広
げ
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
す
。
そ

こ
で
、
食
事
を
す
る
場
所
は
し
っ
か
り
と

換
気
を
し
て
、
人
と
人
の
距
離
を
大
き
く

取
り
、
飛
沫
が
ほ
か
の
人
に
到
達
し
な
い

よ
う
に
す
る
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

他
の
人
と
一
緒
に
食
事
を
し
て
い
る
場

合
、
す
な
わ
ち
「
会
食
」
で
は
、
も
ち
ろ

ん
食
事
だ
け
で
な
く
、
会
話
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
飛
沫
は
か
な

り
飛
び
交
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か

ら
「
会
食
は
危
険
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
会
食
の
問
題
点
は
、
食
べ
物
を

口
に
運
ん
で
い
る
と
き
以
外
は
、
マ
ス
ク

を
し
て
飛
沫
を
飛
ば
さ
な
い
よ
う
に
し
て

会
話
を
す
べ
き
で
す
が
、
こ
れ
が
忘
れ
が

ち
で
、
マ
ス
ク
を
外
し
た
ま
ま
会
話
を
し

て
し
ま
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
て

も
、
人
と
人
が
近
接
し
て
い
た
り
、
体
が

接
触
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
か

な
り
高
い
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状

況
で
は
、
室
内
を
十
分
換
気
し
て
い
た
と

し
て
も
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

最
近
は
、
屋
外
に
集
ま
っ
て
会
食
を
す

る
人
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
換
気
が
十
分

な
の
で
安
全
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ

の
た
め
に
マ
ス
ク
を
外
し
た
ま
ま
、
接
近

し
た
状
態
で
会
話
を
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
屋
外
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
は
、
コ
ン
ロ
の
周
り
に
多
く
の
人
が

密
集
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
危
険
で
す
。

　

一
方
、
飲
食
な
し
の
会
合
や
会
議
な
ど

は
、
マ
ス
ク
を
し
た
ま
ま
会
話
が
行
わ

れ
、
人
と
人
と
の
距
離
を
十
分
に
取
り
、

室
内
が
換
気
さ
れ
て
い
れ
ば
、
危
険
性
は

相
当
低
い
と
い
え
ま
す
。
こ
う
し
て
み
る

と
、
飲
食
な
し
の
会
合
は
低
リ
ス
ク
、
一

人
で
の
飲
食
は
よ
り
リ
ス
ク
が
高
く
、
会

食
は
相
当
危
険
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
飲
酒
が
も
た
ら
す
危
険

　

飲
食
に
「
飲
酒
」
が
加
わ
る
と
感
染
リ

ス
ク
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
の
作
用
に
よ
り
自
制
心
が
失
わ
れ
、
感

染
対
策
が
お
ざ
な
り
に
な
り
ま
す
。「
マ

ス
ク
を
す
る
」「
人
に
話
し
か
け
な
い
」

3

「
人
の
体
に
触
れ
な
い
」
と
い
っ
た
感
染

防
止
に
必
要
な
制
限
が
煩
わ
し
く
感
じ
、

無
視
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
す
。
さ
ら

に
、
酔
い
が
進
む
と
気
分
が
高
揚
し
、
歌

を
歌
っ
た
り
、
大
声
を
出
し
て
話
し
た
り

し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
酔
い
の
せ
い
で
耳

の
聞
こ
え
が
悪
く
な
る
こ
と
も
影
響
し
ま

す
。
こ
う
な
る
と
、
大
量
の
飛
沫
が
吐
き

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
声
の
場

合
は
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
て
も
、
飛
沫
が

漏
れ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
飲
酒
を
伴
う
飲
食
は
時
間
が
長
く

な
り
が
ち
で
す
。
長
時
間
、
多
人
数
で
、

同
じ
場
所
に
居
続
け
る
と
、
飛
沫
を
浴
び

る
量
が
増
え
て
い
く
の
は
必
然
で
あ
り
、

極
め
て
危
険
な
状
況
で
す
。
た
だ
で
さ
え

危
険
な
会
食
に
飲
酒
が
重
な
る
こ
と
で
感

染
は
一
気
に
拡
大
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集

団
感
染
）
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

　

飲
酒
を
伴
う
飲
食
に
は
、
極
め
て
強
力

な
感
染
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
常
時

マ
ス
ク
を
し
て
、
お
互
い
の
間
は
ア
ク
リ

ル
板
で
仕
切
る
。
そ
し
て
換
気
を
徹
底
し

て
、
席
を
移
動
す
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し

て
し
な
い
。
頻
回
に
手
指
消
毒
を
す
る
─

な
ど
の
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
無
防

備
な
飲
酒
は
、
危
険
が
大
き
す
ぎ
ま
す
。

P r o f i l eP r o f i l e
北海道大学医学部卒業（医師免許
取得）
北海道大学大学院医学研究科修了
（医学博士取得）
北海道大学医学部助手、札幌医科
大学医学部助教授を経て現在は同
教授。専門分野は循環生理学と循
環薬理学。主な著書は「Clinical
生体機能学─生理学から症状がわ
かる─」（南山堂）、「いちばんやさ
しい生理学の本─生きるしくみ」
（秀和システム）。

當瀬　規嗣
（とうせ・のりつぐ）

まとめ

  １    �新型コロナウイルスは、口、鼻から放出
される。それを防ぐのがマスクである。

2 �会食は、マスクを外す機会が増えるので、
危険性が高い。

3 �飲酒を伴う会食は、感染対策がおざなり
になりやすいので危険である。
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ウ
イ
ル
ス
の
排
出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
─

Ｃ
ｏ
Ｖ
─
2
）
は
、
口
腔
、
鼻
腔
、
咽
頭

の
粘
膜
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て
、
侵
入

す
る
こ
と
で
感
染
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

後
、
ウ
イ
ル
ス
は
気
管
支
か
ら
肺
に
到
達

し
、
重
篤
な
肺
炎
を
引
き
起
こ
し
、
最
悪

の
場
合
は
致
命
的
な
状
態
と
な
る
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
。
こ
う
し
た
感
染
の
し
く
み

か
ら
、
感
染
し
た
患
者
さ
ん
の
口
腔
や
鼻

腔
、
咽
頭
か
ら
は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
見

1

つ
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
咽
頭
や
鼻
腔
の

拭
い
液
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
か
け
る
と
、
ウ

イ
ル
ス
の
遺
伝
子
の
存
在
が
証
明
さ
れ
る

の
で
す
。
患
者
さ
ん
の
の
ど
の
粘
液
や
鼻

水
、
そ
し
て
唾
液
に
は
、
大
量
の
ウ
イ
ル

ス
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
粘
液
は
、
吐
く
息

や
発
声
に
よ
り
、
霧
状
に
な
っ
て
飛
び
出

し
ま
す
。
こ
れ
を
「
飛
沫
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
＝
図
。
も
ち
ろ
ん
、
せ
き
や
く
し
ゃ

み
に
よ
っ
て
も
大
量
の
飛
沫
は
飛
び
出
す

の
で
す
が
、
通
常
の
会
話
、
さ
ら
に
は
無

言
で
息
を
し
て
い
る
だ
け
で
も
飛
沫
が
出

て
い
く
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
飛
沫
は
、
症
状

が
出
る
前
、
す
な
わ
ち
潜
伏
期
に
お
い
て

も
放
出
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
本
人
が

感
染
し
た
と
自
覚
す
る
よ
り
も
前
に
、
他

の
人
に
う
つ
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
か
な

り
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
感
染
し
て
も
全
く
無
症
状
で

経
過
し
て
し
ま
う
人
も
、
ウ
イ
ル
ス
を
含

む
飛
沫
を
排
出
し
て
い
ま
す
。
本
人
は
健

康
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
自
由
に
行
動

し
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
い
つ
ど
こ
で
ウ

イ
ル
ス
入
り
の
飛
沫
に
晒
さ
れ
る
の
か
予

測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
感
染
が
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
局
面
に
お
い
て
は
、
感
染
の
危

険
性
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
や
時
間
に
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
無
症

状
感
染
者
が
そ
ば
に
い
る
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
の
で
す
。「
友
達
と
一
緒
な
ら
大

丈
夫
」「
職
場
の
同
僚
な
ら
安
全
」「
親
戚

な
ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
考
え

に
は
全
く
根
拠
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

と
い
う
訳
で
、
現
状
で
は
、
飛
沫
の
拡

散
を
か
な
り
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ス

ク
を
常
に
正
し
く
装
着
し
、
人
と
相
対
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
飛
沫

を
排
出
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
感
染
の

危
険
性
は
か
な
り
減
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
相
手
が
無
症
状
感
染
者
で
も
低

リ
ス
ク
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　�

飲
食
と
会
食
の
違
い

　

飲
食
を
す
る
と
き
、
マ
ス
ク
は
外
さ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
た
だ
、
食
べ
た
り
飲
ん

だ
り
し
て
い
る
瞬
間
は
、
飛
沫
が
排
出
さ

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
飲

食
物
が
外
か
ら
口
の
中
へ
入
る
方
向
に
移

動
す
る
の
で
、
飛
沫
が
外
に
出
に
く
く
な

る
か
ら
で
す
。
た
だ
、
鼻
か
ら
の
息
を
止

2

飲
食
と
感
染
の
関
係

［
健
康
コ
ラ
ム
］
札
幌
医
科
大
学
教
授
　
當
瀬
　
規
嗣

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、
国
が
呼
び
掛
け
る
対
策
の
中
に

は
「
複
数
人
で
一
緒
に
飲
食
す
る
こ
と
を
避
け
る
」
と
い
う
取
組
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
飲
酒
を
伴
う
飲
食
は
よ
り
危
険
と
さ
れ
、
酒
類
提
供
の
自
粛
や
提
供
停
止

の
要
請
が
出
さ
れ
ま
す
。「
な
ん
で
飲
食
ば
か
り
」
と
い
う
不
満
も
多
く
聞
か
れ
る

昨
今
で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
飲
食
と
感
染
の
関
係
性
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

飛沫放出
鼻腔

口腔

●�図　飛沫は鼻からも……
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動
画
投
稿
サ
イ
ト
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

は
、
た
き
火
の
映
像
が
人
気
で
す
が
、
何

時
間
も
ひ
た
す
ら
た
き
火
を
眺
め
て
い
る

人
は
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。
パ
チ
パ
チ

は
じ
け
る
火
の
粉
を
眺
め
て
い
る
と
、
な

ぜ
だ
か
「
人
間
ら
し
い
生
き
方
と
は
？
」

と
い
う
問
い
が
浮
か
ん
で
き
て
、
哲
学
的

な
気
分
に
な
り
ま
す
。
週
末
に
は
大
き
な

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
も
お
目
見
え
し
ま

す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
気
遣

い
な
が
ら
、
火
の
周
り
で
過
ご
す
憩
い
の

ひ
と
と
き
は
格
別
で
す
。
日
が
暮
れ
て
ラ

ン
プ
の
火
が
と
も
る
と
、
森
の
中
に
幻
想

的
な
空
間
が
出
現
し
ま
す
。
夜
空
に
浮
か

ぶ
天
の
川
は
、
都
会
で
は
決
し
て
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
秋
に
は
ム
ー
ト
ン
（
羊
の
毛
皮
）
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
羊
の
数
を
数

え
な
く
て
も
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
12
月
中
旬
か
ら
3
月
は
冬
季
営
業

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
寒
さ
と
雪

が
あ
っ
て
こ
そ
の
冬
キ
ャ
ン
プ
を
心
ゆ
く

ま
で
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
フ
ォ
ー
ク
と
ビ
ー
ル
を
楽
し
む

　
こ
こ
は
羊
牧
場
な
の
で
「
メ
ー
メ
ー
」

と
い
う
子
羊
の
声
が
聞
こ
え
、
草
を
食
む

愛
ら
し
い
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

羊
の
命
に
感
謝
し
な
が
ら
、
新
鮮
な
サ

フ
ォ
ー
ク
肉
を
い
た
だ
き
ま
す
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
キ
ッ
チ
ン
ツ
ー
ル
を
持
参
し
て
ア

ウ
ト
ド
ア
料
理
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。
予
約
す
れ
ば
「
ホ
ゲ
ッ
ト
」
と
い
う

ラ
ム
チ
ョ
ッ
プ
や
大
き
な
塊
の
羊
肉
も
食

べ
ら
れ
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
、
何
と

も
グ
ル
メ
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
サ

フ
ォ
ー
ク
を
引
き
立
た
せ
る
の
が
美
深
町

の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
す
。
し
ず
お
牧
場

と
美
深
町
に
あ
る
松
山
農
場
と
の
企
業
連

携
に
よ
り
、
道
北
に
新
た
な
食
の
魅
力
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
し
ず
お
農
場
代
表
の
山
下
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
サ
フ
ォ
ー
ク
肉
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
が
な
く
、
高
価
で
手

を
出
し
に
く
い
と
感
じ
て
い
た
人
た
ち
に

も
、
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
お
い
し
さ
に
出

会
っ
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
喜
び
だ
そ
う
で
す
。
キ
ャ
ン
プ

後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
注
文
が
入
り
、

顧
客
づ
く
り
に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。

台
湾
か
ら
も
注
目
を
集
め
る

　
士
別
市
は
道
北
観
光
の
拠
点
と
な
る
位

置
に
あ
り
ま
す
。
車
に
自
転
車
を
積
ん
で

キ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し

た
り
、
朱
鞠
内
湖
ま
で
足
を
延
ば
し
て
カ

ヌ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
ア
ウ
ト
ド
ア
好

き
な
人
た
ち
が
旅
の
プ
ラ
ン
を
立
て
る
格

好
の
ベ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
ず
お
農
場
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営

や
フ
ァ
ー
ム
・
イ
ン
の
受
け
入
れ
も
行
っ

て
い
る
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
大

忙
し
で
す
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
予

約
受
け
付
け
は
、
キ
ャ
ン
プ
予
約
サ
イ
ト

の
「
な
っ
ぷ
」
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
予

約
変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
対
応
も
ス

ム
ー
ズ
で
す
。
全
国
の
キ
ャ
ン
プ
場
情
報

が
集
ま
る
こ
の
サ
イ
ト
で
、
ペ
コ
ラ
を
見

付
け
て
訪
れ
て
く
れ
る
人
が
多
く
、
知
名

度
を
高
め
る
効
果
も
抜
群
で
す
。

　
S
N
S
を
通
じ
た
ア
ク
セ
ス
数
の
調
査

で
は
、
北
海
道
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
の
中

で
も
、
台
湾
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
数
が
相
当

な
数
に
上
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
収
束
後
に
は
、
ア
ジ
ア
各
地
か

ら
キ
ャ
ン
パ
ー
が
訪
れ
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

萬谷　利久子 
（ばんや・りくこ）

P r o f i l eP r o f i l e

・�野菜ソムリエ上級Ｐｒｏ
・�北海道6次産業化プランナー
・�中小機構北海道本部 農商工
連携アドバイザー
・�北海道大学大学院観光学院 
ＤＭＯ履修生

農×食×観光を主な活動の
フィールドとしている。

夜のキャンプ場

週末に行われるたき火

放牧されている羊が草を食む様子

サフォーク肉の
バーベキュー
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キ
ャ
ン
プ
で
心
と
体
を
リ
セ
ッ
ト

　「
ペ
コ
ラ
」
は
平
成
29
年
、
代
表
の
山

下
卓
巳
さ
ん
が
、
広
大
な
敷
地
を
活
か
し

て
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
た
と
き
「
豊

か
な
自
然
と
サ
フ
ォ
ー
ク
種
の
羊
肉
を
味

わ
っ
て
も
ら
う
な
ら
キ
ャ
ン
プ
場
だ
」
と

思
い
立
ち
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
年
で
2
年
目
を
迎
え
、
週
末
や
連
休
に

な
る
と
満
員
に
な
る
人
気
で
す
。

　
札
幌
や
旭
川
な
ど
か
ら
の
道
内
客
が
多

く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
夫
婦
な
ど
、
身
近
な

人
だ
け
で
楽
し
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア
レ

ジ
ャ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
と
考
え
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
。
ほ
か
に
も
、
漁
が

休
み
に
な
る
と
訪
れ
る
稚
内
や
紋
別
の
漁

師
さ
ん
た
ち
、
何
度
も
リ
ピ
ー
ト
す
る
女

性
の
ソ
ロ
キ
ャ
ン
パ
ー
も
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
年
は
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
が
は
や
り
ま
し

た
。
一
人
で
心
と
体
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
手

軽
な
方
法
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
お
気
に

入
り
の
キ
ャ
ン
プ
ギ
ア
を
そ
ろ
え
る
の
も

楽
し
み
の
一
つ
。
私
も
ご
飯
を
炊
く
メ
ス

テ
ィ
ン
を
購
入
し
、
青
空
ご
飯
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
パ
エ
リ
ア
な
ど
、
普
段
は
し

な
い
よ
う
な
手
の
込
ん
だ
料
理
も
屋
外
な

ら
や
る
気
に
な
る
の
が
不
思
議
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ト
ッ
ク
ス
を
満
喫

　
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
過
ご
し
方
は
、
個
性

が
現
れ
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で

仕
事
を
す
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
が
、
多

く
の
人
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
と
の
距
離
を
置

く
「
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ト
ッ
ク
ス
」
を
満
喫

し
て
い
ま
す
。
の
ん
び
り
好
き
な
本
を
読

む
と
し
た
ら
ら
、
何
の
本
が
良
い
の
か
を

考
え
る
だ
け
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
眠
た
く

な
っ
た
ら
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
ゆ
ら
ゆ
ら
。
ス

ロ
ウ
な
時
間
が
流
れ
て
い
き
ま
す
。

野 菜 ソ ム リ エ の

ベ ジ フ ル ラ ン ド

北 海 道 ！ ！

「士別市　しずお農場」編「士別市　しずお農場」編
野菜ソムリエ上級 Pro・北海道6次産業化プランナー　

萬谷　利久子

　
コ
ロ
ナ
禍
で
い
つ
も
と
違
う
今
年
の
夏

は
、
道
内
各
地
で
キ
ャ
ン
プ
場
が
人
気
と

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
道
北
の
羊
牧

場
が
営
む
キ
ャ
ン
プ
場
に
も
た
く
さ
ん
の

キ
ャ
ン
パ
ー
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
士
別
市

に
あ
る
「
か
わ
に
し
の
丘　
し
ず
お
農

場
」
は
、
2
0
0
㌶
の
敷
地
に
、
40
サ
イ

ト
の
テ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
名
前
は
イ
タ
リ
ア
語
で
羊

を
意
味
す
る
「
ペ
コ
ラ
」
で
す
。

キャンプ場・ペコラ

森のキャンプ場の入口

キャンプ場のスタッフ
（前方に座っているのが代表の山下卓巳さんと妻の朋恵さん）

羊牧場のキャンプ場羊牧場のキャンプ場
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も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
事
前
に
一
律
に
防

ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
融
雪

期
に
特
段
の
前
触
れ
も
な
く
生
じ
る
こ
と

か
ら
発
生
の
日
時
や
場
所
を
事
前
に
予
測

す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
り
、
さ
ら
に
同
時

多
発
的
に
生
じ
る
た
め
、
そ
の
全
て
を
直

ち
に
補
修
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
も
困
難

で
す
。
よ
っ
て
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
起
因

す
る
事
故
の
全
て
に
つ
い
て
道
路
管
理
の

瑕
疵
に
基
づ
く
責
任
が
生
じ
る
わ
け
で
は

な
く
、
管
理
責
任
を
尽
く
し
た
と
い
え
る

か
に
つ
い
て
個
別
・
具
体
的
に
検
討
さ
れ

た
う
え
で
法
的
責
任
の
有
無
が
判
断
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
注
3
）。
そ
こ
で
本

事
案
に
つ
い
て
で
す
が
、
ま
ず
本
件
事
故

現
場
の
道
路
状
況
や
交
通
量
、
パ
ト
ロ
ー

ル
の
頻
度
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ｂ
さ
ん　
本
件
事
故
現
場
の
道
路
は
幹
線

道
路
で
は
な
く
生
活
道
路
（
4
種
道
路
）

で
あ
り
、
交
通
量
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

道
路
幅
員
は
6
ｍ
で
す
。
当
町
の
担
当
職

員
が
事
故
発
生
の
5
日
前
に
当
該
道
路
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
段
の

異
常
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

弁
護
士　
当
該
道
路
や
そ
の
付
近
に
お
い

て
、
過
去
に
同
様
な
い
し
類
似
の
ポ
ッ
ト

ホ
ー
ル
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
事
情
は
あ

り
ま
す
か
。

Ｂ
さ
ん　
い
い
え
。
こ
の
道
路
で
は
過
去

に
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う

事
情
は
あ
り
ま
せ
ん
。

弁
護
士　
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
発
生
す
る
リ

ス
ク
が
高
い
区
間
で
あ
る
と
い
っ
た
事
情

は
な
く
、
こ
れ
に
照
ら
す
と
パ
ト
ロ
ー
ル

も
適
宜
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
ま
す
ね
。

続
け
て
、
事
故
当
日
の
状
況
や
、
事
故
を

認
識
し
た
後
の
対
応
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
さ
ん　

事
故
発
生
は
当
日
の
正
午
頃

で
、
そ
れ
ま
で
に
本
件
陥
没
穴
に
関
す
る

情
報
提
供
は
全
く
な
く
、
事
故
を
受
け
た

Ｘ
さ
ん
か
ら
の
当
町
へ
の
通
報
に
よ
り
初

め
て
本
件
陥
没
穴
の
存
在
を
知
り
ま
し

た
。
連
絡
を
受
け
、
担
当
職
員
が
直
ち
に

現
場
に
出
向
き
、
対
策
を
し
ま
し
た
。

弁
護
士　
本
件
事
故
当
日
の
天
候
に
関
す

る
情
報
は
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

Ｂ
さ
ん　
本
件
事
故
発
生
の
2
日
前
か
ら

最
低
気
温
と
最
高
気
温
が
0
℃
を
挟
ん
で

上
下
し
て
お
り
、
特
に
事
故
前
日
は
急
激

に
暖
か
く
な
り
、
最
高
気
温
が
一
気
に
高

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

弁
護
士　
気
象
条
件
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

脆
弱
化
を
事
前
に
具
体
的
に
予
測
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
は
短
期

間
で
一
気
に
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
形
成
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
ま
で
お

聞
か
せ
頂
い
た
お
話
し
か
ら
す
れ
ば
、
道

路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え

ず
、
法
的
責
任
は
負
わ
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
。
車
両
を
運
転
し
て
い
た
Ｘ
さ
ん
に

は
お
気
の
毒
で
す
が
、
法
的
責
任
は
な
い

こ
と
を
お
伝
え
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
前

提
に
し
た
対
応
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ

の
他
、
車
両
の
運
転
に
関
す
る
事
情
は
何

か
あ
り
ま
す
か
。

Ｂ
さ
ん　
運
転
し
て
い
た
Ｘ
さ
ん
は
法
定

速
度
を
や
や
超
過
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

夜
間
で
は
な
く
日
中
の
事
故
で
す
し
、
路

面
の
状
況
に
注
意
を
払
い
、
速
度
を
抑
え

て
走
行
す
る
な
ど
、
一
定
の
注
意
を
払
っ

て
い
れ
ば
、
当
該
陥
没
穴
を
避
け
る
こ
と

が
全
く
不
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道

で
車
を
運
転
す
る
者
で
あ
れ
ば
、
経
験
則

上
、
融
雪
期
の
道
路
の
穴
ぼ
こ
や
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
路
面
状
況
の
悪
化
に
は
注
意

を
払
っ
て
運
転
す
べ
き
と
い
う
側
面
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
本
件
は
賠
償
責
任
が
な
い
事
案

と
考
え
ま
す
が
、
仮
に
こ
れ
が
肯
定
さ
れ

る
場
合
で
も
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
車
両

の
運
転
手
側
の
落
ち
度
と
し
て
認
め
ら
れ

る
要
素
が
あ
れ
ば
、
過
失
相
殺
の
対
象
と

な
る
事
情
と
な
り
ま
す
ね
（
注
4
）。

　
解
　
説

注
1　
融
雪
期
に
1
日
の
間
の
気
温
が
0
℃
を
挟
ん

で
プ
ラ
ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス
、
又
は
マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ

ラ
ス
に
変
化
す
る
こ
と
を
「
ゼ
ロ
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
」

と
呼
び
、
ゼ
ロ
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
発
生
日
や
そ
の
1

日
〜
2
日
後
に
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
発
生
し
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。

注
2　
最
高
裁
昭
和
53
年
7
月
4
日
判
決
（
民
集
32

巻
5
号
８
０
９
頁
）
等
参
照

注
3　
融
雪
期
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
車
両
の
前
輪
が

滑
落
し
車
両
が
損
傷
し
た
事
故
に
つ
い
て
道
路
の
管

理
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例
と
し
て
、
釧
路
地
裁
平
成

22
年
8
月
10
日
判
決
が
あ
り
（
判
例
集
未
搭
載
。
道

路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
２
年
2
月
号
（
一
般
財

団
法
人　

道
路
新
産
業
開
発
機
構
発
行
）
参
照
）、

「
本
件
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い

た
と
ま
で
は
い
え
ず
、
本
件
道
路
に
設
置
又
は
管
理

の
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し

て
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。
な
お
、
融
雪
期
の
ポ
ッ

ト
ホ
ー
ル
に
起
因
す
る
事
故
及
び
こ
れ
に
伴
う
損
害

賠
償
請
求
事
案
は
一
定
数
存
在
し
て
お
り
、
近
年
相

談
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
が
、
訴
訟
前
の
解
決
や
、

訴
訟
に
至
っ
て
も
和
解
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
が
多

く
、
裁
判
例
と
し
て
の
蓄
積
は
多
く
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。

注
4　
過
失
相
殺
と
は
、
被
害
者
側
に
も
過
失
が
あ

る
場
合
に
そ
の
過
失
の
大
き
さ
（
過
失
割
合
）
に
応

じ
て
損
害
賠
償
額
を
減
額
・
控
除
す
る
こ
と
で
損
害

の
公
平
な
分
担
を
図
る
制
度
で
あ
る
（
民
法
７
２
２

条
2
項
）。
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Ａ
町
都
市
整
備
課
長
Ｂ
さ
ん　
当
町
が
管

理
す
る
町
道
の
道
路
上
に
お
い
て
雪
解
け

時
期
の
3
月
に
深
さ
15
㎝
、
縦
３
０
０

㎝
、
横
50
㎝
の
陥
没
穴
が
認
め
ら
れ
、
通

行
し
て
い
た
車
両
の
前
輪
が
陥
没
穴
に
滑

落
し
、
車
両
が
損
傷
し
ま
し
た
。
こ
の

度
、
当
該
被
害
車
両
を
運
転
し
て
い
た
Ｘ

さ
ん
か
ら
、
車
両
の
修
理
代
金
を
支
払
う

よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
町
に
賠

償
義
務
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
北
海
道
で

は
例
年
、
融
雪
期
に
道
路
の
舗
装
が
傷

み
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ

る
穴
ぼ
こ
、
陥
没
穴
が
多
発
し
ま
す
。
道

路
管
理
者
で
あ
る
地
方
自
治
体
は
、
道
路

の
安
全
性
を
確
保
す
る
義
務
が
あ
り
、
融

雪
期
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
対
策
は
市
町
村
の

責
務
と
い
え
ま
す
が
、
本
件
の
よ
う
な
事

故
が
生
じ
た
場
合
に
法
的
な
賠
償
責
任
が

発
生
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
案
毎

の
各
事
情
を
個
別
に
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
Ｂ
さ
ん
は
融
雪

期
に
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
生
じ
る
原
因
や
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
ご
存
じ
で
す
か
。

Ｂ
さ
ん　
一
般
的
に
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
亀
裂
や
ひ
び
割
れ
部
分
に
侵
入
し
た
水

分
が
凍
結
・
融
解
を
繰
り
返
し
、
こ
れ
に

よ
り
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
隆
起
や
沈
下
を
起

こ
し
た
り
、
水
分
が
凍
結
・
融
解
作
用
を

繰
り
返
す
際
の
体
積
膨
張
に
よ
り
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
が
脆
弱
化
し
た
り
し
て
、
脆
弱

化
し
た
部
分
を
車
両
が
通
行
し
、
荷
重
が

か
か
る
な
ど
し
て
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
形
成

さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

弁
護
士　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
融
雪

期
は
特
に
最
低
気
温
と
最
高
気
温
が
0
℃

を
挟
ん
で
上
下
す
る
日
が
多
く
（
注
1
）、　

融
雪
に
伴
い
積
雪
・
凍
結
し
て
い
た
路
面

が
露
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
融
雪
期
に
は
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が

多
く
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
融
雪
期
に
は
道
内
の
地
方
自
治

体
に
お
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
や
修
繕
と
い
っ

た
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

Ｂ
さ
ん　
本
件
は
、
道
路
の
陥
没
穴
と
い

う
瑕
疵
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
故
で
あ
る

以
上
は
、
法
的
な
賠
償
責
任
は
免
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
国
家
賠
償
法
第
2
条
第
1
項
は

道
路
等
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
場
合
の
賠
償
責
任
を
規
定
し

て
お
り
、
瑕
疵
と
は
道
路
が
通
常
有
す
べ

き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
ま

す
が
、
具
体
的
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
え

る
か
は
、
そ
の
事
故
当
時
に
お
け
る
道
路

等
の
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環

境
、
利
用
状
況
等
、
諸
般
の
事
情
を
総
合

考
慮
し
て
個
別
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
（
注
2
）。
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
は
自

然
現
象
に
起
因
し
て
不
可
避
的
に
生
じ
る

弁護士 column

融
雪
期
の
道
路
損
傷
に
伴
う

道
路
管
理
者
の
賠
償
責
任
に
つい
て

　
北
海
道
で
は
融
雪
期
に
道
路
舗
装
が
痛
み
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
陥
没
穴
が
発
生
し
ま

す
。
春
の
風
物
詩
と
も
言
え
る
現
象
で
す
が
、
長
年
に
わ
た
り
道
路
関
係
課
職
員
を
悩
ま
し
続
け

て
い
ま
す
。
昨
今
の
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
に
よ
り
、
そ
の
発
生
頻
度
が
増
加
し
て
い
る
と

の
見
方
も
あ
り
ま
す
。
不
幸
に
し
て
通
行
車
両
が
穴
に
落
ち
、
車
体
を
損
傷
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
自
治
体
に
損
害
賠
償
の
義
務
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
A
町
都
市
整
備
課

長
と
弁
護
士
の
Q
＆
A
を
通
じ
て
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

弁護士法人佐々木総合法律事務所
札幌市中央区大通西 １１ 丁目  大通藤井ビル６階
TEL 011-261-8455　FAX 011-261-9188

佐々木　泉顕
（ささき・もとあき）

・北海道町村会顧問
・�（一社）札幌市医師会

顧問
・北海道教育委員会顧問

下矢　洋貴
（しもや・ひろたか）
平成18年北海道大学大
学院法学研究科修了。
19年札幌弁護士会登録。

共同執筆
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03

04

登別市

函館市

太陽光発電パネルを備えた防災倉庫
停電時も照明や携帯電話の充電に活用

市消防本部が「特殊救急車」を導入
救急活動拠点として多数の傷病者に対応

　登別市は、非常用電源として太陽光発電パネル
を備えた防災倉庫の導入に取り組んでいる。
　市は新型コロナウイルス感染症の全国的な拡大
を受けて、災害時に避難所で必要となるパーティ
ションや消毒液、折りたたみ式ベッドなど、備蓄
品の整備を進めている。市内 15 カ所にある既存
の防災倉庫は、新たな備蓄スペースが限られてい
ることから、災害リスクが比較的高い市内5地域
で新たな倉庫を整備した。新しい倉庫は、屋根部
分に太陽光発電パネルを備えており、停電発生時
にも、内部の照明や換気扇の電源を確保でき、携
帯電話 200 台分の充電も可能になるという。
　市内では地震、津波、洪水、土砂災害、火山噴
火など、さまざまな災害が想定されるため、市は

　函館市消防本部は、大規模な災害や事故で多数
の傷病者が発生した際の救急活動拠点として活用
できる特殊救急車を道内で初めて導入した。
　特殊救急車は、自然災害や船舶、航空機、鉄道
事故などの特殊災害、共同住宅などの大規模火災
で多数の傷病者が発生した際、救急活動の拠点と
して活用する。車内には酸素吸入器や簡易ベッド
などを装備。高出力発電機も搭載し、現場での救
命処置や長時間の救急活動に対応できる。軽症者
は最大 10 人、重症者なら4人を同時に収容する
ことが可能で、救急隊員5人も同乗できるという。
　導入の契機となったのは、平成 29 年に市内で
発生した観光バスの事故。外国人観光客を中心に
乗客ら数 10 人が負傷し、救急隊は厳しい現場対

迅速に避難所が開設できるよう、市職員の研修や
訓練にも力を入れている。今年 10 月には町内会
も参加する総合防災訓練を実施し、住民により避
難所の開設・運営訓練も予定しているという。
　市総務グループの宮林浩・防災主幹は「登別市
は、以前から住民の防災に対する意識が高い地域
ですが、継続的な防災訓練の実施や、備蓄品の計
画的な整備が大切です。新たな防災倉庫や新型コ
ロナ感染防止用備蓄品の整備を通じて、今後も住
民の安心感を高めていきたい」と話している。

応を迫られたことから、同本部は多数の傷病者が
発生した際の救急活動の在り方を検討してきた。
　特殊救急車は、市外への応援出動も想定してお
り、渡島・檜山管内の市や町、医療関係者の関心
も高いことから、同本部は運用方法に関する説明
会も開催している。同本部救急課の市川浩二救急
係長は「大規模災害や特殊災害だけではなく、さ
まざまな事案に出動します。応急救護所や一時避
難場所としてすぐに利用でき、特に寒冷期や荒天
時に効果を発揮します。オールラウンドでの活用
を目指していきます」と語る。

市役所裏の駐車場に設置した新たな防災倉庫。屋根の太
陽光発電パネルを電源に使用

導入した特殊救急車。全長 8.49㍍と通常の救急車よりも
約2㍍長い。価格は5千万円
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市町村の動き

01

02

新十津川町

ニセコ町

町内の森林資源を有効活用
木質バイオマスで循環型モデルを構築

古材を活かして木製遊具に
地域の歴史や木材の温もりを伝える

　新十津川町は、町内産の木質チップを燃料とし
て熱を供給する町熱供給センターを開設した。町
の総面積の約8割を占める森林を資源として有効
活用し、エネルギーの地域循環システムを構築す
ることで、二酸化炭素（CO2 ）の排出削減や地
域経済の活性化を目指すことが目的だ。
　燃料となる木質チップは、町内の山林から搬出
されるカラマツなどの間伐材を町内の工場で加工
する。熱供給センター内に設置したチップサイロ
に貯蔵し、木質バイオマスボイラーに自動供給さ
れる。ボイラーで生じる熱は、町内のふるさと公
園内にあるスポーツセンターや温水プール、ホテ
ルの暖房や給湯、温泉の加温などに利用する。
　木質バイオマスボイラーを導入し、従来の重油

　ニセコ町は、ＪＲニセコ駅前にあるニセコ中央
倉庫群の旧でんぷん工場の屋内に、古い木材や器
具を再利用した2階建ての木製遊具を設置した。
町は施設を訪れる子どもたちに「秘密基地のよう
に遊んでほしい」と呼び掛けている。
　中央倉庫群は、ニセコの発展を担ってきた歴史
的建築物。平成 27 年度から、住民の交流拠点と
して整備を進めてきた。昭和 32 年建築の旧でん
ぷん工場は、平成 28 年に鉄骨フレームを入れる
などの耐震補強を行い、個人や団体が利用できる
多目的の公共スペースとして提供している。
　木製遊具は、耐震補強の際に不要となった木製
の梁材を再利用した。地元の「ログビルダー」と
呼ばれるログハウスの作り手に依頼して、製作を

や灯油から木質チップに燃料を変更したことで、
3つの施設では年間 769㌧のCO2 削減効果が見
込まれるほか、チップの生産や運搬などによる地
域内経済効果や雇用創出効果も期待される。
　町産業振興課の坂本剛・農林畜産グループ長は
「地域の資源が企業や住民の皆さんの手によって
燃料になり、地域で活用されることを通じて、燃
料の地産地消や循環型社会のモデルを確立し、Ｓ
ＤＧｓ（持続可能な開発目標）に呼応した取組と
して推進していきたい」と話している。

進めた。今年3
月には、町民対
象のお披露目会
を開催するとと
もに愛称の公募
を行い、町内の
児童から応募があった「ニッキーモック（ニキモ
ク）」に決まった。ニッキーは、町のマスコット
キャラクターの名前で、木からイメージしたモッ
クという言葉を組み合わせて命名したという。
　町企画環境課の川埜満寿夫係長は「木材に親し
みながら、町や倉庫の歴史を感じることができる
遊具が完成した。新たな交流拠点として、さらに
倉庫群の利便性を高めていきたい」と話す。

木質バイオマス
ボイラー

熱供給センター
の外観

木製遊具
「ニッキーモック」

地域の交流拠点である
旧でんぷん工場
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07

08

豊富町・天塩町・遠別町・中川町・幌延町

北見市

使用済み紙おむつを燃料化
西天北サーマルリサイクルファクトリーが完成

市が仲介して粗大ごみを再利用
「ジモティー」と連携してごみを減量化

　豊富、天塩、遠別、中川、幌延の5町で構成す
る一部事務組合・西天北五町衛生施設組合は、使
用済み紙おむつを燃料化する「西天北サーマルリ
サイクルファクトリー」を幌延町内に開設した。
　回収した使用済み紙おむつは滅菌後、破砕処理
を行い、太陽光で乾燥させたせん定枝などと混ぜ
合わせてペレット状の混合燃料に加工する。燃料
は、地域の老人ホームに設置された専用ボイラー
で燃やし、給湯の熱源に利用されるという。
　同組合は焼却ではなく、埋め立てによるごみ処
理を行っているが、分別の徹底により処分場の延
命化を図っている。近年、地域住民の高齢化に伴
い、介護用紙おむつの排出量が増加していること
に着目。燃料化によるリサイクルを進めることで

　北見市は、企業立地に関する協定を結んでいる
株式会社ジモティー（本社・東京）と連携し、粗
大ごみの減量とリユース（再使用）を目指す取組
を進めている。昨年度の実証事業で得られた成果
をもとに、本年度からはリユースの対象範囲を拡
大して、さらなるごみの減量を目指している。
　実証事業は、昨年7月から今年2月まで、同社
が運営する地域情報サイト「ジモティー」を活用
して行われた。市が収集したごみのうち、まだ使
用が可能と思われる家具や自転車などを出品して
住民に情報提供したところ、109 品のうち 104 品
が引き取られた。この実証事業を通じて 1,219.7
㌔のごみ減量を実現した。今年5月からは家具や
自転車、小型家電も引き取りの対象に加えた。

処分場のさらなる延命効果が期待される。現在の
処分場が満杯となった後に建設する次の処分場で
は、紙おむつの排出量を除いた埋め立て容量で計
画できるため、従来に比べて小規模となり、建設
コストを低く抑えることができる効果もある。
　同組合の岡田英樹事務長は「現在は施設で製造
したペレットを使用できるボイラーが5町で1カ
所しかなく、排出される紙おむつの半分しか燃料
化できていない。今後はボイラーの普及を進めて
全量の燃料化を目指したい」と抱負を語る。

　また、市は広報紙やごみ分別アプリなどを通じ
て、リユース方法の一つとしてジモティーの活用
をアピールした結果、市民同士の譲渡取引件数は
前年度比で約3割増加したという。市民環境部廃
棄物対策課の早坂亮太総務係長は「スマートフォ
ンのアプリケーションを利用することで、気軽に
リユースを行うことができるという特徴を活か
し、今後は地域のリユースショップやフリーマー
ケットなどとの連携を含めて、リユースの取組を
さらに普及させていきたい」と期待を込める。

ペレット製造工場の内部

西天北サーマルリサイクル
ファクトリーの全景

ジモティーへの
出品準備作業

回収した家具からまだ
使えそうなものを分別
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木古内町

鷹栖町

職員の公務にカーシェアリングを導入
公用車の経費削減を目指す

トマトジュースをリキュールに
産学官連携で新たな特産品が誕生

　木古内町は本年度、カーシェアリングの車両を
公用車として利用する実証事業を行っている。更
新時期を迎えた公用車1台の購入を見送り、北海
道新幹線木古内駅前で貸し出しているレンタカー
を町職員が公務で利用できる仕組みを導入するこ
とで、公用車の維持管理費の削減を図る。
　カーシェアリングは、業界最大手のタイムズモ
ビリティ株式会社（本社・東京）のサービスを利
用。町が法人会員となり、町職員が利用者登録を
してレンタカーを使用する。使用の際は、事前に
ウエブサイトで予約を済ませた上、会員カードで
レンタカーを解錠。使用後は同じ場所に戻す。店
舗スタッフなどの人を介した受付手続きはなく、
24 時間いつでも使用できる。

　鷹栖町は、包括連携協定を締結した鷹栖町農業
振興公社、旭川工業高等専門学校と共同で、町の
特産品であるトマトジュース「オオカミの桃」を
使ったトマトリキュール「オオカミの桃 d eお酒
L y c o p e n AGE（リコピナージュ）」を開発
し、今年4月に販売をスタートした。
　「オオカミの桃」は昭和 50 年代、町産トマトを
原料に地元生産者が加工を始めた。61 年から
は、同公社が本格的に生産を開始。トマト本来の
甘みとほのかな酸味が特長の人気商品になった。
　一方、近年は原材料であるトマトの生産量が生
産者の高齢化に伴い減少傾向にある。1年半をか
けて開発した「リコピナージュ」は、トマト
ジュースを原料とすることで、トマトの実を直接

　観光客も利用するレンタカーを町職員が公務で
使用することで、地域の観光振興には不可欠な存
在となっているレンタカーの稼働率アップにもつ
ながる。観光客は土日の利用が多く、町職員は平
日の利用が多いため、競合して利用ができなくな
るなどの問題は生じていないという。
　町産業経済課産業経済グループの福井弘生主査
は「手軽に利用できるだけでなく、携帯電話のア
プリでいつでも空き情報を確認できるので便利で
す。実証事業を通じてメリットや課題を明らかに
していきたい」と話している。

リキュールに漬け込むのに比べ少ない量で生産で
きる。健康酒やリキュール類を販売している陶陶
酒本舗（本社・東京）に製造を依頼。アルコール
度数は 18％で、ロックや炭酸割りでも楽しめ
る。4月から町内や周辺地域の店舗で販売を始
め、ふるさと納税の返礼品としても活用している。
　町産業振興課の松木健一主幹は「オオカミの桃
とともに、リコピナージュの原料となるトマトの
需要が増えることで、生産者の意欲向上や所得の
増加につながるなど、町内経済に新たな好循環が
生まれる契機になってほしい」と期待を語る。

鷹栖町の谷寿男町長（右）と
開発の中心的役割を担った旭
川高専の阿部敬一郎准教授

ほんのり薄いピンク色の
「リコピナージュ」

公用車としても
利用されている
JR木古内駅前
のレンタカー
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P o l i s y  I n f o r m a t i o n

ウニ種苗生
産センター
の外観

11

12

浜中町

標津町・羅臼町・斜里町

ウニ種苗生産センターが始動
一貫生産で高級ブランドの知名度アップに

広域連携でヒグマ捕獲技術者を育成
ベテランハンターから実地で技術伝承

　国内では珍しい養殖ウニの産地・浜中町は、3
月にウニ種苗生産センターを開設した。エゾバフ
ンウニ種苗の安定供給が目的で、11 月にも最初
の種苗を町内二つの漁協に出荷する見込みという。
　種苗はこれまで、道南などの他地域から調達し
ていたが、センター開設により、採卵から市場へ
の出荷まで約3年のサイクルを町内で完結できる
体制が整った。町内全体では本年度、約 900 万粒
の種苗が養殖と放流に使われる予定で、同セン
ターでは、その3分の1に当たる約 300 万粒の供
給を見込んでおり、種苗の生育も順調という。
　町内で生産しているエゾバフンウニは、養殖物
と放流した種苗が育った天然物がある。昨年度は
天然物 84㌧、養殖物 65㌧を水揚げした。いずれ

　標津、羅臼、斜里の3町連携によるヒグマ捕獲
技術者の育成事業が本年度スタートした。農林業
被害や人身被害が増える一方、熟練ハンターは高
齢化で減少を続けており、ヒグマ対策に不可欠な
捕獲技術を伝承する契機として期待されている。
　道内では平成2年に冬眠明けのヒグマを捕獲す
る「春グマ駆除」が禁止されたが、道は平成 27
年度以降、技術伝承を目的とするハンター育成事
業に限り、残雪で足跡が追跡しやすい春季の捕獲
を認めている。ヒグマ捕獲には危険を伴い、ライ
フル射撃の経験と的確な判断力が求められる一
方、狩猟人口の減少やハンターの高齢化で、追跡
や捕獲に必要な技術が途絶えてしまう懸念がある。
　このため3町は、以前から広域連携による育成

もほぼ全量を東京の豊洲市場に出荷している。コ
ンブだけを餌にして育てる養殖物は、鮮やかな色
合いと濃厚なうま味が高く評価されており、養殖
物の出荷状況を 10 年前と比較すると、数量は横
ばいだが、金額は約4億円と7割増加している。
　町水産課水産振興係の鳥居秀礼主任は「初年度
の種苗生産がうまくいくことを願っています。和
食店などで高級ブランドと評価されている『浜中
養殖うに』の知名度をより一層高め、町をアピー
ルにつなげていくことができれば」と話している。

事業を検討。4月6日には、標津町内の山林で最
初の育成事業を実施した。町職員や各町の射撃経
験者が、町内のＮＰＯ法人・南知床ヒグマ情報セ
ンターの熟練ハンターと一緒にヒグマを追跡し、
行動パターンや足跡の判読方法などを学んだ。
　3町は地域の猟友会員と協力しながら、継続的
に技術の伝承に取り組む方針。標津町農林課の長
田雅裕係長は「住民の安全を守るためのハンター
育成を継続しながら、ハンターの安全を守ること
も国や道と協力して考えていきたい」と話す。

特産の「浜中養殖うに」
は、農林水産省の地理的表示
（GI）保護制度に登録申請中

4月6日の育
成事業でヒグ
マを追跡する
参加者
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網走市・斜里町・清里町・小清水町・大空町

鹿追町

5市町が「基幹相談支援センター」を開設
障害を持つ人や家族の新たな相談窓口に

鹿追ゼロカーボンプラスプロジェクトがスタート
通勤は徒歩・自転車、移動は公用自転車で

　網走、斜里、清里、小清水、大空の5市町が共
同運営する、心身に障害を持つ住民や家族などの
相談にワンストップで対応する「基幹相談支援セ
ンター」が8月、同市内で業務をスタートした。
　センターは、平成 24 年の障害者自立支援法改
正に伴い全国で設置が始まった。障害の種別に関
わらず、就労や生活などの相談全般に対応し、情
報提供や関係機関の紹介などの業務に当たる。し
かし、予算の制約、センターの運営に当たる人材
や業務委託先の確保が難しく、道内では 47 カ所
（令和2年4月末現在）の開設に止まっている。
　5市町は各市町単独の設置が難しいと判断。広
域連携によりセンターを運営することとした。社
会福祉法人網走桂福祉会に業務を委託し、相談支

　鹿追町は、徒歩や自転車での通勤や、公用自転
車の利用を町職員に促す取組「鹿追ゼロカーボン
プラスプロジェクト」に取り組んでいる。
　町はバイオガスプラントを核とし、「電気・ガ
ス・水素」などの再生可能エネルギーによる環境
に配慮したまちづくりを推進している。今年3月
には、町内で発生する二酸化炭素（CO2）の排
出量と吸収量を均衡させる「ゼロカーボンシ
ティ」への挑戦を宣言した。実現への第一歩とし
て、町職員の2割が徒歩や自転車で通勤すること
で、年間約5㌧のCO2 排出量削減につなげよう
と、5月に同プロジェクトをスタートした。
　自家用車や公用車を使わず、徒歩や自転車で移
動することにより、健康増進や燃料代の節約と

援専門員を網走に2人、社会福祉法人斜里福祉会
が運営する斜里サテライトに1人を配置した。親
の介護や障害を持つ子どもの将来に不安を持つ地
域住民からは、「気軽に専門的な相談が受けられ
るので安心」という声が多く聞かれるという。
　センターの開設に携わった、網走市健康福祉部
の結城慎二・社会福祉課長は「センターを核に相
談支援の輪をつくり、障害者とともに暮らし、生
きがいを創り、高めあうことができる地域共生社
会の構築につなげていきたい」と話している。

いった効果にも期待しているという。
　徒歩や自転車での通勤者が予想以上に増え、町
は自転車スタンドを増設。町役場と主要施設間の
移動用に 14 台用意した公用自転車の利用状況も
好調という。町は詳細なCO2 削減効果を 10 月に
も検証するほか、町全体の取組に広げるため、地
元企業などと活動の在り方を話し合う予定という。
　町の草野礼行企画課長は「町内のCO2 排出量
は年間約5万㌧。実質ゼロにするには、町全体が
同じベクトルで取組を進めていく必要がありま
す。9月には地元企業などと組織する推進協議会
を中心に具体策を練っていきたい」と話している。

徒歩・自転車通勤を促す
啓発用チラシ

町役場と主要施設間の移動
に利用される公用自転車

網走市内で相談業務を開始
した基幹相談支援センターセンター内の様子
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1 取組に至る背景・目的
　高齢になっても健康で生き生きと暮らせることが住
民や町にとって重要であるが、沼田町においては、高
血圧症及び脂質異常症のレセプト（診療報酬明細書）
件数が全国や全道平均より高い状況にある。一方で、
町内には血圧に良いとされるトマトジュースや糖尿病
に良いとされる温泉水（飲泉）が地域資源としてあ
る。こうした資源を活用して、地域の健康課題をエビ
デンスに基づいた政策立案により解決し、健康ブラン
ドの構築を図ることが本事業の目的である。

2 調査研究の組織体制
　事業の性質上、専門的な知識と経験を持つ専門家と
住民の協力が不可欠であることから、沼田町と地方創
生包括連携協定を締結している株式会社カネカの協力
を得るとともに、同社と共同研究を行っている「ちい
き進かがく株式会社」に調査を委託した。
　事業を進めるにあたり発足した調査研究会の委員に
は、上記2社のほか、調査参加者を代表して住民数名
にも加わってもらい、さまざまな立場から意見を聴
き、よりよい研究となるよう体制を整えた。

3 具体的内容と効果
　地域資源のトマトジュース、温泉水を摂取した場
合、どのような効果・効能がもたらされるか、さらに
ユビキノールが加わった場合の相乗効果を、実際に住
民に 12 週間摂取してもらい、その前後の健康測定会

の数値の変化を分析し検証した。
　トマトジュースは血圧、温泉水はコレステロール値
を重点検査項目とし、実際に摂取する住民（モニ
ター）を、トマトジュース摂取、トマトジュースとユ
ビキノール摂取、温泉水摂取、温泉水とユビキノール
摂取のグループに無作為割付した。
　分析結果は、トマトジュース組は血圧値に有意な変
化は認められなかったが、ＬＤＬ/ＨＤＬ比で改善が
認められ、特にユビキノールの摂取でその傾向がみら
れた。温泉水組はＬＤＬコレステロール値に有意な変
化は認められなかったが、認知機能テストで改善が認
められた。ユビキノール組は、本事業から摂取開始し
た新規グループと以前から摂取している継続グループ
に分けて分析した。新規グループにおいて、有意な変
化は見られなかったものの健康関連ＱＯＬの尺度であ
るＳＦ ─8スコアの平均値は全般的に上昇しており、
主観的な健康度が上昇した可能性が考えられる。
　また、本事業を通じて住民の健康意識の向上等への
波及も期待するところであり、参加した住民の意見・
感想から、この点においても一定の効果があったもの
と認められた。

4 今後の展開
　分析結果から、地域資源が地域住民の健康保持増進
に貢献する可能性が示された。次回は今回得たノウハ
ウをベースに、得られた結果のさらなる検証や他の資
源との相乗効果、調査規模を拡大した検証等、さらに
研究を深めていきたい。

健康測定会の様子

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

地域資源であるトマトジュースや温泉水を活
用して住民の健康増進を目指す

人口：2,963 人（令和3年7月末現在）
担当：産業創出課

02 沼田町地域資源を活用した健康ブランドづくり調査研究事業
沼田町 POINT
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1 取組に至る背景・目的
　栗山町は、高齢化率 39.3％（平成 31 年1月現在）
と全道平均よりも早く少子高齢化が進んでおり、今後
の超高齢社会に適応するため、ソーシャル・キャピタ
ルを醸成し、高齢者が社会の担い手として活躍できる
地域づくりが求められている。道内全域における共通
課題「積雪寒冷期」には、高齢者の外出頻度が著しく
低下し、地域に参加する機会が一気に減少してしまう
ため、高齢者が社会参加することで得られる介護予防
の効果を可視化させ、積雪寒冷期に高齢者の外出頻度
を低下させない地域づくりを行うため2カ年で調査・
研究事業を実施し、報告を取りまとめた。

2 調査研究の組織体制
　住民（市街地区・北部地区、中部地区、南部地
区）、生活支援コーディネーター、大学助教（公衆衛
生学）、理学療法士、ＮＰＯ法人、町職員（保健師、
介護支援専門員、事務職）の計 13 人で構成する
「ソーシャル・キャピタルの醸成と介護予防効果調査
研究会」を設置し、調査研究を実施した。

3 具体的内容と効果
（1�）アンケート調査・ＫＤＢ（国保データベース）に
よる地域診断
　高齢者の社会参加による介護予防効果や積雪寒冷期
の課題などを可視化させるため、市街地区・北部地区
（栗山小学校区）、中部地区（角田小学校区）、南部地
区（継立小学校区）の3地域に分け、要介護（1〜5）
認定を受けていない在宅高齢者（65 歳以上）4,009 人
に対してアンケート調査（回収率 63.6％）を実施
し、健康診断データ（前期高齢者 657 人、後期高齢者
137 人）との地域診断を実施した。
（2）評価・分析（地域診断）
　積雪寒冷期における高齢者の外出頻度や地域参加す
る機会について調査・検証した結果、外出頻度や地域
参加する機会は確かに減少し、徒歩で外出機会の多い

地区（栗山小学校区）は、他の地区に比べて外出頻度
や社会参加機会の減少率が小さいことが分かった。ま
た、冬季間にご近所と助け合う行動変化については、
約 20％の方が増える傾向にあった。
　栗山町の健診指標の町の課題として考えられるのが
ＨｂＡ１c（1）の受診勧奨判定値（2）とＡＬＴ（3）の保健指
導判定値（4）であった。地域別にみてみると、ＨｂＡ１
cの受診勧奨値割合は継立地区が 20.3％と高く、Ａ
ＬＴの保健指導判定値割合は角田地区が 15.4％と高
かった。ＨｂＡ１cの受診勧奨値割合は継立地区が高
かった理由として、スポーツの会や趣味の会といった
社会参加の割合が他の地区と比較して低くなってい
た。ソーシャル・キャピタル指標の数値は高い地区な
ので、スポーツがみんなできるような通いの場作り等
の対策などの必要性が浮かび上がってきた。
　角田地区がＡＬＴの保健指導判定値割合が高かった
理由として、他の2地区と比較して、閉じこもりやう
つ指標の割合が高く、ボランティア参加や友人と会う
頻度も他の地区と比較して低いため、家に籠もり、お
酒を多く飲む方が比較的多い可能性がある。地域でＡ
ＬＴの数値を改善するためには、地区での外出支援と
いった対策を進める必要性が明らかになった。
（1）過去1カ月の血糖状態を反映する項目　（2）健診結果から、医
療機関へ受診を勧める必要があると判定される値　（3）肝機能を
示す項目　（4）健診結果から保健指導が必要と判定される値

4 今後の展開
　冬季間の活動の仕組みを工夫することは、アフター
コロナにおける活動の仕方を模索することにつなが
り、冬季間ならではの社会参加の形を作ることで、そ
の活動の発展が地域のソーシャル・キャピタルの向上
をもたらす希望も見
えてきた。今後はこ
の冬季間での活動の
変化がどのように健
康指標に結びついて
いるのか分析してい
く予定である。 ワークショップの様子

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

高齢者が社会参画を通じて得ることができる
介護予防効果をデータで実証

人口：11,338 人（令和3年7月末現在）
担当：�福祉課高齢者・介護・医療� �

グループ

01 ソーシャル・キャピタルの醸成と介護予防効果調査研究
栗山町 POINT
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1 取組に至る背景・目的
　余市町と仁木町は、農業者の高齢化等による担い手
不足が深刻化するなか、先端技術の社会実装によって
両町が抱える問題解決と価値創造の仕組みを構築する
ことを目指すため、波動制御技術、自動運転化ユニッ
ト及び人口知能技術など、さまざまな先端技術を持つ
ピクシーダストテクノロジーズ株式会社と包括連携協
定を令和元年度に締結した。本協定に係る具体的な事
業実施の第一歩として、両町の生産現場が抱える課題
解決に最も効果的な技術を導入し、先端技術を活用し
た「スマート農業」の実現により、生産性向上や労働
力不足の解消を図ることを目的として、「余市・仁木
スマート農業実証プロジェクト」を実施する。

2 調査研究の組織体制
　国が目指しているスマート農業の展開について、生
産現場が抱える課題解決に最も効率的な技術を導入
し、先端技術を活用した「スマート農業」を実現する
ことにより、農業後継者不足及び労働力確保が困難な
生産者への支援を通じた生産性確保及び向上を図るこ
とを目的として、余市町、仁木町、余市町農業協同組
合、新おたる農業協同組合、後志総合振興局産業振興
部後志農業改良普及センター、モンガク谷ワイナ
リー、株式会社自然農園、ピクシーダストテクノロ
ジーズ株式会社を構成員として、「余市・仁木スマー
ト農業実証プロジェクト調査研究会」を立ち上げた。

3 具体的内容と効果
　令和2年度は、生産者に対するニーズ調査やセンシ
ングシステムの準備・開発等を主な事業内容として取
組を推進し、実施の結果、各種調査の分析から、農業
者のニーズとして、「収穫の増加・安定化」が主要な
ものであり、解決すべき課題は「労働力不足」「収穫
量」「病害虫」であり、それらを具体的に解決してく
ための手段としては、「自動除草」「農薬散布」のス
マート農業化が最も効果の高いものであるという結果

が得られている。
　センシングシステムの開発にあたっては、北海道特
有の課題である積雪や広大な圃場面積等から、畑に固
定するタイプのセンサ設置による方法は故障のリスク
や、コスト面で不利であり、北海道でスマート農業を
推進してくためには、自動走行可能な機械、センサが
必要であるという結果が得られたことから、本年度
は、自動走行のベースとなる技術開発と、データ構築
基盤のシステム設計を実施した。自動走行のベース技
術としては、さまざまな技術の中から、適切な技術の
選定を行い、結果、センサの価格と、将来的に除草対
象の草や収穫対象のぶどうの判別に画像技術が使える
ことから「Ｖｉｓｕａｌ ＳＬＡＭ」を採用することとした。
　自動走行、自動収穫に向けた自動走行センシングシ
ステムのシステム設計ではＶｉｓｕａｌ ＳＬＡＭ技術を
用いて位置推定をし、ＧＰＳによる位置測位を補助と
して使用する構成とし、システム設計図を作成した。

4 今後の展開
　今後は、1年目に開発したＶｉｓｕａｌ ＳＬＡＭ技術
を用いたセンシングシステムの磨き上げを行い、社会
実装に向けた取組を推進するために、農地でのセンシ
ングシステム等の検証、課題抽出を実施するととも
に、クラウドへのデータアップロード、蓄積を試行す
る実証実験を行い、将来のスマート農業の実現に向け
て、取組を推進する。

現地ヒアリングの様子

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

先端技術を活用したスマート農
業の実現により、生産性の向上
や労働力不足の解消につなげる

人口：�18,050 人（令和3年7月末現在）
担当：経済部農林水産課

人口：3,165 人（令和3年7月末現在）
担当：産業課

04 余市・仁木スマート農業実証プロジェクト
余市町 仁木町

POINT
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1 取組に至る背景・目的
　現在、自治体には手続きのデジタル化の推進が求め
られる一方、住民のニーズに応えるにはシステムの導
入だけではなく窓口業務の整理も必要である。こうし
た背景から、行政デジタル化に備えることを目的とし、　
複数の地域で様々な受付事務等に適用することがで
き、柔軟に臨時窓口等を開設できる手法を検証するた
め、無線回線を使用したモバイルシンクライアント環
境を活用し、効果の実証や問題点の把握などを行った。

2 調査研究の組織体制
　検証業務は総務部行政管理課が実施し、庁内総合内
部システムの保守業者であるＰＦＵ北海道株式会社へ
業務委託することにより検証環境を用意した。また、
検証手法の検討や効果の検証のため、庁内で本検証に
関わる事務を所管する部署の長及び学識経験者、検証
事業者、市民の計8名で構成する「北広島市モバイル
ワーク環境調査研究会」を設置し、検討等を行った。

3 具体的内容と効果
　本事業については次の内容を実施した。
（1�）地域によって変動する無線回線速度の調査と、低
速地域における対応策有無の検討

（2�）臨時窓口等の開設時に求められる事前対応（書類
のデジタル化の範囲等）の検討

（3�）マイナンバーカード申請受付、期日前投票等の具
体的実務のシミュレーション実施

（4）窓口事務以外の行政事務についての効果検証
　また、本事業を実施するに当たって使用した構成と
しては、シンクライアント端末から閉域ＳＩＭを用い
て、安全に市役所庁舎内ネットワークに構成されたシ
ンクライアント環境へ接続し、各業務システムを起動
して行った。
　検証の結果、無線回線速度は市内全域で十分な動作
が行われることが確認でき、臨時窓口等開設の検討に
当たっては、申請書等のデジタル化を実施し、現場で

印刷ができる体制を整えれば柔軟な対応を行えること
を確認した。
　具体的実務のシミュレーションについては、実際に
窓口業務の手順に沿って期日前投票の投票用紙交付ま
で、各種証明書の発行までを行った。なお、マイナン
バーカード申請受付については、手順の整理までは実
施できたが、実システムへの接続に問題が生じたこと
から、今後継続的に検討していくこととした。窓口業
務以外の行政事務については、職員へ本検証環境を使
用できる端末を貸し出して在宅勤務の実証実験を実施
し、概ね問題なく業務が行えることを確認できた。
　実証実験で明らかになった課題としては、認証方法
の不安定性（キャッシュ認証だと定期的に庁内ネット
ワークに直接接続する必要がある）が挙げられること
から、認証方法について検討が必要である。
　以上のことから、無線回線を活用した臨時窓口開設
及びその他行政事務について、課題はいくつかあるも
のの、実用化は十分可能であることが実証できた。

4 今後の展開
　技術的に臨時窓口開設が可能であることが実証でき
たことから、今後は検証内で生じた課題の解消や制度
の整理などを進め、実用化へ向けて検討を続ける。シ
ステムへの接続に問題が生じたマイナンバーカード申
請受付についても検討を続け、最終的には実用化を行
いたい。また、新型コロナウイルス感染拡大防止の観
点から、本事業の検証内容を職員の在宅勤務にも活か
せるよう検討を行いたい。

実証実験に使用した機器

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

行政のデジタル化に向けて無線回線を使用し
たモバイルシンクライアント環境を活用

人口：57,893 人（令和3年7月末現在）
担当：総務部行政管理課

03 モバイルワーク環境の実証実験事業
北広島市 POINT
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1 取組に至る背景・目的
　昭和 60 年度に約 387 万人いた路線バス利用者は、
人口減少やマイカーの普及に伴い、平成 31 年度には
約5分の1の約 76 万人まで減少している。事業者に
よる乗降調査の結果では、朝夕の時間帯については、
通勤や通学などにより一定の利用があるが、それ以外
の日中の時間帯については、利用が少ない状況が続い
ている。利用減少の一方で、路線バスの利用者から
は、運行間隔や頻度について改善を望む声や、停留所
までの距離が遠いなどの意見が寄せられている。この
ような状況の中、持続可能かつ利便性の高い地域公共
交通の構築を図るため、AI技術を活用したデマンド
バスの運行実証実験事業を実施した。

2 調査研究の組織体制
　事業内容および調査研究については、関係機関、交
通事業者、市民団体、学識経験者、網走市などで構成
する「網走市デマンドバス運行実証実験事業に関する
調査研究会」を設置し、議論を重ね実施した。

3 具体的内容と効果
　利用者の予約があった場合に運行するデマンドバス
「どこでもおでかけバス（どこバス）」を特定エリア内
で走行させ、利用データの収集、利用後のアンケート
調査を実施した。「どこでもおでかけバス（どこバ
ス）」は、路線バスのような運行ダイヤや固定ルート
は存在せず、利用者が希望する停留所間を最短ルート
で結ぶ方式を採用し、複数の予約を受けた場合は最適
な乗り合わせや運行ルート、待ち時間をAI技術によ
り出力するシステムを活用した新しい公共交通である。
　予約方法は、スマホアプリによるほか、スマホを持
たない高齢者層の利用を想定し、専属のオペレーター
が対応する電話予約の2種類とした。車両はハイエー
ス（10人乗り）を活用したため、大型バスでは走行が
難しい住宅街などにも停留所を設置することができ、
エリア内の既存バス停留所 84 基に加え、専用の停留

所を新規に 30 基
設けることで利便
性を高めている。
　運行初月の8月
に 156 人だった利
用者数は、4カ月
の運行期間を通じ
て増え続け、運行
最終月の 11 月は 298 人となった。また、アンケート
調査では、「路線バスより『どこでもおでかけバス
（どこバス）』が便利」という意見が 85％を占めるな
ど、利用者から一定の評価を得られたものと考えられ
る。さらに、利用者からは、運行エリアや時間の拡大
を望む声が多数寄せられた。
　AI技術を活用した配車システムは、予約に応じ、
最適な乗車順やルートの決定など、効率的な運行に大
きく寄与することが確認できた。一方で、予約の多く
は電話予約（電話 75％、アプリ 25％）であり、今
後、運行エリアが広がり、利用数が増えた場合、電話
オペレーションに係る事業者への負担が増加する可能
性が高い。また、高齢層の利用者からは、「携帯電話
を持っていないので、帰りのバスを予約できない」
「外での電話は聞き取りにくく、予約に時間がかかっ
た」といった声もあり、対応の検討が必要である。

4 今後の展開
　次年度は「どこでもおでかけバス（どこバス）」の
本格導入へ向け、運行期間や運行エリアを拡大した実
証実験を行い、より多くのデータや利用者の声を集
め、引き続き分析と検討を行う。
　令和2年度の実証運行は、路線バスが普段どおり運
行している中で実施したが、本格導入に伴う一部路線
バスの再編を念頭に実証運行と並行的に路線バスを減
便するなどの試験を行い、影響を見定めていくことが
必要である。持続可能で地域にとって最適な公共交通
の構築を目指し、関係者や住民との話し合いの場を持
ちながら、本格運行に向け取組を継続していきたい。

市内で運行した「どこバス」

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

AI（人工知能）技術を活用したデマンドバス
の運行により持続可能な地域公共交通を目指す

人口：34,094 人（令和3年7月末現在）
担当：観光商工部商工労働課

06 デマンドバス運行実証実験事業
網走市 POINT
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1 取組に至る背景・目的
　総務省が発表した平成 29 年の家庭におけるスマホ
普及率は 75.1％と前年を 3.3 ポイント上回り、老若男
女を問わず急速に普及している。東川町は平成 31 年
度に大きな水害を経験し、住民に対して迅速かつ正確
に情報を伝達する手段を模索してきた。多くの自治体
はホームページやフェイスブック、ツイッター等の受
動的なＩＣＴ環境の下で運用されているが、スマート
フォン用のアプリケーションが急激に普及する中で、
特に注目を集めているのがプッシュ通知機能のあるア
プリである。さまざまな行政情報等をプッシュ通知で
送り届けることが、一番早い情報伝達手段であると思
われることから、早期に構築し住民サービスの向上を
図ることが必要と判断した。

2 調査研究の組織体制
　町内にスマホアプリで行う行政サービスの可能性を
調査する「東川アプリ研究調査会」を立ち上げ、住民
が安心安全に生活するための東川アプリ構築を目指し
てきた。アプリの完成までに、必要な行政情報の精
査、通知頻度の調整、そしてアプリの画面展開、簡単
な管理手法などを検討してきた。

3 具体的内容と効果
　各部署からの情報や各種検診のお知らせ、防災情
報、防犯情報、緊急速報、イベント情報等をプッシュ
通知で送り届けることはもちろん、自己の居住地を登

録することで、ごみの日のお知らせを行う。また、コ
ンテンツとしてはごみの出し方や分別辞典機能を備
え、簡単に情報が検索できるようになった。除排雪情
報では、排雪日と地域を随時周知し、路上駐車の減に
つなげている。
　イベントカレンダーは、町のイベントを一目で確認
することができ、情報の変更などもリアルタイムで修
正することができることから、住民周知に非常に有効
だった。避難所マップは、グーグルの避難所マークを
タップすると、所在地、収容人数、面積、種別、保有
設備が確認できる機能を検討した。防災情報は洪水ハ
ザードマップ、大雪山火山防災マップ、防災ハザード
マップの3つのマップにより、日頃より自分が住んで
いる区域の情報を確認できるほか、地図では見づら
かった内容も、アプリ内で拡大することが可能にな
り、高齢者が利用しやすいものとなった。
　子育て支援情報には、遊び場マップとワクチン予約
システム、子育てお知らせ掲示板、子育てイベントカ
レンダーの搭載を検討した。一つのアプリの中に、課
を横断したコンテンツを組み込んだアプリは他の自治
体にも前例のないものである。

4 今後の展開
　令和3年度からは、東川アプリへ役場の全ての部署
から情報を発信できるようにする見込みだが、役場職
員の情報発信に対するマニュアルとレギュレーション
の作成が求められる。また、別途行った住民の行動パ
ターンに関する直近3カ月のアンケートでは、町内の
スーパーに出かけた人が全体の4分の1近くを占めて
おり、アプリで町内にある2スーパーのチラシを掲載
することで、いつでもどこでも閲覧できる方法が考え
られる。さらに、町内の趣味やスポーツの集まりもコ
ロナ禍でありながら、一定程度の需要があったことか
ら、町内のスポーツ・趣味サークルの募集案内のニー
ズも高いと考えられる。来年度以降も、町立日本語学
校に通う留学生のための優しい日本語化対応や町民の
需要に合わせたコンテンツの開発を進めていきたい。東川アプリ研究会の様子

令和2年度　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告

独自のアプリ開発によりプッシュ通知機能を
活かした行政情報の発信を実現する

人口：8,433 人（令和3年1月末現在）
担当：税務定住課

05 東川町行政情報等通信技術実証実験事業
東川町 POINT
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お詫びと訂正
　市町村政策情報誌プラクティス第 35 号 32 ページ「現場からの報告５　空き家の
活用術を探る」の１段目「移住体験住宅に─斜里町」の記事について、見出し及び
記事中にある「斜里町」は「美幌町」の誤りでした。
　記事中にある取組内容等は美幌町が行っているものであり、斜里町では実施して
いません。取材記者による出稿時の原稿確認、校正時における事実関係の確認が不
十分でした。両町の関係者並びに読者の皆様にお詫びして訂正します。

編集担当○○×余録
▼ 気象予報士は命を守る仕事─某連続テレビ小説が放送中の今日この頃。本号の特
集テーマと重なる部分もあるなあ。夜に録画を見ていると、昼間に手掛けた原稿と
ドラマのセリフに共通するフレーズがいくつも。放送のタイミングを狙ったわけで
はありませんが、多発する豪雨や農林水産業の活性化など、地域課題に向き合う異
色のストーリー展開は、終盤まで要注目です。まさかドラマの世界に森林組合が登
場するとは。波に乗り遅れることなく、森林や林業の特集を組んでみましょう。
▼ この夏も全国各地で豪雨に伴う災害が相次いでいます。私事となりますが、某市
内で予期せぬゲリラ豪雨に見舞われ、車の電気系統が逝ってしまいました。停電時
の電源として電気自動車やハイブリッド車を活用しようとの動きもありますが、水
害時は万全の防水対策が必要との認識を新たにした次第であります。ネット上でま
ことしやかに流布されている「ハイブリッド車で浸水すると感電死する」というの
は嘘でしたが、財政的にはショック死しそうだ…。ここは９月 22 日発売のハロ
ウィンジャンボ宝くじ（右ページを見よ）に運命を賭けるしかない！〈ま〉

日時● 令和３年 10 月 22 日（金）　13 時 30 分～16 時 40 分
会場● ホテルポールスター札幌 ２階「ポールスターホール」（札幌市中央区北４条西６丁目）
対象● 北海道内の市町村職員等、地方自治関係団体の職員

令和３年度 市町村職員政策研修会

　道内市町村の概要や基礎的なデータを取りまとめた「北海道市町村要覧 2021」（編集・北海道総合政策部地域行政局
行政連携課）を９月末に刊行します。
　道内 179 市町村の人口や産業構造、歳入・歳出の状況、税収、公共施設等のデータのほか、市町村長、副市町村
長、市議会正副議長の氏名等を一覧形式で収録しています。また、広域連携の状況や広域連合・一部事務組合の設置
状況を資料編として収録しました。道内市町村には 10 月上旬に配布を予定しています。なお、ＰＤＦ化した冊子を当
協会ホームページで提供しますのでご活用ください。

「北海道市町村要覧 2021」を刊行します

市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー
Information

小磯　修二氏

片田　敏孝氏

講演Ⅰ　［13：30～15：00］
•講師：小　磯　修　二　氏　 北海道大学公共政策大学院客員教授 

公益社団法人北海道観光振興機構会長 
一般社団法人地域研究工房代表理事

•演題：「地方の論理」

講演Ⅱ　［15：10～16：40］
•講師：片　田　敏　孝　氏　東京大学大学院情報学環特任教授　群馬大学名誉教授
•演題： 「ウィズコロナ時代における危機管理」

※参加申込書は、協会ホームページに掲載しています。
※新型コロナウイルス感染症の流行状況により、研修会の中止や規模の縮小、オンライン開催等に変更する
場合もありますので、あらかじめご了承ください。
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特集 気候変動時代 ─ 「緩和」と「適応」の取組─
  【リレーインタビュー】地球温暖化と北海道
04 ●1   気候変動への適応策を考える 影響の連鎖を可視化する対策を

─地方独立行政法人北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所　環境保全部長　野口　泉さん

07 ●2   懸念強まる海洋酸性化 中長期的な視点で緩和と適応を
─北海道大学大学院地球環境科学研究院　准教授　藤井　賢彦さん

10 ●3   本道農業の新たな可能性と課題 ブランド化＋地域の魅力化を
─特定非営利活動法人グリーンテクノバンク　専務理事　下小路　英男さん

13 ●4   激甚化・頻発化する豪雨災害 流域治水でまちの未来を支える　
─室蘭工業大学大学院工学研究科　教授　中津川　誠さん

  【現場からの報告】
16 Report ●1   養殖漁業へのチャレンジ

─気候変動に翻弄される北海道漁業 サケ・マス類の海面養殖を新たな活路に
20 Report ●2   温暖化時代の北海道農業

─気候変動がもたらすリスクとメリット 温暖化に適応する北海道農業の将来像は
24 Report ●3   気候変動と自然災害

─激甚化・頻発化する豪雨災害への備え 住民の生命を守るためにできることとは
28 Report ●4   市町村による脱炭素の取組

─バイオガス電力は次のステップへ 省エネ効率の高いＺＥＢ庁舎も続々完成
32 Report ●5   北海道の優位性を高めるために

─積雪寒冷地のメリットを最大限に活用 温暖化時代を迎えた北海道の可能性とは
36  ［NEWS TOPIC］　道内における５Ｇの活用と今後の展望
38   ［道総研コラム］　 地域と共に歩む道総研　第１回　持続可能な北海道の未来を目指して【新連載】

─地方独立行政法人 北海道立総合研究機構　理事長　田中　義克氏

40  ［健康コラム］　飲食と感染の関係　─札幌医科大学教授　當瀬　規嗣氏
42 野菜ソムリエのベジフルランド 北海道！！ 羊牧場のキャンプ場「士別市 しずお農場」編
 ─野菜ソムリエ上級Pro・北海道６次産業化プランナー　萬谷　利久子氏

44  ［弁護士コラム］　融雪期の道路損傷に伴う 道路管理者の賠償責任について　─弁護士　佐々木　泉顕氏／下矢　洋貴氏
46  ［市町村の動き］　 新十津川町／ニセコ町／登別市／函館市／木古内町／鷹栖町

豊富町・天塩町・遠別町・中川町・幌延町／北見市
網走市・斜里町・清里町・小清水町・大空町／鹿追町／浜中町／標津町・羅臼町・斜里町

52  令和 2年度 先駆的調査・実証プロジェクト推進事業実績報告 
 • ソーシャル・キャピタルの醸成と介護予防効果調査研究〈栗山町〉　
 • 沼田町地域資源を活用した健康ブランドづくり調査研究事業〈沼田町〉
 • モバイルワーク環境の実証実験事業〈北広島市〉　 • 余市・仁木スマート農業実証プロジェクト〈余市町・仁木町〉
 • 東川町行政情報等通信技術実証実験事業〈東川町〉 • デマンドバス運行実証実験事業〈網走市〉
58  ［協会 Information］　 「ハロウィンジャンボ」と「ハロウィンジャンボミニ」９月 22 日発売

令和３年度 市町村職員政策研修会／「北海道市町村要覧 2021」刊行
 ［市町村職員フォトグラフ］　この大地に生きて　─岩見沢市経済部観光物産振興課　主幹　長坂　智幸さん

本誌名「プラクティス」の由来
「プラクティス」＝「実行」の意味。自治体職員が業務で直接活用
できる実践的な情報誌という趣旨で名づけました。

PRPRAACTICECTICE

この宝くじの収益金は、各都道府県の発売実績等に応じて、全額が市町村に交付されます。
宝くじは北海道内の販売所でお買い求めください。
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こ の 大 地 に 生 き て

国内有数の大観覧車がある北海道グリーンランド

秋の風物詩「いわみざわ百餅祭り」（本年は中止）

　石狩平野のほぼ真ん中に位置する岩見沢市は、水
田を中心とした農業地帯です。近年では観光振興に
力を入れており、国内最大級のログで建てられた「ロ
グホテル メープルロッジ」や、大観覧車がある遊園
地を有している「いわみざわ公園」を中心として、
誘客促進のためのプロモーションを展開しています。
　映画撮影のロケ地にもなったワイナリーや、いわ
みざわ公園のバラ園は道内でも有名で、世界最大の
臼と杵を使って 200 人の参加者が餅をつく「いわみ
ざわ百餅祭り」は、毎年３万人以上の来場者が訪れ
ています。
　豪雪の町でもある岩見沢は、四季折々の景観を楽
しむことが出来ます。ぜひ岩見沢市へお越しくださ
い。
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（ながさか・ともゆき）昭和 37 年岩見沢市生まれ。平成３年に市の
社会教育主事に採用。若い時からカメラを趣味としていたが、空撮
に興味を持ち、近年はドローン数機を所有し、地域でドローンのク
ラブを立ち上げ、地域のプロモーションも併せて観光事業にその撮
影した動画や、画像を活用して発信している。

岩見沢市経済部観光物産振興課　主幹　長坂　智幸さん

ログホテル「メープルロッジ」
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